






















































（この世界はもう俺が救って富と権力を手に入れたし、女騎士や女魔王と城で楽しく暮らしてるから、俺以外の勇者は）もう異世界に来ないでください。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──気高き者よ、汝なんじは異世界勇者となるのです」

　無限に広がる闇やみの中、若者は〝声〟を聞いた。

　姿無く、しかし神々しきその声を。

「だれ……？　それに、ここは？　子供をかばってトラックに撥はねられたのに……」

「我が名は女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌ。この暗闇の向こうに、汝を必要としている世界があります。──敵の名は、黒の魔王メルルヴィア。汝は勇者として魔王を倒し、世界に平和をもたらすのです。その勇気と、そして深き愛で……」

「勇者……!?　世界を救う？」

　次の瞬間、闇は晴れ、若者は光と共に降り立った。遥はるか遠き異界の大地に。

《地球スフイア》とは虹の輪を挟んだ反対側に、もう一つの世界があるという。その名は《地平シーズベツド》。剣と魔法のファンタジー世界。その、そよ風の吹く草原に。

「ここが、異世界……。この世界で勇者になる……」

　一六歳の胸は、期待と不安で高鳴った。──と、次の瞬間。














「──全軍、一斉射撃。情け無用、ファイア」

「ギャ─────────────────────────ッ!?」





　突如、謎の軍勢からの集中砲火！

　巨大な爆炎と土つち埃ぼこりが立ち昇る中、勇者は思わず悲鳴を上げる。

「な……なにこれ!?　なんで!?　なんでいきなり大爆発が!?　なんでなんでなんでえええええええっ!?」

「第二射、射撃用意。手を緩めるな。動かなくなるまで撃ち続けろ」

　ちなみに勇者を迎え撃つ軍勢の内訳は以下の通り。





　・人間ヒユーム種聖騎士（中長距離戦用魔力剣装備）・・・一二名

　・人間ヒユーム種攻撃魔法士・・・八名

　・エルフ種魔法弓兵・・・四〇名

　・ゴブリン種攻城歩兵・・・一個中隊九〇名、城壁破壊用大型投石機三基

　・リザードマン種ワイバーン騎兵・・・二騎

　・その他の歩兵・・・五〇〇名






　いずれもこの世界の精鋭であり、武器は戦車砲やミサイルにも匹敵する強力な飛び道具ばかり。

　そんな騎士の魔力剣が、魔法士の攻撃魔法が、エルフの矢が、投石器の巨岩が、ドラゴンの火か焰えんが、再び次々と放たれ──そして、次々に着弾、周囲一帯を炎に包んだ。







　攻撃が一いつ旦たんやむと、あとには黒煙とくすぶった臭いがたちこめる。大地はえぐれ直径一〇メートルほどのクレーターと化していた。

「フー、これでよし」

　軍勢の指揮官はクレーターの中を覗のぞき込みながら、額ひたいの汗を手でぬぐう。

　これは焦りによる汗ではなく、単に爆炎の熱気によるものだ。何度も繰り返しているこの『作業』に、今さら焦りは感じない。

　彼の名は、久く瀬ぜ秋しゆう一いち。通称シュウイチ。

　わずか一七歳の少年でありながら〝第一の護まもり手〟〝鬼き謀ぼうの人〟〝アデルベインの客王〟〝勇者狩り〟〝よく見れば美少年と言えなくもないが目つきがヒネてて性格悪そうな孺子こぞう〟あるいは〝ザ・既得権益〟などの呼び名で知られる存在であり──この物語の主人公である。
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「これでよし……。全軍、攻撃中止。第三射は不要」

〝城〟からそう遠くない草原に、ぽっかりと開いたクレーター──その真ん中で、勇者は黒焦げになって気絶していた。我ながら見事な手際だ。

　俺おれの名はシュウイチ。

　またの名を〝勇者狩り〟。さほどセンスのある二つ名ではなかったが、俺の使命はこの名の通りだ。

　つまりは、《地球スフイア》からやってくる異世界勇者どもを退治すること。

「ギャッ、ギャギャッ！　シュウイチ、コズルイ！　セイカクワルイ！」

「黙れ、モモコ。静かにしてろ」

　頭の上で騒ぐ生物を、俺はぽこっと軽く叩たたく。このピンク色の生き物はスベスベマンジュウスパイダー。よくいる雑ざ魚こモンスターだが喋しやべる個体は珍しい。

　俺おれが〝勇者狩り〟の名で呼ばれるようになって半年近くが経過していたが、その間にもう何人もの勇者をこの《地平シーズベツド》から駆く逐ちくしていた。

　──と、そこに一人の女騎士が、ややおずおずと発言を求める挙手をしながら、俺のところにやってくる。

「あの……シュウイチ殿、よろしいでしょうか？」

「どうしたラーラ？」

　この女騎士の名は、ラーラ・ロカ。

　俺と同い年の一七歳。俺の右腕とも言える女だ。

　戦闘クラスは聖騎士（神聖魔法と剣術を両立する上級職）。さらには女性の聖騎士一二名によって構成されるイース聖堂騎士団の騎士団長で、〝白しら百ゆ合りの騎士〟〝随一の剣士〟〝巨乳さん〟〝大迫力のボリューム感と繊せん細さいな柔らかさを併せ持つ高貴なる女性騎士〟などの二つ名で知られる有名人でもあった。

　それと、この女、ここ最近やたら胸元の開いた鎧よろいを着ていた。

　装甲のふちに肉が食い込み、そのボリューム感と柔らかさがより一層強調されて──いや、俺は興味なかったが。ただ、兵たちがそう噂うわさしているのをよく耳にした。

「ラーラ、なにかあったのか？　言ってみろ」

「はっ、シュウイチ殿！　このラーラ・ロカ、少しだけ気になることが……」

「気になること？　鎧のことか？」












「ち……違います！　そんな話ではありません！　この鎧よろいは、部下の女性騎士たちに薦すすめられ、なんとなく着ているだけで……特に深い意味はございません！」

　そうか。俺おれは興味ないけどな。──あとラーラ、どうして顔を赤くしてる？　恥ずかしいなら前の鎧に戻せばいいのに。

「そうでなく作戦の話です！　予知魔法士に勇者の来る時間と場所を予知させ、この世界に出現すると同時に問答無用で総攻撃──さすがはシュウイチ殿、見事な智ち謀ぼう。このラーラ・ロカ、感服いたしました。が……しかし、少々その………………卑ひ怯きようなのでは？」

「卑怯だと？」

「い……いえ！　私ではなく、兵たちの一部が言っているのです！　なんというか、さすがに騎士道精神や戦場の道義に反するというか……!!」

　なるほど、そういう話か。聖騎士のラーラには気になる話なのだろう。

　いや、聖騎士に限らず、この世界の住人たちはときどき妙なフェアプレイ精神を発揮する。

『牧歌的』と言うべきだろうか。俺個人としては、この程度の作戦は少しも卑怯と思わないし、そもそも少しくらいなら卑怯な手を使ってもいいと思っているのに。

　──とはいえ、それを正直に口に出すほど、俺も如じよ才さいなくないわけじゃない。

「そうだな……。こんな策を用いるのは、本当は俺も心苦しい」

「──っ！　やはり、そうでございましたか！」

「ああ。だが、これは絶対負けられない戦いだ。次から次にゴキブリのようにやって来る勇者ども……奴やつらに一度でも負ければ、この世界は危機に見舞われ、罪なき人々が苦しむことになる。それを未然に防げるなら、俺はどんな汚名も怖くない」

　その言葉を聞き、ぱあっとラーラの顔は明るく晴れた。

「おおっ！　私も薄々、そういうことかと思っておりました！　さすがはシュウイチ殿、なんという御お覚かく悟ご！　そして、なんという慈悲深き御お心こころ！」

「それに、これは照れ臭いから黙ってたんだが──大切な仲間であるお前たちが、あんな異世界からの侵略者に少しでも傷つけられるのが俺には我慢ならないんだ。それで、少しでも安全に勝とうと、ついあんな手を……」

「なんと！　おおお……それほどまでに我らのことを！　私は自分が恥ずかしい……。これほど偉大な人物をわずか一瞬とはいえ疑っていたとは！　なんという申し訳なさみ！　このラーラ・ロカ、一生の不覚でございます！」

「わかってくれたか」

　よし、誤ご魔ま化かせた。まったく、ラーラはチョロいので助かる。

　この世界の人々は皆、どこか牧歌的でチョロい部分を持っていたが、その中でもラーラは特にチョロい部類だった。おかげで俺は助かっている。ギザチョロい。

　ただ、これは俺の口が上う手まいというのもあるんだろう。自慢じゃないが、噓うそと卑怯は嗜たしなむ方だ。

（しかし、ラーラは本当にチョロいな……。適当に言いくるめたら、胸くらい揉もませてもらえるんじゃないか？）

　いや、もちろん、そんなことをする気はほんの少しもないけどな。うん……。

「ギャギャッ!?　シュウイチ、オナカ　モムナ！　オナカ　モムナ！」

「おっと、悪い」

　無意識のうちにモモコスベスベマンジユウスパイダーのツルツルプニプニした腹を揉んでいたらしい。ラーラと話すときは、なぜかしばしばしょっちゅうこのような動作をしてしまう。不思議なものだ。

　まあいい、今は仕事だ。いつも通り手早く〝退治〟を済ませよう。

「ラーラ、だれかに勇者の様子を見に行かせろ。後始末に取り掛かる前に、ちゃんと気絶してるか確認するんだ。死んだフリだと困るからな」

「はっ！　それでは、このラーラ・ロカ、自ら行って参ります！」

　さすがは女騎士、勇敢だ。一切迷うことなく単身でクレーターに飛び込み、黒焦げで横たわる勇者に駆け寄っていく。

　そういえば、まだ勇者の姿をよく見ていない。光と共に出現し、次の瞬間にはもう爆発で真っ黒になってた。どんな勇者なのか一応見ておかなければ。

「ラーラ、どうだ？」

「はっ、確認しました！　まだ生きていますが意識はありません！　失神と負傷により継戦能力は無し、傷は治癒魔法により再生が可能です！」

　だいたい予想通りの状態だ。それは光で見えなくてもわかっている。

　ただ、予想外なのはこの先の情報だった。

「それとシュウイチ殿……黒焦げなので、今までわかりませんでしたが──」

「どうした？」

　ラーラはなぜか一瞬言い淀よどんだのち、俺おれに告げる──。

「この勇者、若い女です」

　……なんだと？
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「テンセーユーシャ！　ジョシコーセー!!　ジョシコーセー!!」

　一時間後──。薄暗い大広間に、蜘蛛モモコの鳴き声だけがギャアギャアと響く。

　ここはアデルベイン城。俺の城だ。

　この城は人間ヒユーム種の都市の一つであるアデルベイン市を囲む城じよう塞さいでもあり、近隣地域の王たちの好意により俺の根城として使わせてもらっていた。分類的には『都市国家』というやつになり、俺はそこの『城主（君主）』ということになる。

　ちなみに、この大広間は〝客王の広間〟。──客王というのは俺のことで、今座っている玉座も俺用のものだ。本来なら会議や式典にも使用されるだだっ広い部屋だったが、先ほど人払いをしたため、今ここにいるのは三人（？）のみ。

　俺おれとモモコ、そして気絶した女勇者だ。

　俺はモモコを胸に抱きかかえ、その眼を女勇者の方へと向けると、このピンクの蜘く蛛もは『ウ～ッ』という唸うなり声ごえを上げた。

「すてーたす、すてーたす！　ウッ！　……なまえ：ユズ　しごと：ゆうしゃ　しゅぞく：ヒューム……」

　こうして意識を集中させることで、モモコの特殊スキル『ステータス検索』と『精神感応（応用：画像投影）』が発動。女勇者のステータス画面が浮かぶ。





　　ユズ──職業：勇者　レベル：１　種族：人間種

　　戦闘スキル：なし　魔法スキル：なし　体力２、かしこさ４、運１

　　補足：本名、加か藤とう柚ゆ子ず。一六歳、高二。

　　使命は『黒の魔王を倒して世界に平和を取り戻す』。

　　登校中、知らない子供をかばいトラックに撥はねられ異世界へ。

　　肉体は死亡。




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






　相変わらず、便利な生き物だ。

　ちなみに、この女勇者のステータスは常人そのもの。雑ざ魚こ勇者と言っていい。

　ついでに言えば、交通事故でこっちに来たというプロフィールもありきたりだ。

　他人をかばって命を落としたという点は見上げたものだが珍しくはない。いわゆる〝トラック転生〟というやつになる（赤ん坊に生まれ変わってないから、本来の意味での転生ではないんだろうが、面倒だから俺はまとめて『転生』と呼んでいた）。

　だが彼女の価値は、データで計れるような部分ではない。それを俺は知っていた。

（この女、必ず味方に引き入れなければ……。俺にとって特別な存在になるはずだ）

　と、そんなとき──。

「──ん……うう、ん……」

　少女はゆっくりと目を覚ます。床に敷かれた毛布の上で、あちこち破けたブラウスに赤いリボンタイというぼろぼろの制服姿の女勇者が。

「おはよう、勇者ユズ。《地平シーズベツド》にようこそ」

　この台詞セリフ、少し気取りすぎだったろうか？　モモコが「プーッ」と吹き出していた。

「貴方あなた、だれ……？　それに、さっきの攻撃って──」

「俺の名はシュウイチ。君と同じで、日本から来た異世界勇者だ」

「勇者……？　わたしと同じ？」

「そうだ。一七歳だが、同学年だしタメ口でいい。──それより、大変な目に合ったみたいだな？　だが、ここにいれば安全だ。ここは俺の城。君のことは俺が守る」

「えっ……？　えっ？　えっ……ちょ、ちょっと待って。あれ……でも、貴方あなたは──」

　起き抜けでわけもわからぬまま周囲をキョロキョロ見渡していた彼女だったが、次第に意識と記憶をはっきりとさせていく。

　俺おれはうんとにこやかに女勇者ユズへと語りかけていた。愛あい想そよくするのは得意じゃないが、それでも精一杯の作り笑顔を浮かべたつもりだ。しかし……。

「はああ!?　ふざけんじゃないわよ！」

　なぜか、いきなり怒っていた。

「……？　なんで怒る？」

「思い出したから怒ってんの！　なにが『大変な目に遭ったようだな』よ、自分で大変な目に遭わせたんじゃない！　あんた、さっき『情け無用』とか言って指揮執とってた人でしょ!?　頭の蜘く蛛もとそのヒネた目つきに見覚えあるんだからね！」

　チッ、バレてたか。優しくして誤ご魔ま化かす気でいたんだが、意外と観察力がある。

　しかし『ヒネた目つき』とは失礼な。それは、このヘンテコな蜘蛛に匹敵するほどの特徴なのか？

「ユズ、聞いてくれ。攻撃したのは不幸な事故だ。だからこそ回復魔法で傷を治したし、服や持ち物ももうじき魔法が効いて完全に再生する。──勇者が君のような人物と知っていれば、絶対に攻撃なんてしなかったろう」

「わたしのような人物……？　それ、どんな人のこと？　──というか今の台詞セリフ、つまり『勇者は基本的に攻撃する』ってことよね？　どういうことよ!?」












　おっと……。鋭いな。やはり油断がならない。

　ユズはしばらくなにやら考え込んでいたが、やがて『はっ』となにかの結論に至り、俺おれのことを睨にらみつけながらこう言った。

「ははあ、わかったわ……。さてはあんた、黒の魔王の手下なのね!?　もとは勇者だったけど人類を裏切ったってパターン！　ゲームや漫画でよく見るわ！」

「想像力が乏とぼしいぞ。ファンタジーだからといって、なんでもゲームと一緒にするな」

　とはいえ俺の好きなタイプの悪役だ。いわゆる美形ライバル枠。悪い気はしない。

「とにかく、あんたなんかに使命を邪魔されてなるものですか！　わたしは女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌに『黒の魔王を倒して世界に平和をもたらせ』って言われてるんだもの！　……そうすれば、たぶんもとの世界に戻れるんだから！」

「《地球スフイア》に戻れる？　あの女神がそう言ったのか？」

「言ってないけど……でも、ゲームや漫画だと普通そうでしょ？」

「お前、本当にゲーム脳なんだな？　そんなことより、この俺の仲間になれ。俺はこのアデルベインの王であり、ちょっとした軍勢を率いる権力者だ。仲間になれば城暮らしの優雅な生活が待ってるぞ」

「ほら来た、悪役っぽい台詞セリフ！　そんな誘惑には乗らないんだから！」

　……たしかに、今の台詞は我ながら悪役的だったかもしれない。

　だが俺の気持ちも本物だ。人の心を動かすには、ときに一〇〇の噓うそより一つの真実という。ここはひとまず腹を割って真実を語るとしよう。

「よく聞け、ユズ。俺の仲間になるのはお前にとっても唯一の選択肢になる。なぜなら女神から与えられたその使命は、実行するのが不可能だからだ。黒の魔王メルルヴィアを倒すことも、この世界を平和にすることも。お前には絶対に不可能だ」

「どうして？　あっ、さては『ワハハハ、貴様の前にはこの俺が立ちはだかるのだからな！』って言いたいのね!?　この悪者！　クズ！」

「いいや、そういうことじゃない。これは話せば長くなるんだが──」

　と俺が説明しかけた、まさにそのとき──。




「──……シュウイチ、邪魔をする」




　広間に、ふらり、と一人の少女が現れた。

　鍵をかけていたドアからでなく、石造りの壁を〝壁抜け〟の魔法ですり抜けて。

「なんだ、お前か」

「……そう。私。……用事があって会いに来た」

　それは尖とがった耳と眠そうな目をした、若き女魔導師だった。
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　少女は、年の頃なら一四、五歳。一見すると俺おれより年下だが、耳でわかるように実はエルフ的（エルフそのものではないらしい）な種族だった。本当はたぶん年上だ。

　肌は不自然なほどに真っ白く、髪はさらさら輝く銀色。目には吸い込まれそうなルビーの瞳ひとみ。手には長い魔法の杖つえを持っていたが、その先端にはヒビの入った大きな宝石がはめ込まれている。瞳と同じ鮮やかな真しん紅くだ。──それと、眠たげでテンション低く、表情も乏とぼしい。喋しやべりもぽつぽつと小声で抑よく揚ようがない。

　そんなローテンション少女は俺に、

「……イエ～イ」

　と、妙な挨あい拶さつをした。

「なんだ、その挨拶？　というかお前、どうしてさっきの勇者退治に来なかった？」

「……ただの寝坊。……予定を立てたシュウイチが悪い。午前中に集合なんて無理」

「相変わらず勝手なやつだ。じゃあ、なんで今ごろになって来た？」

　そういえば、さっき『用事があって会いに来た』と言ってたが──。

「……ついさっき、以前から作らせていた新しい法衣ローブが届いた。せっかくだから見せに来た。……シュウイチ、見る」

「そんな用事があるか。どんだけマイペースだ」












　余談ではあるが、その新しい法衣ローブ、一般的な魔法使いのローブとはイメージがだいぶ違う。どちらかといえばスカート姿の上から丈の短いマントを組み合わせたような恰かつ好こうだ。

　愛らしい姿ではあったが、ただ一箇所、気になる点が……。

「どうでもいいが……お前、それ、スカート短くないか？」

　白い太ふと腿ももが眩まぶしく露あらわになっている。中世ヨーロッパ風の《地平シーズベツド》では、かなりの大胆ファッションと言えるだろう。──というより、むしろ下着パンツが見えそうだった。いや、もちろん俺おれは興味ないけどな。

「……ムフー。シュウイチが私の脚あしを凝ぎよう視ししている。……イエーイ」

「いいや、凝視してないし興味もない。そのスカート、魔法的な意味でもあるのか？」

「……意味はない。仕立て屋に『猊げい下かは脚がキレイだから』と煽おだてられただけ。……ちなみに念を押しておくと、あのバカ女騎士ラーラが最近エロい鎧よろい着て調子乗ってるから対抗したというわけではない。……決してない」

「そうか」

　よくわからない話だが、本人が違うというなら違うのだろう。どちらにせよ、俺は脚や太ももになど興味はない。

「シュウイチ、スリスリ　スルナ！　スリスリ　スルナ！」

「おっと、悪い」

　無意識のうちにモモコスベスベマンジユウスパイダーのすべすべの腹を、手で撫なでたり頰ほおを擦りつけたりしていたようだ。我ながら無意識とは不思議なものだ。

「とにかく今、大事な話の最中だ。広間の外に出てろ、ほら」

「……。……シュウイチ、背中ぐいぐい押すのよす」







　俺は眠たげな顔の耳長女をなんとか広間から叩たたき出す。この娘と話していると、どうにも調子が狂って仕方ない。やりづらい。

　まあ、いい。話を戻さなければ。

「ユズ、すまなかったな。話の腰を折ってしまった」

「別にいいけど……。今のってカノジョ？」

　なぜかユズは冷たい目で俺を見ていた。

　いわゆる〝ジト目〟というやつだ。『大事な話の最中に、なんで彼女とイチャついてるんだ』と言いたいらしい。ただの誤解だ。

「いいや、部下だ。我が軍のナンバー３で、戦闘能力と保有戦力は最強だ。言うことを聞かないんで扱いに困ってるけどな」

「ふうん？　あんたに気があるように見えたけど……。あの子、どういう子なわけよ？」

「ああ、あいつはなんというか──」

　その問いに一言で返すとするなら、答えはこう──。

「黒の魔王メルルヴィアだ」

「えっ？　はい……？」

　俺おれの返事に、ユズはポカンと呆あつ気けに取られていたが、やがて徐々に頭の理解が追いついてきたらしく、

「えっ!?　えっ？　はい？　えっ……。はい──────っ!?」

　と、妙ちきりんな声を上げた。なんだ、その『はい──っ』って？

「ちょ、ちょっと待って！　黒の魔王って……ゲーム的に言えばボスキャラでしょ!?　その人を倒せって女神様に言われてるんだから！　なのに、なんであんたの部下なのよ!?」

「わからないか？　これが、さっき俺の言った『お前には黒の魔王メルルヴィアは倒せないし、この世界を平和にすることもできない』理由だ」

「……？　どういうこと？」

「ヒントは俺だ。よく考えてみろ。ボスキャラの魔王は部下。立派なお城に住んでいて、軍隊を率いる権力も持っている。ついでに城下の街はかなりの発展ぶりで、民衆も皆、穏やかな顔をしてる。なぜだと思う？」

　答えは一つ──。

「なによ……？　あっ、まさか──」

「そう。正解は『もう俺が魔王を倒して世界を平和にしたから』だ。だいぶ前に、とっくにな。ゲーム脳的に言うなら、この《地平シーズベツド》は俺が『クリア済み』ってことになる」

「はい──────────────────────────────っ!?」

　また『はい──っ』だ。聞いててだんだん気に入ってきた。

　今までも何人かの異世界勇者に同じ説明をしたことがある。皆びっくりしていたが、しかし、中でもこのユズが一番いいリアクションだ。話をしていて気持ちいい。

「じゃあ、あんた本当は悪者のクズじゃないってこと？」

「ふん、クズとは心外だな？　俺は光と闇やみの戦いを終わらせた英雄だ。だからこそ《地こ平こ》の人々は、この俺をチヤホヤしてくれている」

「そうなんだ……。でも、だったらなんで他の勇者を攻撃してるわけ？」

「それこそ決まってる。俺が世界を救った英雄だからだ」

「……？　どういうこと？」

　戸惑いの表情を浮かべるユズに、俺は一から説明する。

　今となっては、もうずいぶん前の話だ。突然この《地平シーズベツド》に来てしまった俺は、人類（人間ヒユームだけでなくエルフやドワーフなども含む）と魔族の戦いに巻き込まれた。そして、異世界勇者として《地球スフイア》の知識や珍しい発想で活躍し、苦労の末に黒の魔王メルルヴイアと対決して、この世界を救うに至ったのだ。

　おかげで俺は英雄としての地位と権力、優雅な生活を手に入れた。──この暮らし、絶対に手放したくない！

　このチヤホヤは俺だけのものだ。俺以外の勇者はもう必要ない。

「というわけで俺おれは〝勇者狩り〟として、後から来た異世界勇者を片っ端から退治して回っている。──守れ、既得権益！」

「クズじゃん!?」
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　ユズは心底あきれた顔で声を荒げた。

「あんた、わりと本気でクズじゃない！　どこが勇者で英雄なのよ？」

「そうは言うが、俺の気持ちも考えろ。俺が世界を救ってから、なぜかやたらとハイペースで他の異世界勇者が来るようになった。以前は滅めつ多たに来なかったらしいのに」

　ちなみに、この『守れ、既得権益！』は俺とアデルベイン城のキャッチコピーだ。

　個人的にたいへん気に入っており、城の紋章にもこのフレーズが入っている。

「それに、俺をクズだと思っても、お前は俺を頼るしかない。お前はこの世界から帰れないんだからな」

「それは……」

　だからこそ俺は〝勇者狩り〟や既得権益のことを正直に話した。

　どうせ、そのうちバレることだ。ならば先に話しておいた方が結局はカドが立たないし、俺の権けん勢せいを示すこともできる。金目当ての打算的な女なら（俺は嫌いなタイプだが）これだけで俺の仲間になるだろう。

　──隠しておくのは、一番重要な点だけだ。

「ああっ、もうっ！　こいつホントに性格悪い！　……けど、待って。じゃあ、どうしてわたしを仲間にしたがるの？　あんた、〝勇者狩り〟なんでしょ？」

　そう。その点だ。

「それは、お前が特別な存在だからだ。他の異世界勇者にはない秘密がある」

「秘密？　なにそれ？　特別なパワーとかそういうの？　魔法とか？」

　キョトンとするユズに、俺はやや意地悪く笑いかけた。

「ふふっ、悪いが今は内緒だ。仲間になったら教えてやる」

「なによケチ」

　これだけは、まだ〝真相〟を知られるわけにはいかない。

　少女ユズが俺にとって、どのような存在なのか。どれほどの価値を持っているかを。

　それを明かすのは、まだまだずっと先になるだろう……。




「ワカイ　オンナダカラ！　ワカイ　オンナダカラ！」




「はぁ!?」

「あっ、バカ！　モモコ、なんでいきなり〝真相〟をバラす!?」

「シュウイチ、若イ女ナラ誰デモヨカッタ！　若イ女勇者ハ仲間ニスル！　前カラ、ソウ決めメテイタ！　はーれむ目的！　はーれむ！　はーれむ！」

　この蜘く蛛も、こんなときばかり流りゆう暢ちように喋しやべりやがる！

「ハーレムって……その蜘蛛の話、本当なの？　あんた今〝真相〟って言った!?」

「ま……ま、まさか、そんなことあるはずないだろう!?　俺おれは女なんかに興味はない！　節せつ足そく動物の話を信じるな！」

　俺は必死に取とり繕つくろったが──、

「女子高生デ、ワリト可愛かわいクテ巨乳ダカラ！　絶対仲間ニスルト、シュウイチ言ッテタ！　はーれむ要員トシテ！　はーれむ要員！　はーれむ要員！」

「へえ、そうなんだ……。ふうん……」

　ユズは、またもジト目。不信感丸出しの目で俺を見ていた。

　なんてことだ……。モモコめ、殴ったり腹を揉もんだりしたのを根に持っていたのか？

「──シュウイチ殿、そろそろ出陣のお時間です」

　女騎士ラーラが俺を呼びに来たのは、そんなタイミングでのことだった。

「そ、そうだったな……。よし、行こう。──そうだユズ、お前も来い。実際に活動を見てもらえば、俺への理解も深まるはずだ」

　そうすれば俺が理知的で、仲間になるに相応ふさわしい人物だとわかるだろう。

「はい？　仕事に連れてって、いいところを見せようってわけ？　そんな強引な誤ご魔ま化かし方が通用すると思ってるの？　だいたい、どこに行こうってのよ？」

「決まってるだろ。〝勇者狩り〟だ」

　本日の活動は二本立て。もう一人、異世界勇者の出現が予知されていた。







「ラーラ、馬車を出せ」

「はっ！　御ぎよ者しや、馬車を前へ！」

　群青の空に、白い雲、農地や山々は若草色。

　そんな穏やかな田園風景の中を、俺たちの乗った四頭立ての馬車は進む。

　先ほどユズを攻撃した〝勇者狩り〟軍団──聖騎士一二名と歩兵五〇〇名を中心とした大規模精鋭部隊と共に。

（……二回も出撃とは、忙しい日だな）

　近頃は異世界勇者の出現もハイペースだが、それでも一日二人は珍しい。──とはいえ、悪いことばかりでもない。兵を集めるのが少し楽だ。

　今回連れている兵たちは、その多くが非正規雇用。聖騎士と歩兵はアデルベイン城の守備戦力を兼ねているので常勤だったが、たとえば魔法士は冒険者ギルドで集めた非常勤で、魔法弓兵はエルフ国からの借り物。攻城ゴブリンとワイバーン騎兵はメルルヴィアの手下だが、いつもは離れた魔族支配領域に住んでいるのをわざわざ今日のために呼び寄せた。

　いずれも勇者の出現が何日も前から予知されていたからこそ集められた戦力だ。

　もう一度集めるには、ざっと三日はかかるだろう。二人目の勇者が今日来てくれるからこそ、そのまま投入することが可能だった。その点だけはありがたい。

　ちなみにこの馬車は、そんな軍勢の移動司令部でもある。現在、車内にいるのは俺おれと、腹ふく心しんの部下である女騎士ラーラ、そして女子高校生ユズの三人だ。

　俺はラーラに作戦の指示を出す。

「さっきと同じ手で行く。出現予想地点を包囲し、現れると同時に一斉攻撃をかけろ」

「はっ、シュウイチ殿！　前線指揮はこのラーラ・ロカにお任せください！」

「任せたぞ。ところで……メルルヴィアのやつはどうした？」

「はっ。あの者は、なにか用があるとか──」

　またサボリか。ユズに見せるために、なにか派手な攻撃魔法を使ってもらう気でいたんだが……。まあいい。今回の兵は精鋭ぞろい。戦力は充分足りている。

「ねえシュウイチ、ずっと気になってるんだけど……」

「なんだユズ？」

　俺の隣に座るユズが、声を潜ひそめてこう訊たずねる──。

「その女騎士さん、どうしておっぱい出してるわけ!?」

　ああ、そこか……。その点は、さすがに俺も気になっていた。

　ここ最近、いつも胸元の大きく開いた鎧よろいを着ていたラーラだが──いつの間にか、さらに露出度が上がっていた。

　つい数時間前、ユズを退治しに行ったときよりもずっとだ。

　さすがに『おっぱい出してる』は言いすぎと思うが、ユズがそう表現した気持ちもわかる。谷間のあたりなどは『鎧の部品をいくつか着け忘れていたのでは？』というほど丸出しになっており、動くとこぼれそうなほどだった。

「さっきの魔王のミニスカートといい、もしかしてあんたがやらせてるの？」

「いいや、まさか。俺は部下の服装なんかに興味はない」

　頭の上で「モムナ！　モムナ！」とモモコが騒ぐ。いけない、また無意識だ。

　それとユズの声は、ラーラにも聞こえていたらしい。耳まで真っ赤になっていた。

「ユ……ユズとやら！　シュウイチ殿と同郷だからといって無礼であろう！　私がどんな姿をしてようとなんの問題がある!?　大切なのは姿形ではない！　心であるのだ！」

「あ、うん……。そりゃ悪かったけど──でも普通、姿形より心を大切にする人はそんな鎧着なくない？　恥ずかしがるなら、どうしてそんな格かつ好こうしてるのよ？」

「そ、それはだな、その……ぐぬぬ」

「ははあ……。さては貴方あなた、シュウイチに気があるのね？『新入りわたしにシュウイチを取られるんじゃないか』って誤解して、それで焦ってそんな露出を──」

「ち……違う！　そうではない！　シュウイチ殿、違うのです！　誤解なさらぬよう！　だいたい、なんだ貴ユ様ズこそ！　シュウイチ殿に色目を使って！」

「はあ!?　わたしがいつ色目なんて！」

　馬車内の空気はギスギスとして最悪だったが──ありがたいことに、ちょうど目的地に到着した。

　異世界勇者の出現予想地点に。
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　勇者の出現予想地点は、城から一時間ほどの距離にある。

　田園地帯を抜けた先にある山の麓ふもと──なにもない荒れ地の中だった。

　俺おれたちは手早く軍勢を展開させ、予想地点を包囲する。つい何時間か前に同じことをしたばかりとあって、兵たちも手慣れたものだ。

「シュウイチ殿の名において、この聖騎士長ラーラ・ロカが命ずる！　全軍、攻撃用意！　目標出現と同時に一斉射撃を行う！　異世界勇者の出現に備えよ！」

　凛り々りしいアルトヴォイスの指揮が周囲に響く。

　これはユズを含め過去に五人の勇者を葬ってきた必殺のフォーメーション。味方の安全性が高く、見た目も華やか。完璧な作戦と言っていい。──出現予想時刻まで、あと五分。

「そろそろだな……。ユズ、よく見ていろ。花火みたいで綺き麗れいだぞ」

「はいはい、勝手になさいよ。どうでもいいわ。それより、あんた意外とモテるのね？　ミニスカ魔王だけじゃなく、あのおっぱい騎士までアンタのこと好きみたいじゃないの」

「それは誤解だ。俺を好きなわけじゃない。本人たちがそう言ってたぞ」

「そりゃ本人だからそう言うんだってば！　……ま、いいけど。わたしが言いたいのはね、『あんたはモテるんだから、わたしなんかを仲間にしなくていいんじゃないの』ってことよ。巨乳とミニスカにモテてるのに、なんで若い女ならだれでも仲間にしたがるわけ？」

「それも誤解だ。お前を仲間にしたいのは若い女だからじゃない」

「そうなの？」

「そうだ。お前を仲間にしたいのはちゃんと別の理由がある。それはお前が──」

「ジョシコーセーダカラ！」

「……え？　それだけ？　女子高生だからなの？」

「ソウ！　異世界デ権けん勢せいヲ極メタ俺ダガ、実ハ《地球すふいあ》デもてテナカッタコトガ大キナ負イ目トナッテイル！　同イ年ノ女子高生ト制服でーとトカシタイ！　学校帰リニ夕日トカ見タイ！　ソノ夢ガヤット叶ウンダ！　頼ム、仲間ニナッテクレ！　はーれむ要員！　はーれむ要員！」

「制服デートって……。なるほど、そんな理由だったのね。正直、ちょっと引いた。かなりキモい」

「モモコ、俺のフリをして喋しやべっているつもりか？　そんな雑な物もの真ま似ねがあるか。ユズも騙だまされたフリをしたまま会話を続けるな」

「ふんだ。これが〝真相〟なんでしょ？　あんたがもし今みたいなこと本当に口に出しちゃうような〝可愛かわいげのあるバカ〟だったら、今よりは仲間になりやすかったのにね」

「なんだと？　お前はそう言うが──」

　俺おれが反論に転じようとした、その瞬間。

　野生の勘によるものか、ずっとゲラゲラギヤアギヤア笑っていたモモコが突如──、

「モウスグ！　モウスグ！」

　と騒ぎ出した。同時に、荒れ地の真ん中に突如として光が灯ともる。

　それは落ちる直前の線香花火にも似た、儚はかなげなほど小さな玉──空間に開いた光の穴だ。

　カウントダウンと共に光量は強まり、周囲を白く眩まぶしく照らし出す。出現予想時刻まで、あと五秒、四秒…………三、二、一……そしてゼロ。

「──来るぞ。ユズ、目を閉じろ」

「え……っ!?　こ、こう……？」

　瞬間、ストロボを思わす眩しさフラツシユを発して玉は弾はじけ、中から人型の〝それ〟が現れる。

《地球スフイア》からの異世界勇者が。そして、曰いわく──。




「──ここが、異世界……。俺が勇者になる世界……」




　今まで何人もの異世界勇者を見てきたが、出現の瞬間は皆、似たようなことを言う。ユズもそうだった。だれもが『ここが異世界……』と、うっとり佇たたずむ。

　これからの冒険の日々を想像し、期待や不安で胸を膨らませているのだろうか？

　あるいはゲームや漫画の主人公気取りで、女神に選ばれた自分に酔っているのか？

　両方俺にも覚えがあったが、客観的に見ると恥ずかしい。

　──だが、その一瞬の隙すきを俺が衝つく。

「全軍、一斉射撃。《地平シーズベツド》は恥ずかしい台詞セリフ禁止と教えてやれ」

　攻撃開始。

　俺の一声で、聖騎士一二名が、攻撃魔法士八名が、エルフ弓兵四〇名が、攻城ゴブリン九〇名と攻城用大型投石器一〇基が、ワイバーン騎兵二騎が、歩兵五〇〇名が、飛び道具を一斉に放つ。

「──ギャ─────────────────────────ッ!?」

　爆発と土煙の中から、勇者の悲鳴が聞こえてきた。

　だが、兵たちが手を休めることはない。

「このまま第二射。攻撃の手を緩めるな。殺す気で全弾撃ち込め」

　無数の飛び道具──それも多くは魔力の光を帯びたもの──が一斉に勇者へと襲いかかり、色とりどりの光と巨大な爆炎が空に飛び交う。

　カッコつけている姿を見られた照れもあり、普通の異世界勇者ならばこれで為なす術すべもなく倒されるものだった。

　そんな光景を前に、ユズはなぜか苦々しい顔でぽつりと一言──。

「あのね、シュウイチ……これ、ひどくない？」

「──？　なにか気になることでもあったか？」

「あるわよ、気になること！　なに、このハデだけどセコい不意打ち？　アンタの人間性そのままじゃない！」

　おかしなものだ。ラーラもそうだったが、この作戦は今ひとつ女子のウケが悪い。

　男子は皆、不意打ちの奇襲が大好きなのに。不意打ちは男のロマンだよな？

「だいたい、これって相手死んじゃうんじゃない？　あんた、勇者を退治するって言ってたけど、もしかして殺しちゃう気!?」

　ああ、そうか。まずはそこから説明しなくちゃ駄目なのか。

「殺人なんてしない。この世界の戦争は、そうやたらと人を殺さないのが普通だからな。世界史の授業で習ってないか？　古代や中世のヨーロッパでは戦争で死者がそれほど出なかった。それと同じだ」

「そうなの？」

　事実だ。とはいえ古代や中世に戦死者が少ないのは、捕ほ虜りよを奴ど隷れいにしたり身代金を取ったりするためだから、別の形で野や蛮ばんなだけなんだけどな。

　兵たちには『殺す気でやれ、ただし本当に死なない程度に』と指示してある。《地球スフイア》では実行不可能な注文だが、魔法の実在するこのファンタジー世界ではそこまで難しいことでもなかった。

「じゃあ、あの勇者はどうするわけ？　殺さないんなら退治ってどうすんのよ？」

「そこで俺おれの出番だ。見てろ」

　それから、ほんの一〇秒後。

　爆心地はクレーターになっており、その中央で異世界勇者は黒焦げになって倒れていた。数時間前のユズと同じだ。

「よし、攻撃は一いつ旦たん中止。包囲を崩さず待機せよ。──ラーラ、さっきと同じく死んだフリをしていないか確認して来い」

「はっ、シュウイチ殿！」

　ここからは俺の仕事だ。

　俺はなにもない空中に手をかざし、念じながら呪文を唱える。




「──開け、出口の扉よ。踵かかとを鳴らす音と共に」




　詠唱が終わると──光った。勇者が現れるときと同じ、あの白い輝きが。

　これが、俺の使える唯一の魔法。異界に繫つながる光の《扉》だ。
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　実を言えば、俺おれのステータスはユズとほとんど変わらない。

　もとは《地球スフイア》の学生だったため魔法スキルも戦闘スキルも保有せず、当然、魔法も必殺技も何一つ使えない。そんな『低ステ勇者（低ステータス勇者の略）』の俺が、冒険を終えて唯一身につけた──いや、与えられた魔法がこれだ。

　それは、光の《扉》。

　高さ二メートル強、幅一メートル弱。白い光で形作られた長方形の平面だ。

「これ、なによ？」

「〝出口〟の《扉》だ」

「……はい？　出口？」

「そうだ。メルルヴィアを倒したら、急にこの魔法が使えるようになってた。女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌの仕し業わざだろうな。『クリアしたから帰っていいぞ』って意味だと思う」

「えっ……？　えっ？」

「だが、あの女神の思い通りにはさせない。俺は別の使い道を見つけた。──この《扉》に気絶した勇者を放ほうり込む。そうすれば自動的に《地球スフイア》へと送り返される仕組みだ。異世界勇者はこうやって〝退治〟する」

　気絶させたのにも理由はある。『この世界に留とどまりたい』と思いながら《扉》に入ると、Ｕターンして《地平シーズベツド》に戻ってきてしまうことがあるからだ。

　なので説得して帰る気にさせるか、あるいは意識を失わせてから〝出口〟に放り込む必要があった。面倒なので、俺は大抵後者きぜつを選ぶ。

　つまり、俺は勇者を殺しなどしない。生きたまま送り返している心優しき紳士である。そうユズに説明したつもりだったのだが──、

「はい──────っ!?」

　ユズはまた例の妙ちきりんなリアクションを見せた。

「ちょ……ちょっと、シュウイチ！　それって、いったいどういうことよ!?」

「なんで、そんなに驚く？」

「だって──わたし、地球に帰れるじゃない！　その《扉》を使えば！」

　おっと……。失敗だ。我ながら迂う闊かつだった。

　モモコが〝真相〟をバラしたために、俺の中に見えない焦りがあったんだろう。余計な情報を晒さらしてしまった。ユズは烈火のごとく怒りだす。

「シュウイチっ！　よくも騙だましてくれたわね!?　帰れないって言ったくせに！」

「待て、騙したつもりはない。これはただ……」

「騙したじゃない！　というか、それ以外のどんなつもりよ？　このウソつき！　ウソつき！　これ、一番やっちゃダメなことよ!?　何度もクズって言いはしたけど、ここまで本物のクズとは思わなかった！　……もういい、わたし帰る」

《扉》の中に入ろうとするユズを、俺おれは慌てて引き止める。

「駄目だ、入るな！　これはあの勇者のためのもので……とにかく、お前には使えないものなんだよ！　ゴブリン兵ども、この女を止めろ！」

「ちょっと、どこ触ってんの!?」

　狼ろう狽ばいから、つい声を荒げてしまった。俺は屈くつ強きような攻城ゴブリン半ダースと共にユズにしがみついていたが──そのとき、戦況に大きな変化が起こった。




「──きゃあああああっ!?」




　突如、クレーターの中から悲鳴が聞こえた。

　ラーラの声だ。

「シュウイチ　アレヲミロ！　らーら！　らーら！」

「ああ、わかってる……」

　目を向けた先にあったのは、あるはずのない光景だった。

　不意打ちで倒したはずの異世界勇者が、黒焦げのまま立っていた。それはヒョロッと瘦やせた体形の青年で、顔にはレンズの砕けた眼鏡めがねフレームが残っている。焼けてボロボロになった服は、もとはジーンズとＴシャツだろう。──真っ黒なのでわかりにくいが、少なくとも体力自慢のスポーツマンタイプには見えない。

　にもかかわらず、その男の右拳はラーラの胴にめり込んでいた。ミスリル鋼の鎧よろいを紙のようにひしゃげさせて。

　レベル57の聖騎士であるラーラを、まさか素手で倒すとは──。

（この勇者、〝チート転生〟か……）

　予定よりも手間取りそうだ。







　聖騎士──横文字で『パラディン』あるいは『オーラナイト』とも呼ばれるこの職業は、騎士タンクの上級クラスであり、剣術と神聖魔法、さらには高い耐久力をも兼ね備える強力な戦闘クラスだ。

　中でもラーラ・ロカは屈指の実力者。頭こそチョロいが、勇お者れが来るまでは人類のエースとして魔王軍と戦い、黒の魔王メルルヴィアとも一対一で渡り合ったほどの腕を持つ。少なくとも聖騎士の中では《地平シーズベツド》最強だった。

　そのラーラが敗れた。

　それも素手の相手に。あるはずのない敗北だ。

「ラーラ、無事か？」

「う、うう……シュウイチ殿、面目次第も……」

　言い終える前にそのままがくりと気を失い、無様に地面へと崩れ落ちる。

　高レベルの聖騎士をたった一撃で倒すなんて。あの男、どんな能力の持ち主だ？

「おい、ムダメシ喰くい。出番だぞ」

　俺おれがポコッと叩たたくと、モモコが頭の上で『ウ～ッ』と唸うなる。

「ウ……なまえ：マサキ　しごと：ゆうしゃ　しゅぞく：ヒューム……」

　モモコの特殊スキルによって、勇者のステータス画面が浮かび上がる。

「えっ、なにこの画面？　その蜘く蛛も、そういう魔法アイテム的な生き物だったの？」

　そう言えば、まだユズには教えてなかったな。ともあれ、モモコの映し出した異世界勇者のステータスは──。





　　マサキ──職業：勇者　レベル：99　種族：人間種

　　戦闘スキル：全般　魔法スキル：全般　体力９９９９、かしこさ99、運99

　　補足：本名、嶋しま田だ正まさ樹き。二六歳。

　　使命は『黒の魔王を倒して世界に平和を取り戻す』。

　　ステータス検索技能なし。

　　就職に失敗してから親元でニートを続けていたが、家族と喧けん嘩かし、家を追い出されて町を放ほう浪ろうしていたところをトラックに撥はねられ異世界へ。

　　肉体は現在、病院で意識不明の状態。




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






　やはりチート転生。しかも、まさかレベル99とは。

「ねえ、あの人、ずいぶん数値高くない？　日本人なのに戦闘スキルと魔法スキル持ってるってどういうことよ？　ずるいでしょ」

　ああ、ずるい。

　普通はいきなりレベル99なんてあり得ないし、《地球スフイア》人が最初から魔法スキル持ちで体力９９９９というのもあるはずがない。だが、異世界勇者の中にはこのように『ずるいチート能力』を持つ者がたまにいた。

　それが〝チート転生〟。

　女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌの贔ひい屓きにより、初期状態から超人的な身体能力や特殊スキルを持った状態で出現する勇者──この男の場合はステータスを限界カンストまで上昇させた、言うなれば〝ステータスカンスト勇者〟だった。

（このパターンか……。面倒だな。今の戦力では手に余る）

「ユズ、行くぞ」

　俺は彼女の手首を摑つかみ、そのまま馬車へと飛び乗った。

「痛っ！　ちょっとシュウイチ、なんで手ぇ摑むのよ！」

「プランＢだ。御ぎよ者しや、馬車を出せ。兵たちも全軍退却。演習通りだ。散開し、本拠地を突き止められないよう分散して退け。暗号で合図するまで再集結は禁止とする」

　素早く『逃げ』の判断ができる者こそ名指揮官──この世界の高名な軍人が、俺おれをそう褒ほめていたそうだ。

　今回も迅速な判断だったと自負しているが、しかし、それでもまだ遅かったらしい。走る馬車から後ろを見れば、さすがはチート転生のカンスト勇者。我が軍の兵たちを千切っては投げ千切っては投げ。

　勇者は無人の野を行くかのように、聖騎士やワイバーンを蹴け散ちらしていた。
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　疾走する馬車に揺られながら、俺はあの勇者のステータス画面を思い返す。

〝補足欄〟を見る限り、ユズに引き続き、またトラックに轢ひかれて来た勇者だ。交通事故で来る勇者はやたら多い。

「どうしてトラックで異世界なんだろうな？　まさか女神のやつ、トラックの車種いすゞエルフに引っかけてなにか面白いこと言うつもりか？」

　俺の軽口に返事はなかった。ガタガタと激しく揺れて声などロクに聞こえないし、そもそもそれほど面白い冗談でもない。

　それと、あの勇者はニートだった。

　不思議なことにニートや無職の勇者はトラック以上に数が多い。《地球スフイア》の社会問題は深刻だ。

　あの勇者マサキは、そんな『よくいるタイプの異世界勇者』ではあったが──しかし、強烈な個性を一つ持っていた。それは、ただ『強い』ということ。

　この一点だけで、俺たちにとっては面倒臭い敵となる。

　そして、一時間後──。

（……追ってこないか）

　アデルベイン城まで戻った俺は、やれやれ、と軽く息をつく。

　見渡せば、我が軍は既に壊滅状態。

　皆、装備を投げ捨て、散り散りになって逃げてきていた。城門を閉め切った内側で、兵たちは全員グッタリと座り込む。

　その数、わずか二〇〇余名。しかも、ほとんど歩兵ばかりだ。

　この損耗しようもうは、勇者にこの城を突き止められぬよう分散して退却したため。アデルベイン方面に逃げた者たちだけが、俺と共にこの城に帰ることができたというわけだった。

「軍医長、状況は？」

　俺が訊たずねると、品の良い老女エルフが眉を顰ひそめながら報告をする。

「負傷者は多いですが、死者や洒落しやれにならない重傷者は出ておりません。全員、簡単な魔法で治る程度の傷です。あの勇者、いきなり人を殺あやめるほどの野や蛮ばん人ではなかったようで……。とはいえ、すぐ動ける者は一〇〇名程度といったところでしょう」

「少ないな。ラーラはどうした？」

「ラーラ嬢じようには優先して治癒の魔法をかけております。まだ気絶しておりますが、やはり命に別状はないかと」

　さすが、頑がん丈じようにできている。

「ただ、さしものラーラ嬢でも、すぐに〝完全回復〟というわけには……」

「そうか」

　魔法で怪け我がが治っても、ゲームキャラのようにすぐ戦えるようになるわけじゃない。

　普通の日常生活ならともかく（たとえば、ユズは黒焦げから治ってすぐに平気で喋しやべったり歩いたりしていたが）激しい運動や戦闘となれば話は違う。あまり動けば、また傷が開きかねない。いわば『病み上がり』の状態だった。

「さて、と……。どうしたものだろうな」

　メルルヴィアに連絡が取れないのも痛い。

　あいつは魔王だけあって高い戦闘能力を持ち、その気になれば魔族の援軍も動員できる。そんな重要な戦力だった。

（用事とか言っていたが、今ごろなにをしてるんだか……。〝勇者狩り〟に乗り気でないのは知ってるが、自分にも関係のある話だろうに）

　あの勇者の使命は『黒の魔王を倒して世界を平和にする』。なので、ユズと同じくクリアは不可能。

　だが勇者の性格によっては、いくら無駄だと説明しても『一応、試しに魔王を殺してみる』と言って聞かないケースもある。そうなれば面倒なことになるだろう。これまでも何度かあったことだ。

「まあいい。なんにせよ、これはなかなかの無理ゲーだな？　使える戦力は歩兵ばかり一〇〇名で、魔王や魔族の力は使えない。人類諸国からの援軍は……それこそアテにはならないか。会議ばかりで、来るまで半月はかかるだろう」

　なのに、相手はあの勇者マサキ。レベル99のチート転生だ。

「時間があれば、それなりの準備もできるが──」

　しかし、勇者の出現地点が近すぎる。その気になれば城ここまでたったの一時間。このままでは迎え撃つ準備をする暇もない。

　だから、まず俺おれのすべきことは『いかにして時間を稼ぐか』だ。

（もちろん、そのくらいの手は打ってるけどな……）

　相手がチート持ちの場合も想定してないわけじゃない。ちゃんと策は練ってある。

　──と、そんなとき、偵察隊から水晶玉での通信が入った。




「──斥せつ候こう長ちようよりシュウイチ様に報告！　我らを追っていた勇者マサキですが、道中、盗賊に襲われている村娘を助け、近くの村へと送り届けに行きました！」




「だろうな」

　これで、しばらく城には来れないだろう。

「──村に入った勇者マサキは、村人たちの前で油と酢と卵を混ぜた調味料を作り、その後、入れ札で村長を選ぶ仕組みを提唱しています」

　マヨネーズと民主主義だ。不思議なもので、《地球スフイア》の日本から来た異世界勇者は、みんなその二つを《地平シーズベツド》に伝えようとする。

　他には黒色火薬や、キリスト教を真ま似ねした宗教も定番だ。皆、そのあたりを『うろおぼえでも尊敬を集められる知識』と感じるらしい。

　……もしかすると、地球に俺おれの知らない元ネタがあるのかもしれない。漫画か映画かは知らないが、なにか『異世界に行ったらこうしよう』というガイドラインとなる作品が。だとすればマヨネーズやら選挙やらは、その主人公のしていたことに違いない。

「──シュウイチ様、いかがいたしますか？」

「手はず通りだ。村民たちには『普段の訓練と同じくマヨネーズも選挙も知らないフリをして驚け』と伝えておけ。夜まで村に足止めさせろ」

　そう。これは俺の策略。演習通り。

　その村は俺の息のかかった村で、村娘も盗賊もすべて俺の仕込みだった。

『この村は卵と酢と油は豊富なんだけど調味料がイマイチなんだよな』と話していた食堂の客も、『次の村長を決めるために決闘の儀式をしなければ』と悩んでいた通行人も、全て俺の指示でやっていたこと。勇者が現れた際に足止めをするよう、前々から近隣の村に手を回していたのだ。この俺の城主兼英雄としての権力を駆使して。

　無職の勇者は、特にこの策によく引っかかる。人から必要とされることに飢えているからかもしれない。

「──勇者マサキは、村長の息子や商店主といった村の本来の知識層に対して『フフン、そんなことも知らないの？』という厭いや味みな態度を取っております」

「随分と調子に乗るのが早いな？　だが、それもよくあるパターンだ」

　もし『お前、相手が未開なファンタジー人と思って調子に乗っていたようだが、あれは全部仕込みだからな』と教えてやれば、メンタルの弱い勇者なら恥ずかしさで自ら命を絶つかもしれない。──実際、その手で倒した勇者も二人ほどいた。

「シュウイチ、セイカクワルイ！　ゲスヤロウ！」

「ふん。モモコ、それは褒ほめ言葉と受け取っておくぞ。──マーニャ斥せつ候こう長ちよう、お前は手はず通り、村で女奴ど隷れいのフリをして売られていろ。もし勇者に買われたら、そのまま行動を共にして監視するんだ」

「──ご命令のままに」

　これまた、いつもの策略だ。そう低くない確率で、勇者マサキは斥候長を買うだろう。

　異世界勇者というのは、なぜか彼女のような猫耳獣人種の女奴隷を『ひどい待遇で可哀かわい想そうに。助けないと』とか言って購入したがるものだった。

　日本人特有のお人ひと好よし気質と『美少女の奴ど隷れいがほしい』という助スケ平ベ根性が入り交じってのことだと思う。残念だが、とっくに奴隷制なんて廃止済みだ。

　ともあれ、これで時間は稼げた。あとは、こっちの戦力だが──。

「おお、シュウイチ殿！　なんという智ち謀ぼう！　そして、なんというお覚悟！　またも我らのために、自らその手をお汚しになってくださるとは！」

　突如、背後で鼓こ膜まくが破れんばかりの大声。

　振り返ると、そこには女騎士ラーラの姿があった。

「ラーラ、起きたか」

「はっ！　ただ今意識が戻りました！」

　表情こそ明るく晴れていたが、その顔色は青ざめ、足元はふらついていた。一歩歩くごとに、その身はよろりと左右に揺れる。

「このラーラ・ロカ、シュウイチ殿のためにすぐにも戦闘に参加する所存であります！」

「いや、お前が頑がん丈じようなのは知ってるが……」

　軍医長に目をやると、彼女は黙って首を横に振る。やはり無理か。

　とはいえ、ラーラの頑丈さは戦力から外すには惜しい。残った兵たちの中に、レベル99の一撃に耐えられる者が果たして一人でもいるだろうか。

（……この際だ、ラーラも使おう）

　自分で平気と言っているんだ。多少は無理をしてもらう。

　あとは知恵と工夫でカバーする。これは俺おれのモットーでもあり、個人的なキャッチコピーでもあるのだが──こう見えて、噓うそと卑ひ怯きようは嗜たしなむ方だ。

　決戦は、今日の深夜となった。
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　一方、勇者シュウイチの目の届かぬところで──。

「なによ、こんなところに閉じ込めて……」

　アデルベイン城のゲストルームは、貴き人じん牢ろうも兼ねている。

　この《地平シーズベツド》では、大抵の城はそうだった。貴人牢とはその名の通り、王おう侯こう貴族や大商人といった貴人を閉じ込めるための牢ろう獄ごくであり、自由に出入りできない以外は高級ホテルと変わらない。この城の場合、五階建てビルほどの高さがある塔の上にそれがある。

　深夜〇時。そんなゲストルームにユズはいた。豪ごう奢しやだが月灯あかりのみの暗い部屋に。

　彼女が勝手に逃げたり、敵の勇者に味方したりしないように、ということであろう。──と同時に、この城が戦闘に巻き込まれたとき安全な場所にいられるように、という配慮であることもユズは薄々だが察していた。

　ベッドの上には寝巻きが用意されていた。薄い黄色をした膝ひざ丈たけスカートのワンピースで、分類的には『ネグリジェ』ということになるのだろうか。

　ただし色気はなく布も厚めで《地球スフイア》の日本でなら『ややダサめの普段着』と言い張れそうなデザインだ。肌触りはやたらよく、さすがお城の客用だけのことはある。

　だれも見ていないとはいえ、見知らぬ場所で服を脱ぐのは照れと警戒心で躊躇ためらわれたが、ユズは迷った末に寝巻きに着替えることにした。──制服のブラウスとスカートを脱ぎ、下着姿になって頭をワンピースに通した拍子に、ふと窓の外に浮かぶ月が目に入る。

（月が、二つある……。わたし、やっぱり異世界に来たんだな……）

　鉄格子ごしに夜空を見て、改めてそれを実感した。心細くて仕方ない。

　今ごろ家ではどうしているだろうか？　ユズが早くもホームシックにかかりかけていた、そんな折──、

「──……ユズ、私と来る」

　窓の外に、見憶おぼえのある少女が浮かんでいた。

　黒の魔王メルルヴィアだ。ここは塔の上だが、浮遊の魔法が使える彼女には関係ない。そして鉄格子の存在さえも。

「貴方あなたはメルルヴィア……？　来い、ってどこに？」

「……来ればわかる。……連れて行く。シュウイチに頼まれたわけじゃないけど、本当は見てもらいたがっているはずだから」

「……？　よくわからないけど──」

　次の瞬間、寝巻きのユズは黒の魔王と共に、瞬間移動テレポーテーシヨンで別の場所に跳んでいた。

　異世界勇者マサキのいる、城の近くの小さな村。──その上空に。

「きゃあっ！　わわわわわわっ!?　そ、空飛んでる！」

「……ユズ、どうでもいいことで騒がない。それより、下を見る。……これからシュウイチたちが戦う」

「シュウイチが？」

　地上にはシュウイチ指揮下の敗残兵一〇〇名の姿があった。紡ぼう錘すい陣──三角形の陣形を組み、今まさに勇者のいる村に突入しようとしている。

「ほんとだ……。でもね、メルルヴィア、言いたくないけどね、わたしはシュウイチの応援なんかしないわよ。あいつの戦いって正しいことじゃないでしょ。シュウイチが身勝手でやってるだけだし。むしろ相手の勇者の方が正義じゃない？」

「……形だけなら、そう見える。でも、シュウイチの存在はある意味、この世界にとって有益。……少なくとも不利益をもたらすものではない」

「そうなの？」

「……見てればわかる」
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　深夜〇時。戦いは始まった。

　俺おれが率いるのは歩兵を中心とする一〇〇の兵。それに対し、敵はたったの一人だけ。村の中心でかがり火を焚たいて待ち構えていた。

（村の中に陣取るとは、ずいぶん小こ賢ざかしい真ま似ねをするな？　建物を盾にする気か。しかも、わざわざ柵さくまで作って）

　村人は避難済みと聞いてるが、それでも家が壊れたら持ち主が気の毒じゃないか。

（強いんだから、そんな小細工しないでも勝てるだろ……）

　とはいえ、俺には気持ちがわかる。

　これも、いかにも典型的な異世界勇者の行動だ。小細工を弄ろうすることに──それも罪なき村人を巻き込むことに、背筋がゾクゾクするようなロマンを感じているんだ。

　これだから《地球スフイア》人は度どし難がたい。英雄と悪役、両方一度になりたがる。

　──だが、そうはさせない。俺は物陰から指揮を執とる。

「正面から数で押せ。余計な策を使わせるな」

　声を潜ひそめながらの号令で、歩兵の群れはただまっすぐに突撃する。手にした槍やりと盾だけを頼りに。──そんな迫り来る兵たちを、勇者マサキは次々と蹴け散ちらしていった。

　昼間奪った聖騎士用の剣を手に、まるで草でも刈るが如ごとし。さすがはレベル99。兵たちは皆、死んではいないが地に伏したまま動けない。

　しかし、これは計算通りだ。

「よし……。兵が全滅したら、そのタイミングで〝魔王〟の出番だ。ラーラ、台本は憶おぼえたか？　台詞セリフを間違えたりはしないだろうな？」

「はっ！　このラーラ・ロカ、命に代えましても！」

　この作戦で一番不安な部分はここラーラだった。

　アドリブを要する芝居など、この女にできるのか？　そもそも本当に台本を憶えているのか？　台詞はかなり多いのに？

　……とはいえ、他に適任者はいない。レベル99勇者と一対一で対たい峙じするなど、この頑がん丈じような女以外に任せることはできなかった。まさに苦渋の選択だ。

（まだ、少しだけ気になるが……）

　しかし改めてラーラの顔を見れば、〝変装〟用のメイクと衣装でいつもと印象が大きく変わり、どこか妖しくも神々しい姿。今の彼女ならば信じてもいいように思えた。

「ラーラ……お前は学もあり、ステータス的には知能も高い。たしかに性格は愚ぐ直ちよくだが、本当にバカなら剣も魔法も憶えられないはずだ。だから俺はお前を信じる」

「シュウイチ殿、お任せを！　聖騎士の始祖の御み名なにかけて！」

　作戦は第二段階に移る。

（勇者マサキ、お前は強い……。だが、俺にはお前にはない必殺の武器がある）

　情報と経験、そして仲間だ。
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〝カンスト勇者〟マサキは目の前の死し屍し累るい々るいを見て、つい──、

「……思った以上に手ごたえがないな。まあ、最初の村なんてこんなものか」

　と声を漏らす。思い上がった言葉だが、それだけの力があれば正直な感想だろう。

　──そんな彼の前に一つの影が立ちはだかった。




「──そこまでだ、勇者マサキ！　我が配下たる魔王軍の残り全兵力一〇〇名を、よもや全滅させるとは！」




　勇者マサキは、ぽかん、と目を丸くしていた。この表情は、

『えっ、これ魔王軍だったの？　しかも〝残り全兵力〟ってことは今のが最後？』

　という顔に違いない。そんな呆あきれと驚きの中、勇者は剣を構えて訊きき返す──。

「そこの女、何者だ！」

「私か？　フフフ、我こそは……黒の魔王メルルヴィア！　この《地平シーズベツド》の諸悪の根源にして、大地に戦乱をもたらす者なり！」

「えっ……？　えっ、ラスボス……？」

　言いたいことはわかってる。彼もさすがに面と向かっては言わないが、

『えっ、もうラスボス？　スタート地点の村に？　しかも夜だから見えにくいが、急ごしらえっぽい衣装に、棒読みの台詞セリフ、まるで変装のような銀髪のカツラと分厚いメイク。コイツ、本当にラスボスなのか？』

　そう思ってるのが顔に出ていた。

　だが、そんな彼の表情や醸かもし出す空気など一切読むことなく、黒の魔王は銀の髪を振り乱しながら高らかに告げる。

　それは学芸会めいた『元気のよすぎる棒読み』だった。

「かかってくるがいい！　しかし、貴様に私は倒せぬ！　なぜなら、もしも我が肉体を斬り裂けば、この身に封印された厄やく災さいが世に溢れ出すからだ！」

「──っ！　さすがラスボス、急にそれっぽいことを！」

「なので！　あんまり強く斬りすぎず、ソフトタッチで攻撃するがいい！　殺したり大おお怪け我がしたりしない程度に！　痛くせず！　それなら、ちょうどいい塩あん梅ばいに世界を救える！」

「えっ……なにそれ？」

「さあ！　来るがいい異世界勇者よ！」

「あっ、はい……」

　最強レベル99の異世界勇者は、どこか釈しやく然ぜんとしない顔をしながらも、ラスボスである黒の魔王メルルヴィアに斬りかかる。言われた通りにソフトタッチで。

「うわああっ！　やられたっ！　……ガクッ」

　それまで以上に棒読みの悲鳴を上げながら、この世界の脅威である黒の魔王は敗れた。ちなみに倒れた拍子に銀髪のカツラが微妙にズレたので、サッと素早く手で戻した。

「えっ……っ？　なんだこれ？　茶番？」

「い……いや、茶番ではない！　き、貴様はあっけなく私を倒したことに疑問を持っているかもしれないが、それはお前の力が予想以上に強かったからだ！　貴様がレベル99の力を与えられてこの地に来たとき、運命は全て決まっていたのだ！」

「そうか……。強すぎるって意外とつまらないものなんだな」

「うむ、それも私の伝えたかったことの一つだ……。それから、ええと──そう！　本当は倒されるのを望んでいたのだ！　フフ、平和な世界も悪くあるまい……。ガクッ」

「『ガクッ』って二回目言った!?」

　──そして、黒の魔王が倒れた次の瞬間。

　わずか一〇メートルほど離れた地点で突如、白くまばゆい光が立ち昇る。

　これは、勇者が出現する際のあの光──ではなかった。魔法や蠟ろう燭そくで作った光、それと俺おれがさっき作っておいた《扉》の光だ。今まで布や衝つい立たて、光源隠しの魔法などを使って隠しておいた。

　そんな光の中から現れる。

　白き衣に乳白色の髪という、いかにも〝女神〟といった姿の人物が。

「──勇者マサキよ、よくぞ黒の魔王を倒しました」

「今度はだれだ!?」

「我が名は女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌ。《扉》と多元世界を司つかさどる者」

　もちろん、これも変装だ。

　どうせ声だけで姿を見せない女神だ。それっぽい衣装を着てればわかるまい。声だって魔法でエコーをかければ、棒読みの演技といっしょに誤ご魔ま化かせた。さっきの魔王より少しましって程度だけどな。

「あのときの女神様……？」

「そうです。貴方あなたは使命を果たしました。冒険の旅は終わるのです。──そこに《地球スフイア》へと繫つながる〝出口〟があります。そこから故郷にお帰りなさい」

「故郷に……？　地球に帰る……」

　そう。女神の振りをすることで、自主的に《扉》をくぐらせる──これこそが俺の策。

　俺の切り札とも言える計略だった。
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「……シュウイチ、素敵。……さすがの知略。まさしくチョベリグ」

「はあ？　どこが!?」

　戦場の上空で、黒の魔王メルルヴィア（本物）は『ニヤ～』という笑顔を浮かべながらその光景を眺めていた。

　隣に浮かんでいたユズは、表情の乏とぼしいこの魔王が笑うところを初めて見た気がする。

「なにが素敵なのか、わたしにはサッパリだけど……ていうか、なに、この作戦!?　メルルヴィア、あの二人ってだれよ？　裏声やエコーでわかりにくいけど、もしかして──」

「……もちろんシュウイチとバカ女騎士ラーラ」

「やっぱり！」

（そんな気はしてたのよね。ニセ魔王がラーラで、ニセ女神がシュウイチか……。あの男、女装してまでこんなセコい手を！）

　話を聞いて、ユズはますます呆あきれ顔になる。

「……シュウイチは、難しいことや危険なことは、決して他人に任せない。……大事なことは自分でやる」

「他人のこと信用してなさそうだもんね。──あれっ、なにか揉もめてない？」
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　俺おれの見たところ勇者マサキは、女神のあまりに唐突な登場の仕方に『もしや偽者では』と疑っている様子だったが（実際、偽者ではあったのだが）──、

「帰るのです、勇者マサキ──いえ、《地球スフイア》人、嶋しま田だ正まさ樹きよ。貴方あなたの家族……母のユミコや弟のカズキが待っていますよ」

「──っ！　どうして家族の名前を!?」

　信じさせるのは、そう難しくない。

「なにせ女神ですから。ここ何年も不仲だったようですが、お母さんのユミコは病院で貴方の意識が戻るのをずっと待っています。得意料理のカレーの味が懐かしいでしょう？　貴方は決して一人ではありません。貴方を待つ者は《扉》の向こうにこそいるのです」

「母さん……」

　彼は家族の名を出された狼ろう狽ばいもあって、『そこまで知っているなら本物だろう』と疑いを解いたようだった。この手で信じなかった勇者は今までいない。

「──アタシノ手柄！　アタシノ手柄！」

　シッ、モモコ静かに。だが、そうだ。お前の手柄だ。家族の名前を知っているのは、ステータス画面の『もっと知りたいですか　Ｙ／Ｎ』でＹイエスを選んで調べたからだ。

「さあ、マサキよ、この《扉》に入りなさい……。早く」

「ですが、私は……」

　異世界勇者は普通、もとの世界に帰ることを望むものだ。

　ユズがいい例だ。さっきも俺が退却直後で疲れてたのに『《扉》を開けて家に帰せ』としつこく迫ってきた。邪魔だったので貴人牢ゲストルームに押し込めたが、とはいえ、あれが普通の反応。家族や友人のいる故郷を捨てるのは、相当な覚悟を要する。

　しかし、なにごとにも例外はあった。たとえば──《地球スフイア》の社会に絶望した者。

　そう。この勇者マサキのようにだ。

「い、いや……やっぱり嫌だ！　俺おれは地球には帰らない！『履歴書の空白期間はなにをしてたんです？』と圧迫面接を仕掛けてくる企業の面接官も、もと不良のくせにちゃんと就職して結婚してる同級生もいないこの世界で、勇者として暮らすんだ！『仕事がないならウチの工こう場ばで働くか？』と親戚のおじさんに言われないファンタジー世界で！」

　ほら、これだ。平気でこういうことを言う。

　近頃は、この手の『帰宅拒否勇者』が増えていた。俺が気絶させてから《扉》に放ほうり込もうとしていたのもこれが理由だ。その方がだんぜん手っ取り早い。

「マサキよ……そう言わず、帰ってはいかがです？」

「嫌です、あんなところ！　それに、まだこの世界を救い終わってない！　この世界にはマヨネーズも民主主義も火薬もない！　まだまだ野や蛮ばんな遅れた世界だ！　……そうだ、俺のリュックのノートパソコンに、興味本位でダウンロードした手作り拳銃の設計図が入ってる！　この世界を大きく変えられるぞ！　俺がいれば《地平シーズベツド》は理想の世界になる！　地球みたいに文明化できるんだ！」

「《地球スフイア》のように……？」

「そうだ！」

　彼の申し出には多少魅力的な部分もあったが──しかし、受ける気はない。それに、申し出の内容も想定済みだ。どう答えるかも決めてある。

　全ては、俺の読み通りだ。

「勇者マサキよ……貴方あなたは《地球スフイア》が平和な理想世界だと言うのですか？《地平シーズベツド》が自らの力で成長し、いつかたどり着くであろう姿よりも素晴らしい世界であると？　貴方の帰りたがらない、あの世界が」

「……っ！　それは──」

　勇者マサキは打ちひしがれ、がくりと地面に膝をつく。

　これで、チェックメイトだ。

　この手の議論は大の得意だ。幼いころから親や教師に『お前はいつも理屈ばっかり』『そうやって口先だけで一生乗り切る気でいるのか？』『この子はヘビみたいな目をした子だよ』と言われ続けてきたこの俺に、言い負かせられない相手などいない。

　どれほど信じていない理屈でも、押し通せる自信が俺にはあった。

「お聞きなさい……。貴方をこのまま留とどまらせれば、いずれはこの世界にも《地球スフイア》同様の戦乱や腐敗、それに貴方の嫌っていた就職難やニート問題が生まれることになるでしょう。それが貴方の望みですか？　そんな世界に生きたいのですか？」

「い……いえ……。私は、そんな──」

「尊き者よ、貴方の冒険はこの世界に大きな救いをもたらしました。黒の魔王を倒し、そして文明のヒントを与えた……。皆、心から感謝することでしょう。ですが、あとはこの世界の人々の〝未来〟です。自らの〝責任〟で道を選び、自らの足で歩いていかねば」

「未来……責任……」

「そう。そして、それは貴方あなたもです。貴方の冒険は、まだ始まったばかり──いいえ、これから始まるのです！　貴方の生まれた、あの《地球スフイア》で！」

「女神様……!!」

　勇者マサキは女神の言葉に感動して打ち震えながら、俺おれの作った〝出口〟に入る。

　瞳ひとみはきらりと光っていたが、これは涙だけでなく決意の輝きによるものだろう。顔つきも戦闘中よりずっと凛り々りしい。──その眩まぶしさを、俺は『羨ましい』とさえ感じていた。

「さあ、帰るのです。戻るべき《地球スフイア》の光景を思い浮かべて。──生きて帰れることを幸運に思いなさい。もしも肉体が完全に死んだ状態ならば、戻っても再び死者となるだけですから……」

　勇者が光の中に入ると、《扉》は瞬間、その輝きをいっそう激しいものにする。まるで雷が落ちたか、なにかの爆発でも起こったみたいに。俺は思わず目を閉じる。

　再びまぶたを開いたとき、マサキの姿は消えていた。しばらくすると《扉》も消える。

　これにて〝勇者狩り〟は完了。ミッションクリアだ。
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「なに、今の!?」

　ユズは呆あきれるあまり、思わず声を上げていた。

　よく『怒りを通り越して呆れてしまう』などと言うが、その呆れを通り越すともう一周して怒りの大声を出してしまうものらしい。自分でも初めて知った。

「あいつの話って、全部噓うそっていうか詭き弁べんじゃない！　メルルヴィア、あんた言ってたわよね？『シュウイチの行動は、ある意味この世界にとって有益』って。もしかして、さっきの話のことなの？」

「……そう」

　あのニセ女神は言っていた。『あとはこの世界の人々の〝仕事〟です。自らの〝責任〟で道を選び、自らの足で歩いていかねば』。

　だから《地平シーズベツド》にはもう勇者は不要なのだと。

　これはシュウイチが勇者狩りをする大義名分でもあるのだろう。だが──。

「あいつ、絶対適当言ってるだけよ？　あいつはそんな立派なやつじゃないし、むしろ、ただの嫌なやつよ。だって……怪け我がしてたラーラを魔王に変装させて、あんな強い勇者と戦わせるなんて！　仲間にそんな危険なことさせる人が、世界のことなんて本気で考えてるはずないでしょ？」

　ラーラが『病み上がり』の状態だという話は、メルルヴィアから聞いていた。

　そんな体で〝カンスト勇者〟と戦えば、ラーラは死んでいたかもしれない。このように非情な男を、どうして信用できるだろう。

「そういう優しくないやつの話なんて、絶対信用しちゃ駄目よ！」

「……かもしれない。というか、たぶんそう。……でも、噓うその理屈でも筋は通っている。この世界の役には立つはず。だから私は『世界の半分を治める者』としてシュウイチを信じる。……それと、ユズは一つ大きな勘違いをしている」

「勘違い？　なによ？」

　メルルヴィアは、なぜか『ふふん』と得意げな顔をする。これはきっと『やはりユズは気づいてなかったか』『シュウイチの良さを理解できるのは自分だけ』という顔だ。

「……シュウイチはセコくて小ずるくて身勝手なクズ男──でも、難しいことや危険なことは絶対に自分でやる。……怪け我が人にんに危険な役を任せたりしない」

「どういうこと？」

「……あれを見る」

　言われるままに地上を見れば、ちょうど女神と魔王が、ふう、と息を吐きつつそれぞれカツラを取っていた。

　シュウイチが魔王の銀髪を。

　ラーラが女神の白髪を。

「──これにて作戦の終了を宣言する。ラーラ、女神役ご苦労だった。思ったよりずっと芸達者だったぞ」

「──はっ！　お褒ほめに預かり光栄の至り！　シュウイチ殿の台本、このラーラ・ロカ感服いたしました！　まさか、これほど完璧に勇者の台詞セリフを予測しておられたとは！」

　上空でユズは、あっと息を吞のむ。

「魔王の方がシュウイチ!?　勇者に斬られて死んだフリをする魔王役が？」

「……そう。……他人を信用していないから、こういう責任感だけは強い」

　彼は身勝手だが、必要とあらば他人ではなく自分を危険に晒さらせる男だった。

　事実、肩から袈け裟さ懸がけに、勇者に斬られた刀とう傷しようができている。優しく斬ったので浅くはあったが、それでも皮ひ膚ふは裂けて血が流れ、治癒魔法士たちが慌てて傷を再生していた。

「……いわゆる叙じよ述じゆつトリック。新本格で超スゴイ」

「叙述トリックってのは意味が違う気もするけど……でも、驚きはしたわ。ふうん……」

　さすがにユズも、少しだけ彼のことを見直した。

「……それに、そこまで優しくないわけでもない。……ユズを《地球スフイア》に帰さない理由も──」

「うん……。それは聞こえてた……」

　シュウイチは言っていた。もしも肉体が完全に死んだ状態ならば、戻っても再び死者となるだけだと。

《地球スフイア》に生きた体が残ってなければ、戻ってもただ死ぬだけ。──そう、たとえばユズのように。

「つまりシュウイチは、わたしを守るために地球に帰さないようにしてたってこと？　理由を言わなかったのも、わたしにショックを与えないため？」

「……たぶん、そう。……ただ、もしかすると本当に『若い女だから』というだけかもしれない。一人でいるところを隠れて覗のぞいていたら『ジョシコーセーが来た、ヒャッホオオオオッ！』と小躍りしていた」

「じゃあ、若い女だからじゃん！　というか、あいつ小躍りして『ヒャッホー』とか言うんだ!?」

　せっかく感心しかけていたのに、ユズはまた呆あきれて『はあ～』と大きな溜ため息いきをつく。

　ただ、そうはいっても、シュウイチの判断が彼女を生き永らえさせていたのは紛まぎれもない事実だった。

（そうなんだ……。あいつが、わたしの命を……）

　また少し、ユズの彼を見る目が変わった。

「……ユズ、好きになるのは禁止。……あれは私の」

「わ……わたしは別に、あんなのなんて！　でも──メルルヴィアは好きなんでしょ？　だったら、なんで助けてあげないの？　協力してあげればよかったのに」

　黒の魔王メルルヴィア（本物）の顔は、ユズの言葉の『あんなの』で一いつ旦たんプクーと膨れ、次に『好きなんでしょ』でカーッと真っ赤になったが──数秒して、また普段の眠たげな表情に戻ってから、やっと返事をする。

「……今回の勇者は、私の命を狙うかもしれなかったから」

「どういうこと？　だったら、ますます協力するべきじゃない？」

「……違う。ロクな助けもなく、絶望的な状況で、それでも必死な顔をして、ときには死の危険まで冒しながら、『私のために』苦労する。……そんなシュウイチの姿を見るのは、ものすごく、ものすごく──」

　そしてメルルヴィアは、滅めつ多たなことでは見せない『ニタッ』という薄気味の悪い笑みを浮かべつつ──こう続けた。

「……ゾクゾクする。……超楽しい」

「変態だ!?」
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（──痛い！　斬られた傷が痛い！　緊張が緩んだら急に痛くなってきた！）

　俺おれも最近は偉くなっていたから、こうして自ら怪け我がをするのは久しぶりだ。傷は深くないらしいが、それでも血が溢れ出る。

　さすがはレベル99、あんなソフトな斬り方でこれほどの痛みを与えるとは。──それともレベル99の凄すご腕うでだからこの程度で済んだのであって、下へ手た糞くその一撃なら真っ二つになって死んでたのだろうか？

　治癒魔法士たちが俺おれの治療をしてくれている中、

「シュウイチ殿！　このラーラ・ロカ、その智ち謀ぼうに感服いたしました！　まさに鬼き謀ぼう！　神の智ち慧え！」

　やかましいのが耳元で騒いでいた。さてはラーラ、自分が頑がん丈じようだから他人の痛みに鈍感なんだな？

「しかも、本来私がすべき危険な役目を自ら買って出るとは……!!　兵たちの中には『やっぱり今回の作戦も卑ひ怯きようじゃないか？』などと言う者もおりますが、この私にだけはシュウイチ殿の凄すごさがわかります！」

「そうか……。悪いがしばらく静かにしてくれ」

（しかし、まあ……今回はラーラのおかげで助かった。あのゴチャゴチャした台本を憶おぼえてくれたし、演技も思ったより悪くなかったからな）

　その意味では、今回の最優秀功労者だ。

　実は、もともとは俺が女神役、ラーラが魔王役をする予定だったのだが、俺の女神姿があまりにも似合わなかったため急きゆう遽きよ交代となってしまった。やはりユズの言う通り、俺の目つきはヒネているらしい。女神役には説得力が無さ過ぎる。

　おかげで急遽、ラーラ用にアドリブの質疑応答例までついたやたら細かい台本を作る羽目になり、おまけに俺は斬られてこのザマだ。

　もう少し女神顔をしていれば、余計な負傷をしなくて済んだのに。俺がそんなことを考えていると──、

「……シュウイチ、見ていた。……とてもよかった」

「わたしも見てたわ。なんていうか、ひどい勝ち方とは思うけど……でも、お疲れ様。勝ってよかったわね。あっ、でも勘違いしないでよ！　あんたのこと応援してたわけじゃないんだから！」

　上空から、メルルヴィア（本物）とユズが降りてきた。

　妙な取り合わせだ。しかもユズは寝巻き姿の上に、なぜか顔を真っ赤にさせながら漫画のツンデレキャラみたいな台詞セリフを口にしていた。いったい、どういう状況なんだ？

「あの……それとね、シュウイチ！　わたし、アンタのお城で厄介になることに決めたから！　で……でも、勘違いしないでよ!?　別にハーレム要員とか、そういうんじゃないからね！　ただの居い候そうろうなんだから！　勘違いするんじゃないわよ！」

「そうか……。よくわからないが歓迎するぞ」

　こうして俺はまた一人異世界勇者を退治し、さらには女勇者ユズを新たな仲間として迎えることになった。

　しかし、戦いは終わらない。──俺の既得権益は、まだこれからだ。













　アデルベイン城──白い石壁に青屋根の尖せん塔とうという某有名遊園地のあれによく似たこの城は、人間ヒユーム種の都市アデルベイン市を囲む城じよう塞さいであり、一つの独立した〝都市国家くに〟でもあった。

　この地は、魔族との戦争においては最前線近くにある戦略上の超要よう衝しようとなる。諸国の王たちが俺おれを〝客王〟に任じたのは、この危険地帯の番犬にするためだったんだろう。

　だが、黒の魔王メルルヴイアの脅威が消えた今、アデルベインはそのまま実入りのいい交易拠点と化していた。皆、今ごろは歯は嚙がみしてるに違いない。

　また余談だが、この都市の地下には大聖堂跡イースと呼ばれる古代の宗教遺跡が埋まっていた。──これがラーラたち〝イース聖堂騎士団〟の名の由来だ。







　ところで、そのラーラだが──。

「あ、あの……シュウイチ殿、おはようございます！」












　ユズが来て三日目の朝、聖騎士長にして巨乳の女騎士ラーラ・ロカは、なんと……いわゆる『ビキニアーマー』姿で俺おれの前に現れた。

「ラーラ……？　その鎧よろいはどうした？」

　このところ露出度が上がっているとは思っていたが、とうとうこんな姿になったか。

　しかも、よほど恥ずかしいのか顔は耳や首まで真っ赤になり、目もすっかり涙目。ずっともじもじ身をよじっている。すこぶるエロスだ。

「お前、さすがにそれは……」

「い……いえ、違うのです！　これは、その……騎士団の部下たちが『もう、この際です。これしかありません』と薦すすめるもので…………じゃなかった！　今のは間違いです！　これは魔法加工を施した最強の鎧！　このデザインも必然性があってのものなのです！」

「そうなのか？」

「はっ！　このラーラ・ロカ、噓うそ偽りは申しません！　ユズが来たことなど少しも関係ないのです！」

「そうか」

　よくわからないが、本人が言うならそうなのだろう。許可しよう。

　それと騎士団の部下たちには特別ボーナスと休暇を与える。なんというか、よくやった。
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「ねえシュウイチ、そろそろ制服以外の服も着たいんだけど？」

　ユズが城に来てから三日目のこと。

　城の広間での昼食の最中、彼女に突然そう切り出され、俺は驚きを隠せなかった。

「なんだと……？　イメチェンか？　よく似合っているのにもったいない」

「違ちげぇわよ！　あのね、わたしは居い候そうろうの身だし、贅ぜい沢たく言うのは気が引けるけど──でも、こないだアンタが『必要なものがあればなんでも言え』って言ってたからお言葉に甘えさせてもらうわ。わたし、こっちの世界に来てから、寝るとき以外ずっと高校の制服のままなのよ？　そろそろ別の服も着たいの」

「寝てる間に洗濯させても嫌なのか？　今、仕立て屋に予備の制服を量産させている。もう少しだけ待ってくれ」

　もちろん下着や靴下も。それと登校中に転位したので通学カバンとサブバッグを手にしていたのだが、サブバッグの方に入っていた体操着とジャージ、部活用の衣装も量産中だ。

　工房からは『ブラジャーを再現するのに手間取っている』との報告があったが、超一流の魔法学者を招しよう聘へいして構造解析をさせているので、これも時間の問題だろう。

「だから、そうじゃなくて！　なんで制服を量産!?　どうして制服ばっかり着せたがるわけ？　──ううん、本当は理由わかってるけど。どうせ、あんたが女子高生と制服デートしたいからなんでしょ？」

　急にジト目で人聞きの悪いことを。まるで俺おれがＪＫフェチであるかのような物言いだ。──いや、もちろん違うとは言わないし、決して嫌いなわけでもないが。

「とにかく服の件は頼んだわよ。あとね、ええと……これはもっと言うのに気が引けることなんだけど、その──」

　今、この広間で食事をしているのは俺とユズの二人だけ。

　とはいえ、さすがに王おれやその客人ユズの昼食ともなると、部屋に二人きりというわけにはいかない。俺たちの周りにはコックや小間使いメイド、それに衛えい兵へいたちが大勢ずらりと控えていた。

　そんな周囲に気を遣ってか、ユズはわざわざ席を立ち、俺の傍そばまで駆け寄ってから耳元でそっと囁ささやく──。

「……ここのご飯だけど、その──なんというか、ちょっと……」

「──？　舌に合わないか？」

　今日のメニューは豆と野菜のスープに塩漬けの羊肉を焼いたもの、それとクレープに似た平べったいパン。塩漬け肉は羊特有のクセがあるものの、お歳せい暮ぼで貰もらうハムと同じ系統の味がする。おおよそハムステーキと考えていい。

　別段、粗末だとは思わないが、昨夜に比べれば質素ではある。昨日の夜はユズの歓迎祝いで子豚を一頭丸焼きにした。

「さすがに毎食、あんなご馳ち走そうは無理だ。俺はアデルベイン市の統治権と徴税権を託されてるが、だからといって無限に金があるわけじゃない。税金だから領民の目もある」

　それに我が軍の主戦力は、ラーラ率いる聖堂騎士団の聖騎士たち。あの連中は質しつ実じつ剛ごう健けんをモットーとしているから、贅ぜい沢たくや無駄遣いにはうるさかった。

「へえ？　あんたも一応、領民や部下の目なんて気にするんだ？　意外だわ。──けど、そういうことじゃないの。贅沢がしたいんじゃなくて、その、味が……。不ま味ずいとは言わないけど、でも日本と違うから食べ慣れなくて……」

　なるほど、そういうことか。

「すぐ慣れる。むしろ味自体は日本より上のはずだぞ。薄味で『素材の味を活かす系』というやつだ。科学文明のない中世風世界ならではの味──合成調味料も保存料なく、化学肥料や配合飼料さえ使っていない。野菜からは土の風味がし、肉にも力強い野生が感じられる。《地球スフイア》では味わえない本物の料理だ」

「うん……。それはまあ、そうかもね。でも、わたしは──」

　俺たちが豆スープを木の匙さじで掬すくいながら、そんな話をしていると──、

「シュウイチ殿に報告！　水晶魔法士たちが新たな勇者の出現を予知いたしました！」

　そう言って入ってきたのは、巨乳でビキニアーマーの女騎士ラーラだった。

「勇者だと？　場所と日時は？」

「はっ、いずれも不明！　ただ、本日より最低一ヶ月の隔へだたりはあるとのこと！」

　つまりは一ヶ月以上先ということか。急いで報告しに来たラーラには悪いが、まだ慌てなくても大丈夫だ。

「わかった。引き続き、場所と時間の特定をさせろ。──それとラーラ、せっかくだ。お前も食事をしていくか？」

「い……いえ、その──本日は昼食を抜いていまして……」

「昼食抜き？　ダイエットでもしてるのか？」

「いえ、実は今夜、街で食事をする予定なのです。そのために腹を減らしておこうと……。ああっ！　このラーラ・ロカ、シュウイチ殿のお誘いを断らねばならぬとは無念の極み！　しかし、今夜は〝あの店〟で食べるとずっと前から決めていて、頭も胃袋もすっかりその気分になっているのです！　──いや待て、この機会にシュウイチ殿を誘ってみるか……!?　夜、酒も出る店で二人きり……しかも、こんな鎧よろいで！　い……いや、聖騎士たる私が、はしたない！」

「──？　後半はよく聞き取れなかったが、お前が街で食事とは珍しいな」

　しかも他の者ならいざ知らず、聖騎士の中でも特に質しつ実じつ剛ごう健けんを信条とするこのラーラが、食事にこれほどの執着を見せるとは。

　もう長いつき合いなのに、意外な一面を知った気がする。

「そんなにいい店がアデルベインにあったのか。どんな店だ？」

「はっ！　私も最近知った店なのですが──皆が〝イザカヤ〟と呼ぶ店です！」

　……居酒屋？
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　夜七時のアデルベイン市街──。俺おれとラーラ、それにユズの三人は、揃そろいのフードつきマントという『おしのび』用の姿でその店に向かっていた。

「ねえシュウイチ、わたし一緒に来てよかったわけ？」

「もちろんだ。この機会に、おユ前ズもこの世界の食事に慣れるといい」

「それはいいけど……。ごめんねラーラ、本当はシュウイチと二人がよかったんじゃ？」

「な……っ！　ゆ、ユズよ、なにを言っているのだ!?　このラーラ・ロカ、シュウイチ殿と二人きりで夜の街を歩きたいなどと思っていない！　決して思ってなどいない！」

　今の会話の意味はよくわからなかったが、ラーラが違うと言っているから気にしなくていいのだろう。──二人はなおも声を潜ひそめて話を続ける。

「……ユズよ、気を遣ってくれるのはありがたいが──ならば、なぜ来た!?　来なければよいだけであろう！」

「……はああ!?　アンタも見てたでしょ!?　シュウイチが無理やり連れて来たのよ！　だいたいなによ、無駄にエロい鎧よろい着て！」

　微妙にギスギスしている気もするが、これも俺おれの気のせいだと信じたい。







　やがて俺たちは、街はずれにある一軒の店にたどりつく。

「シュウイチ殿、こちらです」

「ここか？　……って、おい、これ──!!」

　俺とユズは、ぽかんと二人そろって呆あつ気けに取られる。そこには──、




『──居酒屋ぼぶ』




《地球スフイア》の日本語で、そう書かれていた。

　それも赤い提ちよう灯ちんに筆文字で。

「おいラーラ、この店は……」

「いかがです、珍しい店構えでしょう？　さ、シュウイチ殿、お入りください」

　言われるままに店内へ入ると、そこは……思った以上に居酒屋だった。

　いや、俺は未成年だから、そんなに居酒屋の内装に詳しいわけじゃない。しかし長いカウンターテーブルに、壁一面に貼られたメニュー、微妙に歪ゆがんだ金属製の灰皿、ホッピーやハイボールのポスター。どれもテレビなどで見る居酒屋のイメージそのものだ。

　それと、店内には作さ務む衣え姿の若い女店員がいたが、

「予約したラーラ・ロカ聖騎士長だが、三名に増えても問題ないか？」

「ハイ、三名様よろこんでー」

　この返事も居酒屋だった。というか、ここってもしかしてチェーン系なのか？

（あの店員、髪と三角巾で隠してるが、よく見ると耳が尖とがってるな？）

　エルフ種──いや、少し違うな。メルルヴィアと同じく魔族の一種か、あるいは精霊かなにかかもしれない。

　そんなファンタジー美少女が作務衣に三角巾という店員姿をしているのには多少シュールさを感じるが、まぶしい笑顔でてきぱきと働くその姿はまさしく居酒屋の看板娘だ。微笑ほほえましい。この子のおかげか店内は意外と繁はん盛じようしており、席の三分の二ほどは既に客で埋まっていた。

「ちょっと、シュウイチ！　ちょっと！」

「どうしたユズ？」

「気づかないの？　ほら、天井！　蛍けい光こう灯とうが点ついてる！」

　見上げてみれば本当だ。蠟ろう燭そくやランプではない。酒を出す店だけあって意図的に薄暗くはしていたものの、たしかに蛍光灯が輝いていた。──ここはファンタジー世界なのに。

「電気だと……？　どういうことだ？」

「ね？　やっぱりおかしいわよね？」

　しかも、カウンターの内側には冷蔵庫や電子レンジ、ガスコンロもある。どれもこの世界のものとは思えず、また電気やガスが通ってなければ使えないだろう。

（なにからなにまで日本の店そのままだ……。この店、やはり──）

　一方ラーラは、カウンターの席に着くなり件くだんの店員を呼んで注文する。

「女じよ給きゆうよ、ナマチューを三つ」

「ハイ、よろこんでー。こちらナマ三つです」

「うむ、ヨロコンデー。──シュウイチ殿、お飲みください。これはナマチューと呼ばれるもので、《地平シーズベツド》のビールエールに似た酒です。まずは私から一杯……」

　目下の者から先に飲むのは、この世界の基本マナーだ。もとは毒殺対策なんだろう。忠誠心篤あつき女騎士は、ジョッキの中身をゴキュッゴキュッと一気に飲み干す。

「プハー、なんという冷え具合！　そして、この爽やかなのど越し！　この店で教わった言い回しではありますが、まさしく『コノイッパイノタメニイキテル』です！　店主の故郷での酒の褒ほめ方だそうですが！」

　やっぱり、ここ日本の店だろ!?　今のラーラの発言で確信した。

　この店は《地球スフイア》の異世界勇者が作った店──いや、持ち込んだ店だ。

　ユズが制服やカバンを持ち込めたように、勇者はその持ち物と一緒に転移して来る場合がある。店一軒丸ごとというのは珍しいが、決してあり得ない話ではなかった。

　しかし、電気やガスまでなんて……。どんな仕組みになってるんだ？

「さ、シュウイチ殿も飲んで！　実はこの酒、ビールとは別物なのです。ビールと違って麦芽を原料としていません。ですが、だからこそ、この爽やかな味！　麦の臭みや苦味がなく、言うなれば端たん麗れいそのもの！　なんたる工夫！」

　お前ラーラの説明通りとすれば、これは発泡酒──いや、いわゆる『第三のビール』だ。普通のビールより安物だ。

　それとラーラが流れるように注文したので、突っ込み損ねた点がある。

「ちょっとラーラ、お酒なんか飲んで！　シュウイチと同じ一七歳じゃなかったの？」

　ユズが代わりに言ってくれた。そう、その点だ。

「む？　ユズよ、どういう意味だ？　たしかに私は一七歳だが、それが酒とどう関係がある？」

　……まあ、そうだな。そういえばそうだった。二〇歳未満が飲酒禁止というのは《地球スフイア》の日本の法律だ。剣と魔法の《地平シーズベツド》では関係ない。

「いいからユズ、貴様も飲め。シュウイチ殿と酒を酌くみ交かわしたいのはもちろんだが、貴様とも一度こうして話をせねばと思っていたのだ。無論、シュウイチ殿のことでな！」

「あんた、もしかしてもう酔ってんの？」

　例の店員が料理を持ってきたのは、そんな話の最中だった。

「すいません、こちらを出し忘れておりました。本日のお通しです」

「おお、この料理は前も見たぞ！　シュウイチ殿、ご覧ください。この白い四角はトーフというのですが、単体ではほとんど味はありませぬ。しかしショウガという植物の根をすりおろし、さらには、そこにある黒い液体ショーユをかけることで……」

　いや、冷ひや奴やつこくらい知っている。《地球スフイア》ではありきたりで手抜きメニューとも言える料理だったが、しかし──、

「醬しよう油ゆだと!?　この店には醬油があるのか！」

　俺おれの心を摑つかんだのは、その黒い液体だった。
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（そうか……考えてみれば当然か。日本の居酒屋なんだからな）

　カウンターの上をよく見れば、あの見覚えのある容器があった。俺は猛烈な勢いでその小こ瓶びんに手を伸ばすと、たっぷりと豆腐にかけ、そのまま勢い良く箸はしで搔かき込む。

「本物の醬油だ！　それも特選丸まる大だい豆ず醬油！　美う味まい！　しょっぱい！　最高！」

「シュウイチ殿？　食事でそのように興奮なさるとは、なんとも意外な……。このラーラ・ロカ、シュウイチ殿の隠れた一面を見た思いです」

　今日のお前には言われたくないが、しかし言い返している間も惜しい。俺は飢えた野獣のように冷奴を貪むさぼり喰くらう。──ちなみに、横ではユズも全く同じ動作をしていた。

「ああ、お醬油……なんて懐かしい味！　この世界に足りなかったのはこの味だったのね。海外旅行に行くと無性に和食が食べたくなるっていうけど、日本人としての本能が醬油を必要としてたんだわ」

「お前なんて、来てまだ三日目だろ。俺がどれだけ我慢してたと思ってる？　……それと、この美味さは醬油だけじゃない。豆腐にあるものがかけてある」

「なによ食通ぶって？　生姜しようがだけじゃないの？」

「違う。家の食事でこれをする習慣がなかった人間にはわかるまい。この豆腐にかかっているのは…………化学調味料だ」

「はあ？　なによ、その逆グルメ!?」

「手抜きの主婦や安い飲食店は、なんにでもこれをかけるんだ。豆腐にもお茶にも白米にも。だが、だからこその深い旨うま味み。科学文明の美び味みと言える。──これに比べれば、こっちの料理なんて糞クソ。なんの味付けもしてない薄味の糞だ」

「あんた、城では素材の味がどうとか言ってなかった？　ええと、たしか『合成調味料も保存料なく、化学肥料や配合飼料さえ使っていない。野菜からは土の風味がし、肉にも力強い野生が感じられる。《地球スフイア》では味わえない本物の料理だ』だっけ？」

「あんなの噓うそに決まってるだろ！　そう思わないとやってられるか！」

「あ、やっぱり」

　これこそが故郷の味だ。気がつけば、涙が頰ほおを伝っていた。と、そんなとき──。




「──お客様、当店の責任者であるナカムラがご挨あい拶さつをしたいと申しております」




　先ほどの耳の尖とがった女店員に手を引かれ、板前姿の男が調理場の奥から現れる。

　それは年のころは三〇代中盤、落ち着いた雰囲気をした──いや、むしろ陰いん鬱うつで無ぶ愛あい想そうとさえ言ってもいい、そんないかにもな『昔かたぎの職人』だった。

「大将、ほらご挨拶！　こちらの人たち、すごく喜んでくださってるんですよ！」

「ああ、うん……。お客様、料理はお気に召されましたか？　──そちらの女性騎士さんは、先週も来てくださった方ですね」

「おお、ナカムラ閣かつ下か！　このラーラ・ロカのことを憶おぼえておいででしたか！　──シュウイチ殿、こちらは店主殿です。推測ですが、女じよ給きゆうに『大将』と呼ばれていることからして、もとは位の高い武人ではないかと」

　違うぞ。この『大将』は軍の階級とは関係ない。

　階級はむしろ『店長』だ。胸の名札に、そう書いてある。

『──大衆居酒屋ぼぶ市役所前店　中なか村むらはじめ（店長）』と。

　この男、やはり日本人。《地球スフイア》からの異世界勇者だ。







　俺おれたちが話を訊きくと、口下手なナカムラ氏に代わって、例の女店員がいろいろ説明してくれた。

　彼ナカムラは日本の居酒屋の店長だったが、一ヶ月前、一人で掃除をしていたところを突然謎の光に包まれ、気がつけば店ごと《地平シーズベツド》に来ていたそうだ。

《地球スフイア》には帰ることも連絡を取ることもできなかったが、なぜか電気やガス、水道はそのまま使え、それどころか酒や食材も普段と変わらず業者から納入されてくるため、そのまま営業を続けているのだとか。立地条件があまり良くないので最初は苦戦していたが、最近では常連客も増え、やっと商売が軌道に乗ってきたらしい。

　また、女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌの使命は受けていないと言っていた。これはさほど珍しくない。異世界勇者の全員が女神と会っているわけでもなかった。

「ちなみに私は店員のでぃらんと言います。今後ともご贔ひい屓きに」

　現地雇用というわけか。ぼぶの店員をするためにつけられたような名前の子だ。

　だが、まあいい。相手の正体を知ったからには、することはただ一つだけ。

　俺は〝勇者狩り〟として、勇者ナカムラにこう言ってやる──。

「冷ひや奴やつこおかわり！　あと焼き鳥盛り合わせを全部タレで！　それからハンバーグに唐揚げにコロッケ、お茶漬けと味み噌そ汁しるも！」

　食べながら、涙がとめどなく流れ続けた。《地平シーズベツド》に来て以来、初めての醬しよう油ゆに初めての化学調味料、初めての揚げもの、初めての米と味噌汁だ。どうして泣かずにいられるだろう。

　しかも、さすがは居酒屋。『居酒屋メニュー』という言葉もある通り、どの料理も味が濃い。これこそ俺おれの求めていた味だった。

「シュウイチ、ほんとに逆グルメね。普通、グルメ漫画なんかじゃ素材の味を生かした料理を褒ほめるものなのに」

　かもな。だが、そう言うユズも泣いてるぞ。

　それこそグルメ漫画のような言い方になるが──ナカムラさん、アンタなんてものを食べさせてくれるんだ……。
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　それから俺たちは、毎日のように居酒屋ぼぶに通った。




　二日目──。

「今日は揚げ物で攻めるとするか……。昨日も食べた唐揚げとコロッケに、チキン南なん蛮ばんと特選メンチカツを」

「わたしはピザとフライドポテト。それとデザートに抹まつ茶ちやアイスをちょうだい」

「ピザだと？　そうか、その手があったか」

「今、一瞬『負けた』って思ったでしょ？『自分もそっちにすればよかった』って。ふふーん、頭を下げたら一切れ分けてあげてもいいわよ？」

「でぃらん店員、このラーラ・ロカにナマチューをもう一杯……。ふん……ユズめ、シュウイチ殿とイチャイチャして……」




　三日目──。

「わたし焼きうどん頼むから、シュウイチはラーメン頼みなさいよ。……あれっ？　あそこにいるのメルルヴィアじゃない？　ほら、カウンターで一人で飲んでるの」

「本当だ。──メルルヴィア、お前もこの店来てたのか？　毎回誘ってるのに断るからどうしてだろうと思ってたが、まさか一人で飲んでたとはな」

「……この店、実は前から行きつけ。……本当に美お味いしいものは一人で食べることにしている」

「そうなのか」

「……モノを食べるときはだれにも邪魔されず自由で、なんというか救われてないとダメ。……独りで静かで豊かで」

「チューハイのレモンをこのラーラ・ロカに……。最近気がついたのだが、生のチューハイだからナマチューなのだな。今まで気がつかなかった…………ウィ～、ヒック……」




　四日目──。

「シュウイチ、ちょっと！　これ！　これ一口飲んでみて！」

「ソフトドリンクのコーラか？　……ッ！　これは！　ああ……コーラがこれほど美う味まいものとは思わなかった……。薬品的な苦さと、それを覆い潰す毒々しい甘さ、さらには炭酸がシュワシュワパチパチシュワシュワパチパチ、口の中の粘膜を夢のように刺激する！　ずっとメニューに並んでいたのに、なぜ俺おれは今まで頼まずにいたのだろう……」

「でしょ？　でしょ？　美お味いしいでしょ？」

「しかも、ビジュアル的にも美しい。漆しつ黒こくの液体に無数の細かい泡粒が浮かぶ様は、まるで星空──いや宇宙！　そう、口の中に広がる美味さはまさにビッグバン。炭酸の弾はじける感触は星々の一生を思い起こさせる……!!」

「ちょっと！　人のコーラどんだけ飲む気なの！　それ以上飲むなら、いいかげん自分で頼みなさいよ！」

「ヒック……騎士団で入れたボトルはもう残ってないか？　それとスルメとエイヒレを……。こいつら、同郷だからってイチャイチャしすぎだろ……こーらで間接キスするわ、自然に料理をシェアするわ。ぐぬぬ、はらわたが煮えくり返るほどうらやましい……。神よ、このラーラ・ロカにも『それ美味しそうですね、一口いいですか』と言える勇気を……!!」












　こんな調子で四日目の夜──。俺おれたちはついに全てのメニューを制覇した。

　入れたてのコーラのような星空の下、俺は泣きはらして真っ赤な目をしながら居酒屋を後にする。この店を出るときは毎回こうだ。

「うっぷ。食べすぎた」

「まったく……。シュウイチ、食べすぎよ。足元ふらついてるじゃない」

　そう言うユズも似たような足取りをしていた。目も赤い。

　ちなみにラーラだが、居酒屋に行くたびに毎回なぜかスネた顔になる。

「……ふん、シュウイチ殿、ユズとばかり盛り上がって。これじゃ二人をくっつけるために、この店を教えたみたいではないか……ウィ～、ヒック。シュウイチ殿のバカ……」

　内容までは聞こえないが、酔ってくだを巻いていた。酒が入るとこうなるタイプであるらしい。俺は真っ赤な目のまま、そんな彼女の名前を呼んだ。

「聖騎士長ラーラ・ロカ──」

「はっ……!?　し、シュウイチ殿、ご無礼を！　今のは、その……」

「……？　なにを弁明しているのか知らないが、そうじゃない。──ラーラ、お前に勲くん章しようを与える。あの店を見つけた功こう績せきで」

「なんとっ!?　し……しかし、この程度でそこまでお褒ほめいただくわけには！」

　狼ろう狽ばいするラーラの肩に、ユズがポンと手を乗せる。

「いいから貰もらってあげなさいって。アンタはそれだけのことをコイツにしたのよ。もちろん、わたしにもね」

　ユズの言う通りだ。むしろ勲章程度でしか礼ができないことがもどかしい。俺のラーラへの感謝の気持ちは、小さな金属の塊などには収まるまい。

「居酒屋ぼぶ、か……。いい店だ。ラーラ、改めて教えてくれたことを感謝する」

「い、いえ……。恐縮です！」

　あの居酒屋は掛け値なしに素晴らしい店だった。その感想は決して変わることはない。今まで流してきた感動の涙も本物だ。だが──、

「ラーラ……」

「はっ！　なんでしょうシュウイチ殿！」

　この俺は〝勇者狩り〟。全てのメニューを制覇した今、猶ゆう予よ期間は終了だ。

「兵を集めろ。勇者ナカムラを退治する」





　　　　　　　　　５






　予知担当の魔法士たちの話によれば、いつぞやに予知した異世界勇者こそ、あのナカムラ店長であったらしい。変則的な転移をしたため予知が乱れたと言っていた。たしかに店ごとなんて滅めつ多たにないレアケースだ。

（だからといって、アテにならない予知を……。あいつら、しばらく減げん棒ぽうだな）

　そういえば『出現まで、本日より最低一ヶ月の隔へだたり』と言っていた。あれは『一ヶ月前』ということだったのか。

　ともあれ深夜の一一時。居酒屋ぼぶの前──。

　俺おれのもとに、兵士の一人が報告に来る。

「──シュウイチ様、全軍配置完了しました！」

「ご苦労」

『全軍』とはいっても突然の召集、しかも深夜とあって、集まった戦力は頼りない。歩兵一〇〇名と聖騎士三名のみ。またナンバー３のメルルヴィアは、その姿が見当たらなかったために戦列に不参加。それもあって魔法戦力は大きく不足していた。

　しかし相手はただの居酒屋の店長だ。この程度でも充分だろう。兵たちは居酒屋ぼぶの周囲に配置され、店を完全に包囲する。

「ちょ……ちょっと！　シュウイチ、本気なの？　あの店長を退治だなんて！　あんた、あんなに料理褒ほめてたじゃない！」

「下がっていろ、ユズ。あれほどの料理を作る男だ。すぐに手を打つ必要がある」

　放置すれば、この世界にどのような影響を及ぼすかわかったものではない。

「そうは言うけど、でも……この店がないとわたし困る！　ラーラ、あんたも止めなさいよ！　あんたもこの店、気に入ってたでしょ!?」

「い、いや、確かに店は惜しいが……しかしこのラーラ・ロカ、シュウイチ殿の判断を信じる！　シュウイチ殿はこれまで常に正しかった！　今回も間違っているはずがない！」

「なに、その盲信!?　わたしは逆に、こいつはいつも間違ってると思ってるのに！　いくらシュウイチが好きだからって、そんな風ふうになんでも言うこと聞くのは──」

「こ……こらっユズ！　余計なことを！」

　途中から、よくわからない言い争いになっているな？　だが、ともあれ。

　口論する二人を横目に、俺は頭の蜘蛛モモコをぽこっと叩たたく。

「モモコ、出番だ。そこの窓から勇者ナカムラの姿が見えるだろう？　あの男をステータス検索するんだ」

「フーンダ。ジブンタチダケ、オイシイモノヲ……」

「スネていないで早くやれ。どうせ人類用の食事は塩分過多で食えないくせに」

「ウッ」

　モモコが不機嫌な顔でステータスを検索し始めた、そんなとき。




「──待ってください！」




　そう声を上げて店から出てきたのは、例の耳の尖とがった女店員でぃらんだった。

「話は店内にまでなんとなく聞こえていました。お願いです、大将を退治しないでください！　このお店を潰さないで！」

「少々騒ぎすぎたか……。だが、決めていることだ。勇者を見逃すわけにはいかない」

「そんな……。私、困ります……」

　美少女店員の目に涙が浮かんだ、まさにその瞬間──。




「──待つのじゃ！　でぃらん嬢じようを泣かす者は、我ら常連客が許さんぞ！」




　雷鳴のような怒声が、店の中から響き渡る。

　続いて現れたのは、その声の主──豪ごう奢しやな法衣ローブと魔法の杖つえ、それに長い白しろ髭ひげという姿の老魔法士だ。この老人の顔、見覚えがある。

「お前……もしかしてワーグナス翁おうか？　こないだ城で招しよう聘へいした魔法士の？」

「いかにもじゃ！　かつて魔法士でありながら天下取りを志し、一時は三つの国を支配した〝大教授〟こと大魔導師ワーグナス！　店の常連としてディラン嬢に助太刀する！」

　なんだと？　まさか、ユズのブラジャーを量産するために招聘した魔法士が、俺おれの敵に回るとは！

「ふん、まあいい……。いくら大魔導師といえど一人でこの数は相手にできまい。──全軍、攻撃開始。飛び道具であの老人を狙え」

　我ながら悪役のような台詞セリフだ。ともあれ、俺の号令で歩兵たちは一斉に矢を射かけ、あるいは槍やりを投げつける。だが……。

「無駄じゃ！　我輩の新作魔法、〝時間停止〟と〝重力操作〟の力を見よ！」

　次の瞬間、飛来する無数の矢と無数の槍は、その全てが突如として空中で停止。そのまま地面へと叩たたきつけられる。

　一斉に、ずどん、という轟ごう音おんを立てて。

「どうじゃ！　これぞ、ぶらじゃーとやらの『形状記憶ワイヤー』を再現するために開発した〝時間停止〟の術と、さらには『寄せて上げて効果』を発生させる〝重力操作〟の術！　いずれも今日の午後できたばかりの新魔法じゃ！」

　そんな目的の魔法だったのか。

「フフフ、この程度の軍勢、本当は我輩一人で蹴け散ちらせるのじゃが……しかし、他の常連客にも華を持たせてやらねばのう。今夜は我輩と合わせて〝常連三銃士〟と呼ばれる強力な客が店に来ておるのじゃ」

「常連三銃士？」

「そうじゃ。皆の者、来るがよい。イザカヤを守り、でぃらん嬢を助けるのじゃ！」

　ワーグナスの呼びかけで、また別の常連客たちが店内からその姿を現す──。

「まずは我輩、〝大教授〟こと大魔導師ワーグナス！　さらには──」




「我こそは、あらゆる武術を極めた達人、〝武王〟ドレイヴァー一世！」




　二人目の常連は、鎧よろい姿のいかつい中年男。

　この男も俺おれは知っている。近くにある国の王であり、戦場での武勇だけで一兵卒から一国の王にまで上り詰めたという偉大な戦士だ。また、この世界での〝脳のう筋きん（脳のう味み噌そまで筋肉）〟の語源となっている人物でもある。最近は息子に国を任せて旅に出ていると聞いていたが──まさかこの街に来ていたとは。

　そして、最後に現れた三人目の三銃士。それは、なんと……。




「……魔族の王にして邪神エンドロールＥｎｄｒｏｌｌを信仰せし者、黒の魔王メルルヴィア」




　──って、おいっ！

　三銃士の三人目、よく知ってる奴やつが来たぞ!?




「「「──我ら三名、人呼んでイザカヤ常連三銃士！」」」




「いや、決め台詞ゼリフとか言わなくていい。別に格かつ好こう良くもない。メルルヴィア、お前、なんでそっち側に味方してる？」

「……魔族の王として当然のこと。……イザカヤとは即すなわち『イザク屋』。太古の昔、信心深い邪教の信徒が、自らの息子イザクを神の生いけ贄にえに捧ささげようとしたという。その故事が由来。たぶん。……つまり、ここは魔族向けのお店。なので守る。よっす、どうも」

「いいや、なにもかも全然違う」

　この短い会話でなんとなく察しがついたことではあるが──この三人、全員バカだ。

　とはいえ困ったことに、三人とも圧倒的な戦闘能力を持っている。《地平シーズベツド》全土にその強さを知らぬ者はいない、そんな伝説的なバカたちだった。

　わずか一分後、戦いは終わる。──もちろん負けたのは俺たちだ。
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　シュウイチ率いる一〇〇名を超す軍勢は、たった三人に蹴け散ちらされ、一目散に退却していく。──走って逃げていく兵士たちを横目で見ながら、その場に残ったユズは黒の魔王に訊たずねた。

「ねえメルルヴィア、こっちに味方していいわけ？　わたしは居酒屋があった方が助かるけど──でも、あんた、シュウイチのこと好きなんでしょ？」

「……もちろん好き。……でも、今回の勇者退治は私と利害関係のない話。なので勝手にさせてもらう」

「ふうん？　言っちゃなんだけど、もう少し役に立ってあげてもいいんじゃない？」

　その方が仲良くなれるんじゃ？　──そう言いかけて、ユズは途中で言葉を止めた。兵たちの殿しんがりとなって逃げる女騎士ラーラ・ロカの姿が目に入ったからだ。

「……あのバカ女騎士ラーラを見ていると、役に立つのがトクとは思えない」

「なるほどね……。メルルヴィアの言う通りかも」

　言われてみればその通りだ。彼女ラーラはシュウイチにいいように使われ、だれよりも役に立っているはずだったが、それでも想おもいが届いているようには思えなかった。

「……なので私は好きにする」

「意外といろいろ考えてるのね」

　戦闘開始からほんの一分。シュウイチの配下は一兵残らず、店の周りからいなくなる。

　三銃士をはじめとする客たちは近所迷惑な音量で、勝利の雄たけびを高らかに上げた。

「でぃらん嬢じよう、悪い連中は追い払いましたぞ」

「ありがとうございます、大魔導師ワーグナスさん……それに、もちろん武王ドレイヴァーさんと黒の魔王メルルヴィアさんも。私、嬉うれしいです。このお店が、ここまでお客様に愛されていたなんて。──ねっ、大将？　これからも、うんとがんばらなきゃ！」

「ああ、そうだな……」

　ユズはメルルヴィアと共にこのやりとりを見ていたが、大将こと寡か黙もくなナカムラ店長がどこか浮かない顔をしているような──なぜかそんな印象を受けた。

　もちろん、ただの気のせいかもしれないが……。
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　一時間後、アデルベイン城内。

「正攻法では無理みたいだな」

　逃げ帰ってきた兵たちの姿を見て、俺おれは思わずそうひとりごちた。あまりに一方的な敗北だ。

　それもこれも、あの三人の常連のせい。いや、一人は身内だったが──しかし、三銃士とやら以外にも、まだまだ高い戦闘能力を有する常連客がいるらしく、今もあの店に続々集結しつつあるという。そうラーラが報告してきた。

「先ほど確認しただけでも〝流る浪ろうの剣聖〟リーディアに、暗き森の〝オーク王〟ダイアモンドバック、千年ドラゴンを駆る〝巨竜使い〟ミモ・トゴ、戦略家としても名高い〝女将軍〟スー・トヴィク卿きようなどの姿が……」

「ラーラもそうだが、あの店、高い戦闘能力を有する常連多すぎじゃないか？　そういうタイプの客が中毒になる成分でも入ってるんじゃないだろうな？」

　まさか化学調味料がそうなのか？

「申し訳ございません……。あのような店に通っていたとは、このラーラ・ロカ一生の不覚！　かくなる上は、あの常連客どもと刺し違えてでも──!!」

「いいや、お前が気に病む必要はない。──それに、正攻法で勝てないのなら、そうでない手を使えばいい。搦からめ手ては俺おれの得意分野だ」

　報告によれば、常連たちは交代であの居酒屋を警護する気でいるらしい。そうなれば、だれにも手が出せなくなるだろう。──ただし、《地球スフイア》の智ち慧えを有する、このシュウイチ・クゼだけは別だ。

「明日、居酒屋ぼぶの第二次討伐を行う。ラーラ、お前も来い」

「はっ！　シュウイチ殿のご命令のままに！」







　そして、翌日の夜──。

「どうだ？　俺とはわかるまい？」

「さすがはシュウイチ殿、見事な変装でございます！　真実を知るこのラーラ・ロカにさえ、ただの『目のところに黒くて丸いものをつけた知らない男』に見えております！」

　これは、過去に退治した勇者の持ち物だったサングラス。

《地平シーズベツド》では、まだサングラスは発明されてない。この異世界文明の利り器きをつけていれば、俺の正体は隠せるはずだ。

　時間は、午後の七時半。店内には何人もの客の姿が見える。そのうち三人は例の常連三銃士。他の客たちも用心棒気取りの連中らしい。




「──……コホン。ただ今より、常連客有志による戦闘訓練を行う。教官は私、黒の魔王メルルヴィア。……お前たちは兵士。イザカヤに絶対の忠誠を誓う。なので、なにか喋しやべるときには『ヨロコンデー』とつけること。……返事は？」

「「──ハイ、ヨロコンデー!!」」




　メルルヴィアの号令のもと、客たちは一斉に『ヨロコンデー』の掛け声。

　お前、なにをしてる？《地球スフイア》の戦争映画の鬼軍曹か？　──そういえばメルルヴィアには前に雑談で、映画の話をした覚えがある。どうやら、それの真ま似ねをしているらしい。

　ともあれ、客たちが戦意に満ちているのは間違いなかった。

「シュウイチ殿……この中に入っていくのは危険では？」

「いいやラーラ、問題ない。この策は客の数が多いほど効果を発揮する。今こそ好機だ」

　俺はサングラスで顔を隠して店に入り、適当なメニューを二、三品注文。──そして、〝策〟を発動させる。

　対飲食店用に開発された、《地球スフイア》では伝統的とも言える〝あの計略〟を。




「──オウ！　オウオウ！　料理にゴキブリが入ってるじゃねえか！　この店じゃ、こんなもん客に食わすのか！」




　俺おれの怒声で、それまで騒然としていた店内は一気にシーンと静まり返る。皆、戸惑いと恐怖により、まるで凍りついてしまったかのよう。酒器を持つ手も止まっていた。──よし、成功だ。

　この手法は、まだ《地平シーズベツド》には存在しない。

　さらには、やはりこの世界には存在していないサングラスの持つ威圧効果。いくら常連たちが名高い魔法士や武人といえど、初見の異世界技術に抵抗する術すべはあるまい。

　この勝負、俺の勝ちだ。俺はそう確信していたのだが──、

「シュウイチ、なにやってるわけ？　この《地球スフイア》の恥さらし！」

《地平シーズベツド》では数少ない『この計略を見破れる女』がそこにいた。

「ユズ……？　お前、なんでここに？」

　しかも、真っ赤な顔をして怒っていた。まるで鬼（この世界には実在する）だ。

「普通に客で来てただけよ！　それより、そんなサングラスだけで正体隠せたつもりなの？　ここまで雑な変装って初めて見たわ」

　いいや。雑なのは認めるが、この世界では通用する。今まで何度かやっているが正体が露見したのは初めてのことだ。

「……びっくりした。……シュウイチと似た格かつ好こうの『目のところに黒いものをつけた男』が来たと思ったら、まさかシュウイチ本人なんて。……ヨロコンデー」

　ほら見ろ。メルルヴィアもこう言っている。俺の作戦ミスじゃない。

　──とはいえ、俺がシュウイチだとバレてしまったことには変わりはない。気がつけば周囲を常連客たちに囲まれていた。何人もの高名な魔法士や武人たちに。

　皆、『殺さないギリギリ程度に痛めつけてやる』といった目で俺を睨にらみつけている──。

「参ったな……。ユズ、お前のせいだぞ？」

「自じ業ごう自じ得とくよ、バーカ。卑ひ怯きような手を使おうとするのが悪いんでしょ」

　……まあいい。もともとこの策は無理があった。勇者ナカムラは《地球スフイア》の出身でサングラスのことを知っているからな。

　だが、この俺も〝鬼き謀ぼうの王〟とまで呼ばれた策謀家だ。策は二重に構えてある。

「みんな、待つんだ。俺の話を聞いてくれ。俺は決して私利私欲のためにナカムラを退治したいんじゃない。──大魔導師ワーグナス翁おう、頭脳明めい晰せきで有名なアンタならわかるだろう？」

「シュウイチ卿きよう、貴殿も往おう生じよう際ぎわが悪いのう？　我輩には私利私欲にしか思えぬが」

「そうじゃない。この店の料理はたしかに美う味まい──だが、美び味みすぎるのが問題なんだ。このままでは《地平シーズベツド》の食文化や農業に多大な影響を与えてしまう。その過程で他の飲食店は潰れ、農家や食料品店は居酒屋メニューの材料ばかり扱うようになるだろう。そうなれば既存の産業は壊滅し、食料に関することだけに飢き饉きんのきっかけにもなりかねない。普段家で食べるものの生産・流通を、その分やめるということだからな」

　これは本当のことだ。地理の授業で似たような話を習った。商売は飢き餓がを産む。歴史上多くの飢き饉きんは、生産量の不足でなく商業上の都合が原因となっている。

　つまり異世界で居酒屋やレストランを営むというのは、大量虐殺行為にほかならないのだ。

「むむっ？　専門外の話じゃが、それなりに説得力があるような……。しかし、その話は貴殿の都合のいい仮説であろう？　他の者は知らぬが我輩は騙だまされぬぞ」

　……さすがは政治経験もある大魔導師。バカだが思ったよりはバカじゃない。

　しかし、次の攻撃を受け切れるかな？〝理屈〟の次は──そう、〝情〟だ。

「ワーグナス翁おう！　あの子たちの前で、同じことが言えるのか!?」

　俺おれが店の入り口を指差すと、そこには二人の幼児の姿が。

　一人は七歳の少年、もう一人は五歳の少女。どちらも、わんわんと泣いていた。




「──えーんえーん、おとうちゃんの酒場がつぶれちゃったよう。このイザカヤができたせいで、お客がこなくなっちゃったよう」

「──うちの牧場もつぶれちゃいそうだよう。ほかの酒場がつぶれちゃったせいで、羊のお肉を売る相手がいなくなっちゃったからあ。えーんえーん」




「どうだ、諸君？　この子たちの涙を見ても、それでもイザカヤを守ると言いたいか？　俺はただ、この子たちのような悲劇を防ぎたいだけなんだ」

　子供たちの姿を見て、常連客たちはしんと気まずそうに静まり返る。成功だ。三銃士の〝武王〟ドレイヴァーなどは、えぐえぐと大粒の涙で泣いていた。

　よしっ、今度こそ俺の勝ちだ。俺の叡えい智ちと《地球スフイア》文明が勝利したのだ。──と思ったのも束つかの間ま。大魔導師ワーグナス翁がまた余計な口を挟む。

「待つのじゃ、シュウイチ卿きよう。その者たちは酒場の子でも牧場の子でもなかろう？　そのあたりにおった利り発はつで可愛かわいらしい子供に小遣いでもやって言わせているだけじゃろうに」

「ワーグナス翁、なにを根拠にそんなことを!?　気の毒な幼児たちを疑うとは、そんなの心ある人間の所業じゃないぞ！」

「いやシュウイチ卿、根拠もなにも、だって…………その二人、我輩の孫じゃもん」

「え……っ？」

　えっ？　孫？　えっ……？

「コーグナスにポーグナス、二人とも、こんなところでなにをしておるのじゃ？」

「あっ、おじいちゃん。そこのお兄ちゃんのお手伝いをしてるんだよ。銅貨とお菓子をくれるっていうから」

　あっ、バカ。さすがは幼児。口が軽い。





　　　　　　　　　８






　一時間後、城の広間──。

「シュウイチ殿、ご無事ですか！　ああっ、このラーラ・ロカがついていながら、シュウイチ殿をこのような目に……!!」

「騒がなくていい。傷に響く」

　俺おれは広間で治癒魔法士たちの治療を受けていた。あの常連客たち、『殺さないギリギリ程度に痛めつけてやる』という目で俺のことを睨にらんでいたが、本当に死なないギリギリ程度にまで俺のことを痛めつけてくれた。とても痛い。

　なんにせよ、城に戻ることができたのはラーラがおぶってくれたおかげだ。

「お前ラーラはよくやってくれた。お前を店の外に待機させておいたのは、緊急時にこうして連れ帰ってもらうためだからな」

「は……お褒ほめに預かり光栄の至りです……」

　──今の言い方は失敗だったかもしれない。聞きようによっては『そのくらいしかアテにしていない』『どうせあの敵と戦うのは無理』というニュアンスにも取れてしまう。

（いや……ラーラはそんな複雑な受け取り方はしないか）

　表情からも、気にしている様子は見えなかった。平気だろう。俺も気にするのはやめて話を続ける。

「治療が終わり次第、第三次攻撃の準備にかかる。また新たな策を考えるぞ」

「はっ……。ですが、あの──まだ続けるのですか？　イザカヤを退治せずとも、既得権益の邪魔になるとは思えません。むしろ許すことで慈悲深さが世に知れ渡るかと……」

「どうしたラーラ？　俺の判断に疑問があるのか？」

「い……いえ、ご無礼を！　お許しください！　シュウイチ殿のご判断が間違っていたことなど一度たりとも……!!　──おや、シュウイチ殿、その紙は？」

「紙？　ああ、この手紙か」

　居酒屋で袋ふくろ叩だたきにされているとき、知らぬ間に手に持たされていた小さなメモだ。俺もついさっき中を読んだばかりだった。

「これこそが、第三次攻撃をする理由だ」

「その手紙が……？　中にはなんと書かれているのです？」

「秘密だ。それよりラーラ、お前はもう下がっていいぞ。明日に備えて休んでおけ」

「ご命令のままに……」
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　シュウイチが逃げ帰って、さらに三時間後──。

　夜は更けていたものの、居酒屋ぼぶはまさしく不夜城。蛍けい光こう灯とうの光は絶えることなく煌こう々こうと輝く。店内では常連客たちが、シュウイチを追い払った勝利の美酒に酔っていた。

「──でぃらんちゃん、ニコミを一つにコロッケを二人前」

「──はい、よろこんでー。大将、煮込み１、コロ２ー」

「──ん……かしこまり……」

「──へへっ、大将閣かつ下かは相変わらず無口だな。けど、そこが痺しびれるねえ」

「──まったくだ。いかにも職人というか、その分、料理に心がこもってる」

「──ああ、そうだな。私にもわかる。この店の料理は心の料理、愛の料理だ」

「──だな。そうでなければこれほど熱心には働けまい。いったい、いつ寝てるんだか」

　一人の珍客が訪れたのは、そんなときのことであった。

　既に飲んでいるらしく千ち鳥どり足あしで入ってきたその客は、なんと──。

「ヒック……女じよ給きゆうよ、まだ店は開いているか？　……ヒック、私の顔は憶おぼえているか？　昨日も来たラーラ・ロカ聖騎士長だ！　ショーチューのボトルを入れてある！」

　シュウイチの腹ふく心しんである女騎士ラーラであった。カウンターの椅い子すを引き、どっかと乱暴に腰掛ける。

　敵のナンバー２が来たとあって、店内の常連客たちに緊張が走ったが、

「ショーチューの前に、とりあえずナマチューだ。……フフ、今気がついたぞ。ナマチューのチューはショーチューのチューか。火を通さないとビール状になるのだな。ずっとチューハイのチューだと勘違いしていた……ハハハハ！　ウィ～!!」

　どうやら、思った以上に酔っていたらしい。意味不明な爆笑をする彼女の姿を見て、他の客たちは一息ついて再び酒を飲み始めた。

「ちょっとラーラ、あんた飲みすぎじゃないの？」

「……バカ女騎士ラーラ、鎧よろいがずれて乳輪が見えそうになっている。……ワーグナスのじじいがチラチラこっち見ていてウザイ」

　そう声をかけたのはユズとメルルヴィア。ユズは高校生なので酒を飲んではいなかったが、つい他の客たちと話し込んでしまい、こんな時間まで残っていた。

「おお、ユズにメルルヴィアか！　お前たちも飲むがいい。お前たちには言いたいことがたくさんある。──二人とも気軽に敵側に付いて！　本当はこのラーラ・ロカ、イザカヤに対する想おもいはだれにも負けぬ！　メルルヴィアやそこのワーグナス翁おうよりよほど多く通っているのだ！　なのに、シュウイチ殿への忠誠のために、イザカヤと戦うことになった我が悲劇……!!」

「はいはい、いいから水飲んで」

「黙れユズ、話を聞くのだ！　そこまでして尽くしているのに、シュウイチ殿は私の気持ちをわかってくれない……。こんな水着みたいな鎧を着て、大好きなイザカヤを敵に回して戦っているのに……」

「ラーラ……」

「ユズ、貴様のせいだぞ……!!　メルルヴィアだけでも厄介だったのに、横からいきなり入ってきて……」

「ちょっと、わたしのせいにしないで！　だいたい、わたしはあんなやつ──!!」

　なんとも思ってないんだから──とユズが反論しかけたそのときには、既にラーラは、

「ｚｚｚ……ひっく、むにゃむにゃ……。シュウイチどの……」

　とカウンターに突っ伏しながら酔い潰れていた。ユズは呆あきれ顔で、店の膝掛けをラーラの背中にそっとかける。

「なに、この女、世話の焼ける……。置いて帰っちゃおうかしら？　だいたいね、たしかにシュウイチはバカで鈍くて性格最悪のゴミ野郎だけど、気持ちが伝わらないのは基本的にはラーラ本人のせいだし。メルルヴィアもそう思わない？」

「……？　……わからない。説明する」

「わかんないの？　メルルヴィアもだけど、あんたらビキニ鎧よろい着てもミニスカート穿はいても『別にシュウイチのこと好きだからじゃない』って、いちいち否定するじゃない。恥ずかしいのはわかるけど、一七歳の男子はそういうの真に受けるもんなのよ。『この女、俺おれのこと好きじゃないかも』って、いつもビクビクしてるもんだから。実際、わたしは本当に嫌いだから『好きじゃない』って言ってるし」

「……メモメモ。ユズはなかなかいいことを言う。……もしかすると恋愛論を語るために異界から来た〝恋愛勇者〟かもしれない」

「やめて！」

　メルルヴィアに感心され、ユズは急に照れ臭くなってくる。彼女も本当は恋愛に詳しいわけではない。今のは漫画やテレビ、モテている友達からの聞きかじりだ。

「なんで異世界まで来て、居酒屋でこんな女子会トークを……。こういう話題、好きじゃないのに。──でも、つまりはそういうことよ。あと、ラーラの場合は仕事でがんばりすぎ。それだと『頼りになる部下』にしか見えないでしょ」

「……メモメモ」

「まあ、そのへんを加味した上でもシュウイチはバカで嫌なやつだけどね。あんたたち、どうしてシュウイチなんか好きなわけ？」

「……それは私たちの勝手」

　メルルヴィアは機嫌を損ねたのかプクーと頰ほおを膨らます。──と、そんな話をしていた二人の周りを、気がつけばワーグナス翁おう以下、客たちがぐるりと取り囲んでいた。

「な……なんです、皆さん？」

「いや、驚いておったのじゃ。シュウイチ卿きようの悪口をこれほど堂々と口にするとは──」

　しまった、とユズは感じた。

　忘れかけていたがシュウイチは英雄。不敬であると叱られるかもしれない。そう思い、彼女は背筋をびくりとさせていたのだが……、

「よくぞ言ってくれた！　我らも薄々、あやつはバカだと思っておったのじゃ！」

　違った。一同、皆、満面の笑顔で近づいて来ていた。

「──そもそも魔法も剣も使えない少年が、この世界の盟主気取りとは！」

「──そうとも。俺おれたちの方が彼より強い。たしかに知恵はあるが、それだけではな」

「──ええ。前からどうかとは思ってましたけど、まさかイザカヤを潰そうとするような暴君だったとは」

「──……この際、いっそシュウイチを倒すのもアリ。……もしシュウイチが今の地位を失ったら、魔族の国に連れてってお婿むこさんにする。イエーイ」

「──ちょっとメルルヴィア、今なにか不ふ穏おんなこと言ってなかった？　あんた、もしかして悪い計画企たくらんでない？」

「──……ううん、ユズの気のせい」

「──とにかく、この店を潰すなどけしからん。イザカヤは《地平シーズベツド》にとって有益な存在となるだろう。大将閣かつ下かの料理は世界を大きく変革する」

「──むしろ支店を増やすなどして、積極的にこの世界へ影響を及ぼしてはいかがです？　我々イザカヤ常連の手で、この世界をよりよいものに変えるのです！」

「──そうじゃ、そうじゃ！　世界を我々のものに！　イザカヤのある世界に！　合言葉は『ハイ、ヨロコンデー』じゃ！」

「「──ハイ、ヨロコンデー!!　ハイ、ヨロコンデー!!　ハイ、ヨロコンデー!!　ハイ、ヨロコンデー!!」」

　酒が入っていたこともあり、話の内容は次第に不穏なものへと変わっていく。

　基本的には、ただの冗談。酒の席での悪乗りだ。

　だが、この場にいたメンバーは、武力・頭脳・権力など、それを現実のものにするための力を兼ね備えている者たちばかり。居酒屋の影響力も合わされば世界を変えることは難しくあるまい。

　一同は拳を振り上げながら『ハイ、ヨロコンデー』の声を繰り返す。だが──。




「いいや、許さんぞ……ひっく」




　ぽつり、と小さく声が上がった。

　カウンターに突っ伏したままの女騎士ラーラ・ロカだ。

「シュウイチ殿を差し置いて世界を勝手に変えようとは……このラーラ・ロカ、見過ごせぬ……ひっく、ウィ～。…………ちょっとトイレ。吐きそう……」

　ラーラはトイレに駆け込み、げえげえと胃の中身を便器に戻す。そんな彼女を、他の客たちはドアごしに説得しようとしていた。

「──ラーラ・ロカ殿、そこまでシュウイチ卿きように肩入れするか？」

「──そうですよ。シュウイチ卿のことが好きなのはさっき聞いてましたけど……でも、世の中のためです。我々の手で変革した方が、この《地平スフイア》はいい世界になりますよ」

「──もっと大局的に考えるのじゃ！　貴殿も我らの仲間になれ！」

　だが、ドアの向こうから嘔おう吐とに交じって、ラーラの返事がか細く聞こえた。

「変わったあとの世界が『いい世界』だと、果たしてだれが判断するのだ……？　これから世界がどう進むのか、それを決める資格が貴様らにあると？　笑わせる……」

　それは泥でい酔すい女の発するものにしては、皆の心に刺さる言葉だった。一同のリーダー格である大魔導師ワーグナス翁おうは、自ら彼女に反論する。

「ではラーラ・ロカ殿よ、貴殿の愛するシュウイチ卿きようにはそれがあると？　世界が変わらぬことを選ぶ資格が果たして彼にはあるというのか？　それが『いい世界』であると？」

「それは……わからない」

「フフ、そうであろう」

　最も忠誠心篤あつき騎士に議論で勝った。そう確信した大魔導師は、口元から油断の笑みを漏らす。だが、そこに女騎士はこう続けた──。

「わからない。だが……私はシュウイチ殿の選択を支持する。あの人の選ぶ世界を……」

「貴殿、そこまでの忠誠心か？」

「いいや、違う……ひっく。忠誠なんかじゃ…………皆も思い出せ。あの人はたしかに魔法も剣も使えない。バカで鈍くてユズばかり贔ひい屓きする性格最悪のゴミ野郎なのかもしれない。ひっく。でも……命がけでこの世界に平和をもたらしたのは、あの人だから……。屈くつ強きような他の勇者ではなく、それにもちろんイザカヤでも貴様らでもない……。強くもないのに無理をして、なけなしの勇気で…………ひっく、う。あのとき、貴様らはなにをしていた？」

「む、うむむ……。それは……」

「だから……大切にするべきなのだ。あの人の選んだ今の世界を…………うっぷ」

　気がつけば、他の客たちは皆、黙していた。

　ただ黙って目を伏せ、一言も喋しやべらぬままで。酔いもすっかり覚めていた。

「なんの縁もない異界人が、この世界を救ってくれた……その恩は返すことのできるものではないが、せめて我らは『救うに足る者』となるべきであろう。シュウイチ殿が『ああ、この人たちを守ってよかった』と思えるような者たちに……。美う味まいものを食べたいからと恩人を裏切るのが、救うに足る者のすることか？　本当に、そうだと──」

「ラーラ・ロカ殿、それ以上言うでない。……貴殿の勝ちじゃ」

　そのままラーラの言葉は途切れたが、これは酔い潰れてそのまま寝ていたからだ。

　トイレの中で横たわる女騎士を、常連客一同はそっと担いでテーブル席の長椅い子すに寝かせる。高貴な身分の客も多いというのに『便所の床で寝ていたから汚い』と嫌がる者など、ただの一人もいなかった。

　ユズも同じだ。寝ているラーラに、また膝掛けをそっとかける。

（あとでラーラに謝らなきゃ……。ただのバカと思ってて悪かったわ）

　あの底抜けの忠誠心も、ちゃんとした信念によるものだったのだ。それを知り、ユズは他の客と同様か、それ以上の敬意をラーラに払った。

　そのラーラは椅子に横になったまま、うわごとで小さくつぶやく──。

「大将閣かつ下か……たのむ、《地球スフイア》に帰ってくれ。シュウイチ殿のために……。今さら『大将閣下にも家族や愛する者が向こうにいるだろう』などと綺き麗れいごとは言わぬ……ただシュウイチ殿のためだけに、もとの世界に帰って……。お願い……」

　身勝手な願いではあったが、笑う者も馬鹿にする者も、ただの一人としていない。気高き意志を持つ者が、心の底から搾り出した言葉だ。笑う者などいるだろうか。

　そして、それは大将こと勇者ナカムラも同じこと。

「皆さん、聞いてください……。この私ナカムラは今、重大な決心をしました」

　普段は無口で必要以上の言葉を発することのない彼が、一同に対して宣言する──。
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　翌日。城にいる俺おれのところに一人の客が訪れた。

「勇者ナカムラ、本当にいいんだな？《扉》に入ってから抵抗されると、また《地平こつち》に戻って来てしまう。あとで気が変わったなどと言うなよ」

「はい……。私がこの世界にいては、貴方あなたのような〝本物の勇者〟にご迷惑ですから」

　さすがは接客業。いいことを言う。

　つい一時間ほど前のこと。居酒屋ぼぶの店長であるナカムラが、俺のところにやって来て『日本に帰る』と申し出た。

　なんでも昨夜遅く、常連たちと話し合って決めたらしい。どんな話をしたのか想像すらつかないが、俺は気が変わらないうちに彼を《地球スフイア》に送り返すことにした。

「シュウイチさん──常連のお客さんたちと、それから店員のでぃらんに伝えてください。この世界に来て、短い間だが楽しかったと。私の出した料理で皆が笑顔になってくれて、居酒屋をやっててよかったと……初めてそう思うことができました」

「そうか……。──開け、出口の扉よ。踵かかとを鳴らす音と共に」

　俺が〝出口〟の《扉》を開くと、ナカムラはぺこりとお辞儀をし、自ら光の中へと入っていった。

　これにて、ミッションクリア。勇者ナカムラと異世界居酒屋の一件は終了だ。







「あーあ、本当に大将帰しちゃった。これから日本食が食べたくなったらどうすんの？」

　ユズめ、あとから現れてそういうことを。いかにも責任のない立場にある人間の発言だ。──だが実のところ、それについては手を打ってある。

「問題ない。店長である勇者を追い返しただけで、店自体は残ってるからな」

「……えっ？　どういうこと？」

「居酒屋ぼぶと店員のでぃらんは、この俺が預かることにした。今後は会員制の隠れ家的な店として、世界に影響を与えないよう密ひそかに運営を続けていく」

「はい────っ!?　ちょ……ちょっと、そんなのおかしいでしょ！」

「おかしくない。どうせあの店、物騒な常連が居座っていたせいで一般客はゼロだった。状況としては以前となにも変わらない」

　あの店があれば高名な魔法士や武人がアデルベイン市に集まるので、軍事的・政治的にもメリットが多い。

　なにより日本食。俺おれに流れる日本人の血が醬しよう油ゆ味を必要としていた。あとコーラも。

「──というわけだ。ユズも日本食が残って嬉うれしいだろう？」

「それはありがたいけど……でも、アンタのしたのはよくないことなんじゃない？　だって、居酒屋の店長さんからお店を奪い取っちゃっただけってことでしょう？」

「いいや、それについても問題ない。むしろ、いいことをしたと思ってる」

　そう言って、俺は店で受け取った手紙を見せた。

　書かれていた内容は、こう──。




『たすけて　妻さい子しのいる日本に帰りたい　──ナカムラ』




「なにこれ？」

「勇者ナカムラからのＳＯＳだ。《地平こつち》の客は知らないだろうが、お前は気づいてただろう？　あの男、見た目はいかにも職人風で、料理にこだわりがありそうな感じだったが──本当は違う。ロクに料理自体していない。電子レンジでチンしてるだけだ。そもそも、あの店自体がチェーン店だった」

「それは……まあ、わたしも知ってたけど」

　モモコに検索させたステータス画面にも書いてあった。





　　ナカムラ──職業：勇者　レベル：１　種族：人間種（社畜）

　　戦闘スキル：なし　魔法スキル：なし　体力８、かしこさ６、運０

　　補足：本名、中なか村むらはじめ。三四歳。

　　ブラック居酒屋チェーンぼぶてろーぜ㈱の社員。長時間連続ワンオペ勤務に耐えられず退社を決意したその日、店の精霊でぃらんによって店舗ごと異世界に飛ばされる。




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






「ナカムラは、本当は居酒屋を辞めたかったんだ。けど、《地球むこう》では社長や上司が怖くて、こっちに来てからは店の精霊や客たちのプレッシャーで、結局ズルズルと店を続けてたんだろう。──だが昨夜、なにかチャンスがあったらしい。常連客と揉もめずに店を辞めるチャンスがな。それで、俺のところに来たというわけだ」

「なるほどね。……って、でぃらんさんがお店の精霊!?」

「ああ。こっちの世界に来て、店の意思やチェーンの理念が実体化したんだそうだ」

　つまり、俺おれのしたことは人助けだ。

　ちなみに、でぃらんはナカムラを引き留めるべくモンスター化して大暴れしようとしたのだが、俺が『会員制の店として存続させる』と約束することでなんとか説得に成功した。こっちにとっては渡りに舟の条件だ。

　居酒屋もそうだが、でぃらんのような精霊店員美少女、俺はみすみす逃しはしない。

「完璧な勝利だ。手間取ったし、知略ではなく偶然によってもたらされた勝利ではあるが、結果だけは完璧と言える。多くのものを手に入れ、ついでに気の毒な男も救った」

　しかも、ずっと居酒屋から逃げたがっていたあの男は、最後の最後に『楽しかった』『居酒屋をやっていてよかった』と言い残した。この《地平シーズベツド》に来たことで、《地球スフイア》では得がたいなにかを手に入れたんだろう。

「たぶん俺は、全員にとっていいことをしたんだと思う。既得権益のためだけでなくな。──ただ、気になることが一つだけある」

「なによ？」

「昨夜、居酒屋ぼぶでなにがあったかだ。ナカムラが帰ることを、どうして客たちは納得した？　噂うわさによれば、だれかが演説で皆を説得したらしいが──」

　しかし、詳しいことは不明のままだ。まるで皆、『シュウイチだけには教えない』と示し合わせているかのように。ユズも俺の目の前で、

「さあ、わたしは知らないけど～」

　と、妙な笑いを浮かべていた。なにやら意味ありげな笑顔だった。

　──ラーラが登と城じようしたのは、ちょうどそんなタイミングでのことになる。

「シュウイチ殿──聖騎士長ラーラ・ロカ参りました……。うっぷ」

「遅いぞラーラ、お前が遅刻とは珍しいな？」

　しかも酒臭い。顔色も悪く、見るからに二日酔いといった様子だった。

「もしかして昨夜は居酒屋にいたのか？　いったい、あの店でなにがあった？」

「さあ、私には……。このラーラ・ロカ、昨夜から朝にかけての記憶が一切ないのです。ううっ、頭が痛い！」

　さすがに、それは飲みすぎだ。ナンバー２の幹部がこれでは、他の者たちに示しがつかない。俺は一言文句を言ってやろうと思ったが──。

「まあまあ、シュウイチ。ラーラはいつも頑張ってるんだから、たまにはこういうのもいいんじゃない？」

「──？　どうしたユズ？　お前がラーラをかばうなんて」

　俺は首を傾かしげたが、ユズは先ほどと同じく、ただ意味ありげに笑うだけだった。













《地平シーズベツド》には〝魔族〟という存在がいる。

　おなじみ黒の魔王メルルヴィアとその手下たちのことだ。大陸の西側を支配領域とし、永らく〝人類〟──この場合は人間ヒユーム、エルフ、ドワーフなどヒト型知的生命体の総称──と対立していたが、近年になって第何十次かの全面戦争に突入。人類は領土の半分近くを奪われることになる。

　その戦争を終わらせたのが、この俺おれ、勇者シュウイチというわけだ。

　ちなみに、ここだけの話になるが……実のところ、俺はこの魔族というものがよくわかっていない。

　人類に複数の種があるのと同じく、魔族も多数の種によって構成される。ゴブリン、オーク、ダークエルフなどの亜人類タイプに、ドラゴン、スフィンクスなど非人間型だが知性のあるタイプ、それからスライムや大おお蛙がえるのような非人間型で知性もないモンスターまで、全てをひっくるめて〝魔族〟と総称されていた。

　特に亜人類タイプに至っては、どう人類と異なるのかも不明だ。もしかすると『魔族支配領域の出身かどうか』の差でしかないのかもしれない。俺には全部まとめて同じに見える。──という話を以前メルルヴィアやラーラの前でしたら、二人ともしばらく変な目で俺を見ていた。どうやら問題発言だったらしい。反省している。

　ともあれ、ある夜、俺がアデルベイン城で風呂に浸つかっていると──、




「──……お邪魔する。……オッス」




　その魔族の最高指導者、黒の魔王メルルヴィアが急に風呂場に入ってきた。

　しかも裸で。

「おいっ！　ここは男湯──俺専用の浴よく場じようだぞ!?　女湯は隣に豪華なのがあるだろう！」

「……こっちのお風呂の方が、こぢんまりとしていて好き。……趣味もいい」

「そ、そうか……」

　褒ほめられて悪い気はしない。

　この俺専用浴場は《地球スフイア》の日本の銭湯や温泉旅館をイメージして造らせたもの。広さはさほどでもないが、床は全面タイル張り、壁には富士山の絵が描かれており、浴槽はヒノキに似た木で作ってある。俺にとっては一番落ち着ける空間だった。──ただ、問題はそこではない。

「いや、だからといって勝手に入ってくるな！　お前、裸で恥ずかしくないのか？」

「……シュウイチ、細かいことを言う。……モモコとはたまに一緒に入ってるのに」

　ペットの蜘く蛛も型モンスターと一緒にするな。

「……それに、恥ずかしくない。……湯ゆ気げで裸が隠れている」

「湯気？　あっ、本当だ」

　恥ずかしくて目を逸そらしていたので気づかなかったが、やたらと白く濃い湯気がメルルヴィアの乳ち房ぶさと股間を隠し、見えないようになっていた。さっきまで、こんなに湯気は出ていなかったはずなのに。

「……これは〝チジョーハ〟の魔法。……地面を這はうように進む魔力波と蒸気が反応し、このように女体を隠す。遺跡で見つけた古代魔法の一種」

　これって本来はどんな目的で使う魔法なんだ？　古代にいったいなにがあった？

「とにかく出ていけ！　見えなくても俺おれが恥ずかしいんだよ！　あと『女体を隠す』って、まさかお前は俺の裸見えてるんじゃないだろうな？」

「…………」

「おいっ！　なんとか言え！」

　俺が大声で問い詰めようとしていると──、

「──貴様、姫猊げい下かにその口の利き方はなんだ！」

「「──そうだ、そうだ！」」

　メルルヴィアの部下の魔族たちが、いきなり風呂場に乱入してきた。












　緑の肌と猪いのししの頭部を持つ女オークに、ハーピー、スフィンクス、それから女ダークエルフに女コボルト──いずれも女性魔族で、しかも裸に湯ゆ気げだけの姿だ。

　余談だがリーダーらしき女オーク、二メートル超の長身ながらも巨乳かつデカ尻でウエストは細くヘソ周辺にタトゥーという、《地球スフイア》のアメリカ人ポルノ女優のような肉体をしていた。というより、欧米のポルノサイトでよく見かける『いい体をした女の人が、裸に動物のマスク一丁』というフェチ系ヌード画像みたいになっていた。

「メルルヴィア、こいつらはなんだ？」

「……魔族軍の美術部のメンバー。強化合宿でこの城に来ている。……右から順に、裸体の描き方に定評のあるオークの〝白い牙２７８〟、一度見たものは忘れない観察力を持つハーピーの〝スローバラード〟、彫刻など立体物の名人であるコボルトの──」

「そうじゃなく！　なんでこいつら俺おれの裸を凝ぎよう視ししてるかと訊きいてるんだ！　しかもスケッチブックを持って！」

「……ただの芸術。……気にする必要はない」

「おいっ！」

　そもそも、美術部ってなんだ？　魔族軍、部活があるのか？　しかも文化部!?
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　翌朝──。アデルベイン城、客王の広間。

「……シュウイチ、昨夜は悪かった。……本当は、サービスのつもりだった。イザカヤで敵に回ってしまったので、お詫わびに美女の裸をたくさん見せて機嫌を取る作戦だった」

「とてもそんな風ふうには思えなかったがな。……クシュンッ」

「……疑うのはよくない。……それと、朝になって絵や彫刻をたくさん貰もらったが、それは特に関係がない。……まじでまじで」

　どうでもいい。メルルヴィアの話はとても信じられないが、それよりも体調の方が問題だ。湯冷めで風か邪ぜを引いたらしい。

　俺は熱で頭をボーッとさせたまま玉座に座っていたのだが、そんなとき──、




「──シュウイチ！　ちょっと話があるんだけど！」




　突然、ユズが寝巻き姿のまま、真っ赤な顔で怒鳴り込んできた。

　熱のせいで黄色い怒声が頭に響く。頭ず蓋がいと鼓こ膜まくがキーンとなった。──ちなみに寝巻きはベージュのワンピース。何箇所かに蝶ちよう結むすびにした赤いリボンの飾りがついていたが、制服のリボンタイのイメージなのだろう。寝巻きを作った針はり子こにとって、これがユズの象徴シンボルであったらしい。

「どうしたユズ？　なにかあったか？」

「ええ、あったわ。あんた、夜中に人の部屋入ったでしょう!?」

「部屋に？」

　ユズの私室は、城の塔にあるゲストルームだ。この世界に来て最初の日から、ずっとあの部屋を使っていた。以前も述べたように貴き人じん用の牢ろう屋やを兼ねてはいたが、その点にさえ目をつぶればそう悪い部屋でもない。

　今では自由に出入りできるよう許可も出しており、階段も魔法処理で実際の高さより簡単に昇り降りできる。エレベーターつきの高層マンションと変わらなかった。

「昨夜、寝てる間にだれかが部屋に忍び込んだみたいなのよ。朝、目が覚めたらカバンの蓋が開いてたの。サブバッグも中身の入ってる順番が違ってたし。これって、だれかが荷物を漁あさったってことでしょ。──いえ、『だれか』というかあんたシユウイチが！」

　ユズはこの世界への転移の際、服以外にも通学カバンやサブバッグなどいくつかの荷物を持ってきていたが、それらが荒らされたということらしい。

「人聞きの悪いことを……。どうして俺おれをいきなり疑う？」

「だって、他に考えられないじゃない。今回だけでなく、最近ときどき『だれかカバン、勝手にいじったかな？』って気がしてたけど、これでついにはっきりしたわ！　なにが目的？　サブバッグに入ってる体操服？　やっぱり匂いとか嗅ぎたかったの？　というか、カバン以外にもなにかしたんじゃないでしょうね!?」

「いいや、俺じゃない」

　もちろん『女子高校生が寝ている部屋に忍び込みたい』という気持ちはたしかにある。

　だが、そんな大きなリスクを冒すのにカバンが開けっ放しなどという不注意、この俺がするはずがない。俺はもう少し注意深い人間だ。

「お前の勘違いでないというなら、城内に手て癖くせの悪い者がいるか、でなければ外部の賊ぞくだ。兵たちに調査を命じよう。とにかく俺じゃないのは確かだ」

「ふうん……。そう、わかった」

　ユズはいつものジト目で俺を一いち瞥べつすると、そのままぷいっと広間を去っていく。

　どうやらユズのやつ、俺を信じていないらしい。

「……シュウイチ」

　メルルヴィアが、肘で俺の脇を突っついた。

「……自白する。……白状すれば罪は軽い」

　お前メルルヴイアまで!?







　それから約一時間後──。水時計によれば午前九時。

「ハクシッ！　これは失敬を……。伝う染つってはいけません。子し爵しやく殿、どうぞ離れておかけください」

　俺おれこと勇者シュウイチはこのアデルベインの客王──つまりは城じよう砦さいと都市の主であり、独立国家の元首である。

　都市国家ということで領地そのものの面積は小さいものの、軍事力や税収はちょっとした大国に匹敵した。そんな責任ある立場の人間であるため〝勇者狩り〟ばかりしているというわけにはいかない。普段は仕事もやっている。

　今朝の仕事は、要人との朝食会だ。

「子爵殿、こちらが異世界《地球スフイア》の珍味です」

　テーブルの向かいに座る青年は、近所の国の貴族ヴィグレイ無任地子爵。

　イザカヤ常連である〝武王〟ドレイヴァー一世の三男であり、父親とは対照的に上品かつ知性的な人物だった。兄たちと違って国政には携わっていないが、この地方一帯の商取引に大きな影響力を持っている。今日も商売の都合でアデルベインに立ち寄ったのだという。

「ほほう、さすがはシュウイチ卿きよう……。初めて見る料理です」

「この料理は〝ヒヤヤッコ〟と申します。白くて四角いトーフと、上にかかる黒い液体のショーユ──これらは、どちらも同じダイズという豆からできているのです」

「なんと。同じ由来をしていながら、これほどまでに違う見た目とは……。フフ、まるで私と父のようですね。実の父子で仲なか違たがいばかりを繰り返す──」

　子爵は自じ嘲ちよう気味に笑いながら、木の匙さじで冷ひや奴やつこを口にする。すると──。

「おおっ、なんという美び味み！　そして、なんという調和！　なんの味もないトーフと塩分の濃すぎるショーユが合わさって絶妙な美う味まさに！」

　マナーのお手本のようでもあった気品あふれる青年が、かっ、と目を見開きながら声を荒げた。──つまりは、それほどの美味だったということだろう。

「これは素晴らしい食べ物です！　そうか、わかりました。シュウイチ卿は私に、父や兄たちと和解せよと？　そうすればトーフとショーユが合わさってヒヤヤッコになるように、我が一族は何倍もの権けん勢せいを得られる──そうおっしゃりたいのですね？」

「おわかりいただけましたか。差し出がましいとは思いましたが……」

「いや、シュウイチ卿の言う通りです。ヒヤヤッコのおかげで目が覚めました。──和解の暁には例の通行許可の件、この私にお任せください」

　こうして俺は手に入れたばかりの居酒屋ぼぶを利用して、政治的な力を徐々に強めていくのだった。

　──忠実なる女騎士ラーラ（ビキニアーマー姿）が俺おれのところにやって来たのは、そんなタイミングでのことになる。

「しゅ……シュウイチ殿、大変です！」

「どうしたラーラ、子し爵しやく殿の前だぞ？」

「はっ、ご無礼を……!!　しかし、火か急きゆうの要件でして──」

「火急？　なにがあった？」

　また新たな異世界勇者か？　だが、それにしてはこのラーラの慌てぶり。それだけのこととは思えない。果たして、なにが起きているというのか？

　その答えは、予想外のもの──しかし、予想してしかるべき事態でもあった。

　ラーラは深刻な顔つきで、声を落として俺に告げる……。

「……ユズが家出しました」

　なんだと!?
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　同時刻。街に九時半の鐘が響く中──。

（家出なんて、小学生のとき以来ね……。いや、違うか）

　あのときは友達の家に泊まる予定だったが、断られたため結局、夕方には家に帰った。世間的には、あんなのは家出と呼ばないだろう。

　そんな昔を思い出しながら、ユズはアデルベインの街にいた。

「……ユズ、なにかあったら私を呼ぶ。……駆けつける」

「ありがと、メルルヴィア」

　この魔王が手伝ってくれたおかげで簡単に城から脱出することができた。瞬間移動の魔法で街に来たのでテレポート酔いで目まいがするが、衛えい兵へいたちにも見られていないはずだ。

「でもメルルヴィア、なんでわたしの家出を手伝ってくれるの？　わたしがいなくなればライバルが減るから？」

「…………ぎく」

「あ、やっぱり」

「……他にも理由はある」

「なによ？」

「……今はナイショ。そのうちわかる」

　それだけ言って、メルルヴィアはまた瞬間移動で姿を消した。

「なんなの、もったいぶっちゃって」

　とはいえ協力者がいるのは心強い。小学生のときと違って、ちゃんと家出ができる気がした。

（さてと、まずはなにをしよう……）

　することはいろいろある。住むところも見つけなければいけないし、これからは食事も自分でなんとかしなければいけない。

　そのためには働いてお金を稼がなければ。

　異世界で働くというのは簡単なことではないのだろうが、本来なら最初からそうすべきだったことだ。転移直後にシュウイチと出会ってなければ、どのみち一人で生きていかねばならなかったのだから。

　そんなことを考えながら、ユズは地面に置いた荷物──家出の原因になった曰いわくつきの通学カバンと学校指定サブバッグ──を手に取るが、

「あれ？　なんか重いわね？」

　サブバッグが妙に重い。

　瞬間移動で荷物を運んでもらったから気づかなかったが、記憶にある重量と全然違う。しかも大きく膨らんでいて、まるでバレーボールかなにかが入り込んでいるみたいだ。

　ユズがいぶかしみながらチャックを開けると……。




「──ウウウ……ナンテ泣ケル話……」




「モモコ!?　アンタ、なんでバッグの中に？」

　そこにいたのは蜘く蛛ものモモコ！　バッグに入れていた漫画雑誌を、涙を流して読んでいた。

「グスッ……感動シタ！　サイコー!!　泣ケル！」

「蜘蛛が漫画読んで泣いてるんじゃないわよ！　しかも人のバッグに入って。……って、まさかカバン漁あさってたの、シュウイチじゃなくてあんただったの!?」

　雑誌目当てにモモコが漁っていたということなのか？　シュウイチを責めて家出までしたのに、実はペットの仕し業わざだったとは。

「どうしよう、シュウイチに悪いことしちゃった!?　……と思ったけど、よく考えたら他にもいろいろやられてるし、そもそもこいつシュウイチのペットじゃない。だったら罪の意識は感じなくていいか。でも──」

　複雑な感情がユズの中を駆け巡る。

「続キハ？」

「なにが続きよ。あんたも責任感じなさいよ」

　この蜘蛛、自力で城に帰れるのだろうか？　だが、家出した直後だというのに戻って届けるというのは、あまりにも格かつ好こうが悪い。そんなことを思うとユズは『やれやれ』という気持ちになった。

「まったく、これから働かなきゃいけないのに余計な悩みの種を増やしちゃって」

　どんな仕事をするのかも、まだ決めていないというのに。

（たしか、この世界に来た異世界勇者は、マヨネーズや火薬なんかを作るのが『よくあるパターン』なんだっけ？）

　そんなことをシュウイチが言っていた気がする。いつぞやのレベル99のカンスト勇者もマヨネーズを作ろうとしていたのだとか。火薬はともかく、マヨネーズなら家庭科実習で作り方を教わった。

　ただ、パターンになっているということは『既に何人もの勇者がやっている』ということでもある。今さら仕事にはならないだろう。

（いったい、なにをすればいいんだろ……？）

　ユズが頭を悩ませていると──。

「コレ使ウ！　ゆず、コレヲ使ウ！」

「これ？　ああ、なるほど……」

　こっちの世界に来たときの騒ぎで忘れていたが、そういえばこんなものもカバンの中に入れていた。
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　大通りの片隅に、やたらと上う手まい〝流しの歌手〟がいる。──そんな噂うわさが広まったのは、その日の昼過ぎのことだった。

「──へえ、そんなに上手いの？」

「──そうなの。聞いたこともない曲調で、しかも歌詞がすごく泣けるのよ！」

「──言葉にできない微妙で繊せん細さいな女性心理を見事に表現した、まさしく天才的な歌詞なの。『会えなくて会えなくて震える』なんてフレーズ、並の才能で思いつく？」

「──歌い方も独特なのです。まるで、後ろに置かれた小さな機械が出す歌声に合わせて口パクで歌うフリをしているかのようなスタイルで」

「──うん、たしかにそんな風ふうに見える」

　若い女性層を中心に、噂は一気に広がっていく。

　謎の二人組の路上歌手──異界風の服を着た少女と、後ろで謎の機械を操作する蜘く蛛も型モンスターのコンビは、早くも街の伝説となりつつあった。

「モモコ、バッテリーまだ平気？」

「ヘーキ！　アト一曲！　アト一曲！」

「そう？　それじゃ、次の曲を……」

　結論から言えば、モモコの操作している機械はスマートフォン。

　カバンに入っていたスピーカーをつないで音楽を流すことで、口パクだけで路上歌手としてデビューすることができたのだ。

　それに、バッテリーが切れても、まだまだできることはある。

「では講こう談だんを一つ……オホン。『──へえ、アンタもカナって言うんだ？』夢を求めて都会に出てきたカナは、旅の途中で自分と同じ名前の少女と出会い……」

　これは、さっきモモコの読んでいた漫画のストーリー。内容はうろ覚えで、本来ならユズはそこまで話し上手な方でもなかったが、先ほどまでの歌で客の気分が盛り上がっていたこともあり──、

「──ああ、なんて泣ける話なのかしら！」

「──この人の話、女心をグッと摑つかむわ」

「──先生！　ユズ先生！」

「──ロマンスの神様！　ラブ王！　恋愛女王！」

　こうして瞬く間に、街の女性たちのカリスマ的存在となっていった。







　夕方までにおひねりは、驚くほどの儲もうけになった。

「フー、いっぱい働いた。まさか、わたしにこんな才能があったなんてね」

「オーモーケ！　オーモーケ！」

　アデルベイン市営の〝公衆浴場テルマエ〟。──日本でいえばスーパー銭湯や健康ランドが近いだろうか。《地球スフイア》の古代ローマでも似たようなものが設置されていたとなにかで聞いたことがあるため、ユズはその存在をさほど不思議には感じることはなかった。

　夕日に照らされる露天風呂に浸つかりながら、彼女は『ふいー』と大きく息をつく。

「テコイレ！　テコイレ！　さーびすカイ！」

「こらっ、騒がないの。なにそれ、どこで憶おぼえた言葉なのよ？」

　ユズの雑誌の影響だろうか？　モモコは湯船にぷかぷかと浮かびながら、漫画のような発言を繰り返す。

「ゆずキョニュウ！　意外トキョニュウ！　オッパイ、オ湯ニ浮イテル！　ぷかーっテ浮イテル！」

「きゃあっ!?　こらっ、触るな！　脚あしでつっつくな！　なによ、その『意外と』って。脂肪なんだから浮くのは当たり前でしょ！　このっ！」

「フギャッ!?」

　突然のセクハラにユズは恥じらいで顔を真っ赤にしながら、桶おけをモモコに投げつける。ピンクの饅まん頭じゆう状の胴体に木製の桶がポコッと当たり、モモコは間の抜けた悲鳴を上げた。

　余談ではあるがユズは《地球スフイア》ではクラスで三番目の巨乳だった。しかし、この世界に来てからは〝巨乳さん〟の異名を取る女騎士ラーラ・ロカがいるため、その点では今一つ目立てずにいた。本人としては願ったりのことではあったが。

「イタタタ、ゆずランボウ……オッ！　アノ人ノ方ガ、モットデカイ！　オッパイ！　オッパイ！」

　八本脚のうちの一本で知らない人を指（？）差すモモコ。ユズは「失礼でしょ」と慌てて止めはしたものの、その一方『なるほど、でかい』とも感じた。

　現在、この女湯にはざっと二、三〇人ほどの客がいたが、モモコが脚で指差していたのはその頂点に立つ人物──緑の肌の女オークだ。

　胸といい腰や尻といい、ユズや他の客たちとは女体としての格が違う。周囲も彼女の体を目にすると、怯おびえたようにビクッとなるか、あるいは無言のまま見入るかしていた。

（たしかに、すごい胸……。というか、よく見たらここって人間以外の客もいるのね）

　エルフやドワーフといった人間ヒユーム以外の人類に、先ほどのオークやその仲間らしきハーピー、コボルトなどの魔族もいる。

　一見、中世社会のように見える《地平シーズベツド》だが、様々な人種が仲良く一緒に湯に浸つかる様子は、むしろ《地球スフイア》よりも先進的だ。

（思ったより進んだ社会なのかな？　それともお風呂が気持ちいいから、気が緩んでるだけなのかな？）

　後者だとしても納得はいく。そのくらい、ここの風呂は気持ちがいい。

　それに日本の露天風呂とどこか似た印象があったため、ユズにとっては田舎に戻ったような安心感があった。──広い湯船で蜘く蛛もと一緒に足を伸ばすと、つい『ふいー』『んぅー』と年寄りじみた声が出る。

「ふいー……いい気分」

「イーユダナ！　イーユダナ！」

　ただ、気分がいいのは風呂のおかげだけではなく、もう一つ──。

（シュウイチに頼らず暮らすのが、こんなに気分がいいなんてね……）

　その点が、ユズに露天風呂以上の解放感をもたらしていた。

　これは『彼シユウイチが嫌いだから、いなくてせいせいする』という意味ではない。むしろ逆。

　ユズは今まで、衣食住全てにおいてシュウイチの世話になっていた。なんの対価も払うことなく。唯一対価を払えるとすれば、彼の望み通り〝ハーレム要員〟として制服デートをしてやることだが、それも最初にきっぱりと拒否した。

　そのためユズは、ただ一方的にシュウイチの世話になることに、罪悪感にも似た感情を覚えていたのだ。

　しかし今日、この日、彼女は自分が『シュウイチの世話にならずとも生きていける』ということを証明した。彼女が今感じているのは、そういった解放感だ。ある意味、シュウイチのことがそこまで嫌いでないからこそ感じられる気分と言っていいだろう。

（自分でも気づかなかったけど……わたし、このために家出したのかもしれない。カバンのことなんか、ただの後付けだったのかも）

　これなら、もしシュウイチのところに戻っても、前より堂々と居い候そうろうできる。

　自分は『世話にならないと生きていけない』のではなく『一人でもやっていけるが、頼まれて城に住んでやっている』という形になるのだから──。

「──って、わたしのバカ！　家出初日から戻ること考えてどうすんのよ！」

　まるで本当は、すぐにでも戻りたいと思っているようではないか。

「ドーシタ？　ゆずドーシタ？」

「い……いえ、なんでもないわ！　それより、明日の予定を考えましょ！　ええと、なにをしようかな……？」

　今後のことを考えることで、強引にシュウイチのことから思考を逸そらす。

　スマートフォンの電池は尽きていたが、これは居酒屋ぼぶで充電できる。あの店には有料のスマホ用充電器が設置してあった。それを知っていたからこそ、家出初日から景気良く何曲も音楽をかけていたというわけだ。

　──とはいえ、ぼぶはシュウイチの息のかかった店。いつでも充電できるとは限らない。

「歌以外の商売も考えなきゃね。講こう談だんは他の漫画やドラマなんかのネタもあるけど──そうだ、雑誌に占いコーナーがあったはず！　あの客層なら占いとかウケそう！　それに、恋愛相談コーナーも！」

「ゆずテンサイ！　モウカリソウ！　モウカリソウ！」

　恋愛の悩みを相談してくる客は、今日だけでも大勢いた。歌や講談の題材から、ユズはその手のことに詳しいと思われているのだろう。

　実際にはそういった経験が一切なく、恋愛トークも苦手で他の女子たちに遅れを取っていたというのに。そんな彼女が、まさか異世界で『ロマンスの神様』『恋愛女王』などと呼ばれるようになるとは。つくづく人生というのは不思議なものだ。

　と、そんなとき──。




「……オッス」




「あら、メルルヴィア。あんたもお風呂？」

　気がつけば、湯船の外によく知る顔が立っていた。
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　黒の魔王と呼ばれたその少女は、腰に手を当て仁王立ちの姿勢で立っていた。

「メルルヴィア……。あんた、湯船に入ってないときはタオルで前を隠しなさいよ」

「……問題ない。……ツルツルなので見せても平気」

「いや、その理屈はおかしい」

　とはいえ、その透き通るような白い肌、折れそうなほど細い腰、脇にうっすらと浮き出た肋ろつ骨こつ、すらりと長く伸びた手足。胸のサイズこそ残念であったものの、それ以外はいずれを取っても完璧な美少女の肉体。彫刻だったなら間違いなく美術の教科書に載るレベル。

　これほど可か憐れんで美しければ、見せても恥ずかしくないかもしれない。

「……ユズ、湯船から上がって後ろを向く。……背中を流す」

「えっ？　あんたがわたしの背中を？　いいわよ、そんなの。自分でやるから」

「……そう。残念」

　メルルヴィアはなぜかガッカリした顔をしていたが、しばらくなにかを考え込んだ末に気を取り直し──。

「……だったら、せめておっぱい揉もませる」

　急に妙なことを言い出した。

「は？　それ、なにがどう『せめて』なのよ!?」

　意味がわからずポカンとなるユズに、メルルヴィアは流れるように話を続ける。

「……本当はもともと背中なんて流す気はなかった。背中を流すフリをしておっぱいを揉みたかっただけ。……他人のおっぱいを揉むのは休日の私のレジャー」

　そんな滅め茶ちや苦く茶ちやを言いながら、有無を言わさず背後から摑つかみかかって胸を揉む。その滑らかな手で触れられて、ユズはまた顔を真っ赤にしながら、

「きゃあああああっ!?　くすぐったい！」

　と悲鳴を上げた。

「……悲鳴に色気は無いが、なかなかの揉み心地。……柔らかく、なおかつ弾力性がある。フニフニプルプルとした質感。……それと、意外に巨乳」

「デショ？　デショ？　イガイニキョニュー!!　イガイニキョニュー!!」

「なんであんたモモコが勝ち誇るの!?　自分のものじゃないんだから！　とにかくメルルヴィア、揉むのやめて！　漫画か！　露天風呂で女同士おっぱい揉むとか！　男子向けの漫画でこういうの見たことある！」












「……やめない。黒の魔王として世界の半分を手中に収めた私だが、実は巨乳でないのがコンプレックス。……その私が羨せん望ぼうと恨みの入り交じった感情で他人のおっぱいを揉もむのは当然のこと」

「そんなドロドロした感情で揉んでたの!?」

「……それに、ユズも意外と悪くなさそうな顔をしている。……げへへ、口では『やめて』と言いながらも、たわわに実った双丘の先に鎮座する花のつぼみにも似たピンク色の頂点は正直」

「なに、その言い回し!?　あと、『げへへ』って笑うな！　──このっ！　いいかげんにしろ！」

　頭をげんこつで二、三発殴ると、さすがの黒の魔王もその手を離した。







「……ユズ、痛い。……さすがにひどい」

「ひどくない！」

　本気で怒るユズの前で、メルルヴィアはぐすんと涙目になる。

　そんな黒の魔王の頭には、それこそ漫画のような大きなこぶが三段重ねのアイスのようにできていた。《地平シーズベツド》の一部の生物は『命の危険はないが痛い』という程度の打撃を受けると、このようなこぶができるらしい。

「……実はお風呂はただのついで。本当はユズが心配で様子を見に来た。……その私になんたる仕打ち」

「そうなの？　それはありがと……。でも大丈夫。今のところ上う手まくやれてるわ」

「……知っている。配下の者に見晴らせていた。だから、この場所もすぐわかった。……それで、ユズ──」

　メルルヴィアはユズの背後から正面に回ると、じっと彼女の目を見つめ──裸同士で目が合ったのでユズは恥ずかしくて、やりづらそうな顔をするが、黒の魔王はそんなことにはお構いなしで──改まって、こう訊たずねた。

「……シュウイチの偉さは、理解できた？」

「えっ？　どういうこと？」

　あまりに予想外の言葉に、ユズはただ湯に浸つかったままキョトンとなるだけだった。

　むしろ、シュウイチに頼らず生きていけそうと思い始めていたところだったのに。

「……城から出て街に出れば、ユズもシュウイチの偉さがわかると思った。……だから家出を手伝っている」

「そんな理由で手伝ってくれてたの？」

「……そう。本当は手伝うかどうか迷った。……シュウイチの偉さがわかると、ユズが彼を好きになってしまうかもしれない。ライバルが増える」

「ううん、それは絶対ないから平気だけど……。じゃあ、どうして？」

　今回だけではない。ユズが《地平シーズベツド》に来た日もそう。あのときも『シュウイチはそこまで悪いやつじゃない』と教えてくれたのは、このメルルヴィアだった。

　なぜ、わざわざそんな話をしてくれるのか？　そんな疑問に、彼女は少しだけ照れくさそうにユズから目を逸そらしたまま答える──。

「……好きな人が他人に誤解されたままなのが不愉快だから」

　ちょっと格かつ好こういい台詞セリフだ。恋愛女王の名は自分よりもこの魔王が相応ふさわしいのかもしれない。──ユズは話をしていて、そう感じた。

「でも、シュウイチの偉さって結局なんなの？　わたしにはまだわからないんだけど」

「……ヒントその一、あの彫像」

「彫像？」

　魔王の指し示した方向に目をやれば、そこには一体の男性像が立っていた。うんと美化されていたものの、モデルがだれか一目でわかる。

　それは、頭に蜘く蛛もを乗せたシュウイチの像。台座の真しん鍮ちゆう製プレートには、この世界の文字でこう刻まれていた。

『──この湯を用いる者よ、彼の偉大さを忘れてはならない』

「ん？　これって、どういうこと？」

「……ここは〝シュウイチ・クゼ記念浴よく場じよう〟。……シュウイチの功こう績せきを語るのに外せない場所」

「功績？　それって黒の魔王あんたを倒したこと？」

「……違う。そのあと」

　魔族との戦いを終わらせ人類を救い、この《地平シーズベツド》を平和にした──そのさらにあとにしたことだ。
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　公衆浴場からの帰り、メルルヴィアは昔のことを思い出す。

　シュウイチを好きになった、あの日のことを。




「……くっ、殺せ。……この黒の魔王メルルヴィア、生きて虜りよ囚しゆうの辱はずかしめは受けない」




　あれは、魔族と人類の最終決戦の日。

　彼女は魔王城の祭壇の間にて、勇者シュウイチとの激戦の末、ついに最後のときを迎えようとしていた。

「シュウイチよ、その女を殺すのだ！　我ら人類の怒り、卑いやしき魔族に知らしめよ！」

　人類の勇将ラーラ・ロカは、負傷で立つことさえできぬ身でありながら、必死に声を張り上げ勇者にメルルヴィアを殺させようとする。──これが人類どもの当たり前の感情だ。それほど長く魔族と人類は憎み合ってきたのだから。

（……だが勇者シュウイチよ、貴様はこれが罠わなと知るまい。……女神に選ばれし勇者の手で黒の魔王の命が尽きたとき、その血を供く物もつとして〝神〟が地上に降臨する。……我ら魔族の神、偉大なる邪神エンドロールＥｎｄｒｏｌｌが！）

　これは、黒の魔王の最後の秘密。他の幹部魔族たちも知らず、終戦後もずっとシュウイチにすら教えていない。

　だからこのシュウイチも、罠の存在に気づかず自分の命を奪うに違いない。メルルヴィアは疑ってすらいなかったというのに──、

「いいや……殺さない」

　しばらく黙したのち、彼は静かにそう言い放った。

「……なぜ？　……どうして殺さない？」

　まさか、秘密の罠に気づいたというのか？　だとすれば、なんという洞察力。──メルルヴィアは初めてシュウイチの底知れなさに恐怖した。

　だが、真相はそうではなかった。

「魔王、お前は殺さない……。なぜなら、俺おれは美少女は殺さないからだ！」

「シュウイチ、ふざけている場合か！」

　ラーラ・ロカが再び声を張り上げるが、彼はずっと真顔のままだ。きっと本気で言っている。その証拠に、逆にラーラをこう怒鳴り返した。

「こんなこと、ふざけて言えるか！　だいたい、この戦争ってなんなんだよ!?　魔族と人類ってどう違うんだ？　俺には全部同じに見えるのに！　人類は救って魔族は滅ぼすとか、そんなの納得できるはずないだろ！」

「シュウイチ、今さらそんなことを……!!」

「黙れラーラ！　今までずっとガマンしてたんだ！　とにかく、俺は殺さないからな！」

　それは彼の心からの叫びであったのだろう。メルルヴィアはそう感じた。魔族の部下からの報告によれば、シュウイチは今まで二度しか魔族の命を奪ったことがないという。

　ならば『美少女は殺さない』というのは照れ隠しであり、あらゆる命を奪いたくないというのが彼の本心ということなのか？

（……だとしても、我が使命は果たさなければ）

　彼女は隠し持っていた短刀を構えると、そのまま最後の力を振り絞って勇者シュウイチに襲い掛かる。

　勝てると思っての奇襲ではない。さすがに命の危機となれば、身を守るために剣を振るうはず。そんな思惑による一撃だったが……。

「……シュウイチ、なぜ避よけなかった……？」

「別に……ただ、なんとなく──」

　短刀は、彼の胸に突き刺さる。身動きひとつすることなく、彼女の凶きよう刃じんを受け止めた。まさか他者の命を奪うより、自らの死を選ぶとは。

　このとき、永きにわたる戦いは終わりを迎えた。

　腕の傷によりメルルヴィアの握力が尽きていたためシュウイチは軽症で済んだが、それでも彼の覚悟はその場にいた魔族と人類、両陣営に伝わった。







　黒の魔王メルルヴィアが剣も魔法も使えぬ人の子を好きになったのは、間違いなくあの瞬間だ。思い出すと、今でも胸がどきどき高鳴る。

（……ユズに、シュウイチの魅力を知られるのは怖いけど──）

　だが、知られないままよりずっといい。──否、教えずにはいられない。

　彼女は一抹の不安を抱えつつも、しかし満足げな表情を浮かべていた。

　ただの恋する少女として。
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　アデルベイン城、客王の間──。

　その日の夜、俺おれは玉座の前に部下たちを集めた。

「くしっ！　コホッ、コホッ！」

「シュウイチ殿、無理をなさらずに……」

　心配そうな顔をするラーラに、俺は言った。

「平気だ。軍医長も『伝染しない』と言ってた。皆に迷惑はかけない」

　この病気は、《地平シーズベツド》の言葉で言うところの〝ケルピー熱〟。水に関係する理由で体が冷え、熱や咳せき、鼻水などの症状が出る。──要は、非インフルエンザ性の風か邪ぜだ。温度計がないので正確な体温は不明だが、三八度はあるだろう。

　だが、今は休んでなどいられない。

「コホッ……それより、まだユズは見つからないのか？」

「は……。全力で探しているのですが──しかし、メルルヴィアの話では『無事でいる』とのこと。ご心配は無用かと。なのでユズのことは我らに任せて、ご養よう生じようなされた方がよろしいのではないでしょうか？　ぐぬぬ……シュウイチ殿、ユズのことばかり心配して……」

　ラーラは重苦しい表情でなにやらブツブツ言っていたが、熱のせいもあって聞き取ることはできなかった。

（……そういえば、モモコのやつも見当たらないな？　どこに行った？）

　あの蜘く蛛もがフラッと姿を消すのはよくあることだが──まさか、ユズと一緒にいるんじゃないだろうな？

「シュウイチ殿、ユズのことも気がかりですが、それとは別にもう一つ……」

「まだなにかあるのか？」

「はっ。アデルベイン市内に〝ラブ王〟〝恋愛女王〟などと呼ばれている人物が現れ、民の間で話題になっております」

「恋愛女王？　異世界勇者か？」

「いえ、勇者の出現は予知されておりません。ですが、先日のイザカヤの件もありますので一応お耳にと思いまして」

「そうか」

　聞けば、その人物とやらは独自の恋愛感覚で市内の女たちのカリスマとなっているのだとか。たしかに捨てて置けない話だ。

「コホッ、ゴホッ……その女を監視下に置け。もし勇者でなくとも警戒するんだ。世界に厄やく災さいを撒まき散らす可能性がある」

「はっ、お任せを！　このラーラ・ロカ、シュウイチ殿のご命令のままに！」
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　翌日──。ユズの占いと恋愛相談は、歌以上の人気を博した。

「コホン、それでは……五月生まれの貴方あなた、今月は恋愛運△！　今は恋よりも友情を大切にしよう！　ラッキーカラーはイエロー、ラッキーアイテムは馬のぬいぐるみ！」

「次ノヒト！　次ノヒト！」

　安いコースの客にはこのように雑誌の占いコーナーをそのまま読み、高額コースの上客の場合は──、

「すてーたす、すてーたす……ウッ！」

「貴方はパン屋の売り子で、家族は両親と妹が一人。悩みは二股をかけている彼氏のことですね？」

「──すごい！　当たってます！」

　このように《地平シーズベツド》でも珍しい能力であるモモコの〝ステータス検索〟を使って秘密を調べ、本人の前で読み上げた。

　あとは、相手の望んでいる答えを言うだけだ。これもステータス画面の補足欄にある『もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ』で『Ｙイエス』を選べば大抵わかった。

「金持ちでいい馬車を持ってる彼氏と、貧乏だけど顔のいい吟ぎん遊ゆう詩し人じん見習いの彼氏、今までと同じく二人同時につき合いなさい。案外とバレないものです」

「──さすがは恋愛のプロ！　真実の愛がわかってる！　ラブ王！　ラブ王！」

　ユズは内心『本当にこのアドバイスでいいの？』『この女サイテー。なにが真実の愛よ』と思ってはいたが、真面目な意見など求めていないのはステータス検索をせずとも見てわかる。

　ことを荒立てないよう空気を読んで適当なことを言う様は、いかにも《地球スフイア》の日本出身者らしかった。実際、シュウイチも似たようなことをよくしている。

「フー、ちょっと休憩。この仕事、けっこうストレス溜たまるわね」

「キューケー、キューケー」

　ユズたちは楽屋代わりの路地裏に引っ込み、差し入れで貰もらったパンを昼食に食べる。モモコと二人で半分ずつだ。──短いフランスパンといった感じの堅いパンで、表面には目の粗い塩と、青あお海の苔りに似た干した海草がふりかけてある。モモコは脚あしでパンを叩たたき、器用に塩と海草を落としてから食べていた。

　磯いそ臭くさいパンを齧かじりながら、ユズは昨日のことを思い出す。

「この商売ができるのもシュウイチのおかげ、か……」







　昨日、露天風呂でメルルヴィアが言っていた。

『──……街に女の客がいるのは、シュウイチのおかげ』と。

　ユズの客は、そのほとんどが女性。──しかし、シュウイチが英雄となるまでは、女が自由に使える金を持って出歩くことなど多くはなかった。

　また、さっきの二股の客は獣人種だったが、人間ヒユーム種の街で異種族が気軽に働いたり表を歩いたりできるようになったのも、そう古いことではない。

　いずれも、魔族と人類の戦争が終わり、シュウイチが英雄兼アデルベインの統治者となってからのことだ。

『──……シュウイチが女に権利を与え、種族間の差別も禁止した。……このアデルベインが最初に始めて、他の国にも広まった』

　シュウイチの出身地である《地球スフイア》の日本では普通のことだが、この世界では反発も多かった。しかし──、

『──……この公衆浴よく場じようは、その象徴。……世界で初めて〝女湯〟を設置し、異種族や魔族の入浴も許可した』

　本来、中世ヨーロッパ風封ほう建けん社会のこの世界では、女性は浴場を使うことが許されなかった。異種族や、ましてや敵であった魔族は言わずもがな。

　しかしシュウイチは、のちに〝シュウイチ式〟と呼ばれることになるこの公衆浴場を建設することで、戦乱を終えた直後の人類諸国に『性別や種族の差で争うことの虚むなしさ』を伝えたのだという。

　諸国の王たちはそのメッセージに感激し──さらには英雄である勇者シュウイチの施し策さくであり、黒の魔王メルルヴィアも強力に後押しをしたため──協議の末、各国とも同様の政策を（程度の差こそあれ）取り入れることとなる。

　それほどの功こう績せきを成し遂げたのだから、浴場に彫像が立つのも当然のこと。メルルヴィアはそう締めくくっていた。







「ま、そういうことなのかもね……。けど、信じられない！　いかにも〝女の敵〟って感じのシュウイチが、女性解放の立役者だなんて！」

「シュウイチ、オンナノテキ！　シュウイチ、オンナノテキ！」

　シュウイチは、ユズが考えていたよりずっと立派な人間であったということらしい。

（あれだけ既得権益、既得権益って言って〝勇者狩り〟をしているシュウイチが、そんな風ふうに世界を救ってただなんて……）

　ただ、普段は変革を望まぬシュウイチが〝大きな改革〟を提唱したからこそ──即すなわち、滅めつ多たにないことだからこそ、他国も彼に従ったのだろう。

　その後、シュウイチは諸国に大きな影響力を持ちながらも改革と呼べるものは他に一度か二度しか為なさなかったという。

（つまり、軽々しく世界を変えるべきじゃないってこと？　居酒屋ぼぶの店長やステータスカンスト勇者、それから今のわたしみたいに、たいした覚悟もないまま《地球スフイア》の知識や技術を披露してはいけないって意味？）

　シュウイチが為した改革を思うと、歌や占いで日銭を稼ぐ自分がひどく浅はかな人間に感じた。

「ねえモモコ、思うんだけど、この商売はもう……」

　やめた方がいいと思う。そう言おうとした、まさにその瞬間──。




「──動くな！」




　ユズの首筋に、冷たい金属の感触がした。

　それは剣。大きく曲がった蛮ばん刀とうが、彼女の首に突きつけられていたのだ。

「そのままゆっくり、私の指示する方へと歩け」

「だ、だれなの……？　言うこと聞くから刀を下ろして……」

　ユズはうろたえながらも目だけを動かし、ちらりと声の主を見ると──、

（あ……っ！　この女は!?）

　そこには、見覚えのある姿があった。名も知らず、何者なのかもわからなかったが、しかし、その姿は決して忘れるはずもない。

「イイカラダノおーく！　イイカラダノおーく！」

　そう。それは公衆浴よく場じようの露天風呂にいた巨乳のオーク。

　あの〝いい体をした女オーク〟だった。

「ナントイウ超展開！」
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「そのまま歩け。逃げようとしても無駄だ」

　女オークは、ユズとモモコを裏路地の奥へ奥へと連れて行く。

　ユズは最初『このオークはシュウイチの部下で、自分たちを城に連れて帰ろうとしているんだ』と思っていた。──しかし、実際はそうではないらしい。人目につかぬよう裏道を通って、どんどん城から遠ざかっていく。

（どうしよう……。でも、たしかメルルヴィアの配下がわたしを見張ってくれてるのよね？　だったら、そんなに心配いらないのかも──）

「女勇者ユズよ、助けを待っているなら諦めるがいい。メルルヴィア姫猊げい下かはお前に見張りをつけていたが──その見張り役がこの私だ」

「なんですって!?」

　予想以上に事態は深刻であるのだと、さすがにユズたちも気がついた。首筋あたりがぞっとなる。

「貴方あなた、何者なの……？　わたしたちをどうする気？」

「我が名は〝白い牙２７８〟。オーク種〝長い剣歯〟氏族で一番の剣の使い手。そして、世界が変わることを望まぬ者だ」

「どういうこと？　わたしはそんな──」

「とぼけるな！　お前は《地平シーズベツド》に恋愛論を広めようとしていた。それが私や仲間の怒りを買ったのだ。その罪、万死に値する！」

「死って……!!　そりゃ、軽々しく異世界の文化を伝えたのは悪かったけど、このくらい大した影響は出ないでしょ？」

「自分のしでかしたことの重大さがわかっていないようだな？　お前がきっかけで、この世界が恋愛ブームになったらどうする？　世の女たちが調子に乗って、喋しやべる話題は常に恋愛のこと、口を開けば彼氏の自慢ばかり、モテていない者は女扱いどころか知的生命にんげん扱いすらしてもらえない……そんな世の中になったらどうすると訊きいているのだ！」

「それは……地獄かも」

　本当はユズも恋愛沙汰が苦手なタイプであるからよくわかる。《地球スフイア》の日本は既にそのような地獄だったが、それを彼女は知らず知らずのうちに異世界にまで拡大させようとしていたのだ。

「そうか──わたし、そこまで悪いことをしていたのね……。でも、そういうのってモテない女の意見でしょ？　わたしはともかく、あんたみたいなタイプはむしろその方が尊敬されてトクなんじゃない？　派手だし、すごくモテそうな感じだもん」

　だが、ユズの言葉を聞き、オークは怒りも露あらわに声を荒げた。

「ふざけたことを！　この〝白い牙２７８〟は、非モテの陰キャラ！　オーク種では有名なブサイクなのだ！」

「そうなの!?」

「オーク男子からは『あいつ、体つきヒョロヒョロのガリガリだよな。腰なんて細くて人間ヒユームみてえ』『なのにオーク女だから性格キツいんだよ。だったら、いっそ本物の人間ヒユームの女戦士の方がいいね』みたいな陰口叩たたかれまくりで、現実の男性が怖くて、今では魔王軍の美術部の仲間と共に、即売会に出すＢＬボーイズラブの絵を描いたりしている。──余談だがＢＬの概念は二百年前に《地球スフイア》からもたらされたものだ。その時代、オーク種に転生した異世界勇者がいたらしい」

「ちょっと待って。いっぺんにいろんな情報詰め込まないで。──えっ、魔族軍って部活があるの？　しかも文化部!?」

　ツッコミが追いつかなかったが『即売会』の部分も気になるところだ。ともあれ、この女オーク、一見寡か黙もくそうだが喋しやべり始めると止まらないタイプだったらしい。

「我らのような者は、お前の変える世界では生きられぬ。なので悪いが命を奪うぞ」

「待って！　もう恋愛相談なんてしないから！　わたしも本当は『恋愛論を語る女は、いけすかなくて不愉快』と思ってたの！　だいたい、殺さなくてもシュウイチのところに連れていけばいいだけの話でしょ？」

「否。シュウイチ様はお前に甘いと聞いているし、それに生かしておいては気が済まぬ」

「そんな乱暴な!?」

「勇者ユズよ、『異世界と接する』ということを軽く見たな？　シュウイチ様も女湯を造るときは並々ならぬ決意であったという。だからこそ、女湯反対派に命を狙われながらも建設を決行するその姿に、皆が心を打たれたのだ。──決意のない者はその逆になる。我が仲間たちの手によってな！」

　そう言ってオークの〝白い牙２７８〟は、路地の突き当たりにある煉れん瓦が造りの古倉庫へとユズを無理やり引きずり込む。

　広く薄暗い建物の中には、十数名ほどの武装した女たちが待ち構えていた。それは人間ヒユーム、エルフ、ダークエルフ、スフィンクスなど様々な種族による混成集団で、年齢もばらばら。傍はた目めにはなんの集まりであるのかわかるまい。

〝白い牙２７８〟は『副隊長』と書かれた腕章を嵌はめつつ、改まってユズへと告げる。

「女勇者ユズよ、お前はここで死ぬのだ。──我ら〝人類・魔族合同リア充Ｚｅｔｔａｉぜつたい殺し隊（女子の部）〟の怒りを思い知れ！」

「そんな名前の団体に殺されるのはイヤ！」

　ユズは悲鳴を上げつつも、頭のどこか奥深くでは、

『──これは、罰なのかもしれない』

　そんな反省と諦めの入り交じった感情が芽生えていた。

　この女オークの言う通り、ユズはなんの決意もないまま、軽い気分で異世界に影響を与えようとしていた。それも、自分も好きではない種類の影響を。みんなが恋愛のことしか口にしない世界のことを、決していい世界とは思ってなかったのに。

（お金欲しさで異世界を悪い方に変えようとしてたんだもの。この人たちが怒るのは当然よ。──それにくらべてシュウイチは偉かったのね。今さら手遅れだけど、あいつのこと尊敬する……）

　ユズが覚悟を決めて目をつぶった、次の瞬間──。




「──お前たち、そこまでだ！　……コホッコホッ、ゲホッ」




　突如、倉庫の扉が、ばーん、と音を立てて乱暴に開かれる。

　そこにあったのは、シュウイチの姿だった。
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　俺おれはラーラとメルルヴィアを引き連れ、倉庫の中に突入した。間一髪だ。事件を未遂で防ぐことができたのは、ラーラたちの熱心な捜査と、それから──、

「シュウイチオソイ！　シュウイチオソイ！」

　モモコの活躍だ。ユズたちが占いをしていた大通りから、蜘く蛛もの糸が倉庫までずっと伸びていた。おかげで俺たちは、このアジトを知ることができた。

「コホッ、ゲホゴホッ！〝長い剣歯〟氏族の戦士〝白い牙２７８〟よ、お前の怒りはもっともだ……ゲホッゲホッ、ゴホッ！　この俺とて恋愛論ばかりを語りたがる女への苛いら立だちはだれにも負けぬし、恋愛ブームによりリア充が跋ばつ扈こする世の中が来ることをだれよりも強く危惧している。お前たちのしたことは正義そのものであり、本来ならば褒ほめ称えるべきことではあるが、しかし……ゲホッゲホッゴホッゴホッゲホッ！　ウウウ……」

「……シュウイチ、無理はよくない」

「あとは我らに任せて、後方にてお休みください」

「ウウ……お前たち、頼んだぞ……」

　突入後、賊ぞくたちはすぐに全員取り押さえられた。これはラーラとメルルヴィアの戦闘能力の賜たま物もの──ではなく、敵に抵抗の意思がなかったからだ。

　見覚えのある女オークだけは長年のライバルだというラーラと大立ち回りの末に捕縛されたが、それ以外の者たちは『裁きの場で自分たちの正しさを証明したい』と全員すんなり投降した。テロリストとはいえ潔い。

　こうして俺は、ユズの暗殺を未遂のうちに防ぐことに成功する。

「ユズ、無事か？　……ゲホッゲホッ、ゴホッ！」

「無事だけど……あんたシユウイチの方こそ大丈夫なの!?」

「問題ない……コホッ、コホッ。そうか、無事でよかった……」

　気が緩んだからか、膝からガクリと力が抜ける。熱があるのに無理をしすぎた。







　目が覚めると、俺は城の四階にある寝室にいた。

　遠くで鳴る鐘の音からして、半日近くも眠っていたらしい。もう夕方だ。窓の外では日が赤くなっている。

　そしてベッドの脇では──、

「あっ、シュウイチ起きた？　具合どう？」

　ユズが心配そうに、俺おれの顔を覗のぞき込んでいた。

「ユズ？　どうしてここに？」

「どうしてって……た、ただのお見舞いよ！　それから、その……お礼を、言いたくて。熱があるのに助けてくれたんでしょ？　ありがとう……」

「そうか……。改めて礼を言われると照れる」

「うん……。あとね、その──ごめんなさい……。謝らないと。今回の件ではいろいろ迷惑をかけたし、カバンのことも濡ぬれ衣ぎぬで──」

「いいや、謝るのは俺の方だ。すまない……本当はお前のカバンを勝手に漁あさった。あるものを勝手に借りた」

「えっ、そうなの？　……やっぱり体操着？　この変態！」

「違う。そこの机の上のものだ」

「机？　……なにこれ！　なんでこんなものを!?」

「恥ずかしくて言い出せずにいた。すまない」

　個人的な気分としては、体操着を盗んだと思われた方がましだった。これを知られるのはあまりにも恥ずかしい。

「これ……数学の教科書じゃないの！　それに現社に保体も！」

「《地球スフイア》式の数学の書物が欲しかったんだ。測量、弾道計算、統計──魔法なしでいろんな計算ができるようになるかもしれない。社会科の教科書は新しい法律作りの参考にするために、保健体育は軍医たちに見せようと思って借りた」

「つまり、勉強しようと思って盗んだわけ？　自主的に？　テストもないのに？」

「ああ、テストもないのにだ。俺は《地球あつち》じゃ勉強が嫌いで、『こんなものなんの役に立つんだ』と怠けてばかりいた。だが、こっちに来て使い道を知った。どれも役に立つ知識ばかりだ」

　最初、ユズは驚いてぽかんとした顔をしていたが、次第にその表情は変化していく。これは、感心しているときの顔だ。

「へえ……。シュウイチの意外な一面を見たわ。そんなに勉強熱心だったなんてね」

　だから知られたくなかった。恥ずかしい。自分の体を搔かきむしりたくなる。

「ふふっ。でも、あんたがそういうやつだってのは知ってたわ。家出中にいろいろ見たり聞いたりしたの。女湯の件とかね。わたしの前ではバカばっかり言ってる勇者シュウイチが、どれだけ立派な人で、どれだけ皆から感謝されてるのか──」

　だから、よしてくれ。『バカばっかり言ってる男』で構わない。熱とは関係なく顔が赤くなりそうだ。

「それと、『熱で倒れそうでも、わたしのこと助けに来てくれる』ってこともね」

「まあな……。だが、一応言っておくと、俺はラーラやメルルヴィアや他のやつでも、同じように助けたぞ？」

「ええ、そうでしょうね。だから偉いと思ってるのよ」

　そう言ってユズは、くすっ、と初めて見る種類の笑みを浮かべる。──それがなにを意味する笑顔なのか、あるいはなにかの皮肉だったのか、俺おれにはわからないままだった。

　窓からは夕日が差し込み、部屋の中を真っ赤に照らす。

「シュウイチ、日差し眩まぶしい？　カーテン閉めてあげようか？」

「頼む。半分だけでいい。景色が見たい」

　急な申し出だったが、もしかするとユズもなにかで照れていて、それで後ろを向こうとしていたのかもしれない。

（いや……。さすがに、そこまで可愛かわいげのある女じゃないか）

　顔が赤くなっていたように見えたが、それも夕日のせいだろう。

　ユズはカーテンに手をかけるが──途中で、なぜかピタッと動作が止まった。

「ねえ……シュウイチ、ちょっと」

「どうした？」

「この部屋の窓、気がついたことがあるんだけど……。それと、机の上に置いてある望遠鏡についても」

「窓と望遠鏡……？　あっ、しまった！」

　しくじった。まだ熱で頭がどうかしていたらしい。

　ユズを窓に近づけてしまうだなんて！

「シュウイチ！　ここの窓、女湯が見える！　公衆浴よく場じようの女湯の露天風呂が、ものすっごくいい角度で！」

　気づかれた。ユズのやつ、やはり勘がいい。

「あんた、さてはそれで女湯作ったのね!?　女性の権利や解放なんかは関係なく！　城から露天風呂を覗のぞくために！」

「待て。誤解だ。ちゃんと女性の権利や解放についても考えていた」

「ついて〝も〟ってなによ！　ついて〝も〟って！」

　いけない。また余計なことを言った。
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　そのあと俺はユズからさんざん怒鳴られ、女湯にはその夜のうちに高い壁が造られる。これが今回の事件、最大の犠牲であると言えよう。

〝人類・魔族合同リア充Ｚｅｔｔａｉぜつたい殺し隊（女子の部）〟の面々は、リーダーの女オーク以下全員を微罪で済ますことにした。──これは、彼女たちの用意していた武器が全て訓練用のダミーで『脅かすだけで、本当に殺す気はなかった』と殺意を否定していたからと、被害者であるユズ本人の口添えによるものだ。

　気前が良すぎたかもしれないが、殺意がなかったのも本当だろうし、なにより彼女オークたちの言い分もわかる。これが妥当な処置のはずだ。

　ユズはうやむやのうちに家出をやめて城に戻り、また塔のゲストルームに住んでいる。女湯の一件で関係が悪化するかもと不安だったが、不思議なことに態度はむしろ軟化していた。……女というものはわからない。

　ともあれ、ユズの家出騒動はこれにて一応の決着となった。







　同時刻。アデルベイン北部の荒野にある隠れ家にて──。

「──そうかい。失敗だったか」

　若き貴族は報告を受け、自分の腕章を外して火を点つけた。

　この目元涼やかな若者は、〝武王〟の三男であるヴィグレイ子し爵しやく。──その彼の手により〝人類・魔族合同リア充Ｚｅｔｔａｉぜつたい殺し隊（女子の部）隊長〟と書かれた腕章が、燭しよく台だいの炎で灰になる。

「ま、仕方ないさ。次の手を考えるよ」

　そう言って形のよい唇の両端を、にい、と不敵に吊つり上げた。

　ヴィグレイ・リィ・ドレイヴァー無任地子爵。またの名を〝悪役令嬢〟。

　この男装の麗人がシュウイチたちの運命に本格的に関わってくるのは、もう少し先のことになる。
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　聖騎士──それは強さと気高さ、信仰心、その三つを併せ持つ戦士たちのことである。

　アデルベイン城にはラーラ・ロカたち一二名の女性聖騎士による〝イース聖堂騎士団〟が常駐しており、〝聖騎士の間〟と呼ばれる執務用の部屋が与えられていたが──、

「は～い、皆さん、おやつとお茶は行き渡りましたか～？　それでは、我らが始祖ヴァリス＝アテナの名において～……ただ今より第一九四回『ラーラ聖騎士長の恋はこれでいいのか定例会議』を始めま～す」

「ウウウ……いつもながら、聖騎士長の私がなぜこんな辱はずかしめを……」

　そこで残りの聖騎士一一名により、ラーラは事実上の『吊つるし上げ』を喰くらっていた。

　彼女は真っ赤になってうつむいていたが、そんなリーダーの気持ちなどにはおかまいなしに、騎士団ナンバー２のシュロノ・ルゥ副長（一九歳）はいつものようにニコニコと司会を務める。

「それでは皆さん、ご意見を～」

「──はいっ！　こないだシュウイチ殿が風か邪ぜのとき、看病しなかったのがよくないと思います！」

「──そうだ、そうだ！　看病すれば、寝顔も寝巻き姿も見放題だったのに！」

「──いや、むしろグッタリしてるところを襲うべきだったのでは？　せめて布団に潜り込むとか……」

「ま……待て！　貴様たち、破廉恥な！　この聖騎士長ラーラ・ロカが、そんなことをするはずなかろう！」

　ラーラはますます顔を赤くしながら反論する。襲うのはもちろんのこと、布団に潜り込んだり寝顔や寝巻き姿を見るなんて……。

「もし、そんなことをしたならば……私は恥ずかしくて死んでしまう！　今でさえ、その……想像するだけで心臓がどきどきしすぎて苦しいというのに！」

　その必死に恥じらう姿に、他の聖騎士たち一一名は全員そろって『キュン』となる。

「う～ふ～ふ～。もうっ、聖騎士長ラーラちやんたら～。そんな反応されたら、私たちの方がキュン死しちゃうじゃないの～。それじゃあ、ほかにぃ～……聖騎士長ラーラちやんをもっと追い詰められる意見ある人～!?」

「なんだと、副長！」

「──はいっ！　いつものことですが、鎧よろいの露出度をもっと上げたらどうでしょう？　ここの部分のパーツをさらにひとつ外してですね……」

「その意見、採用～」

「貴様ら、いいかげんにしろ！　鎧よろいに触るな！『中身』が見える！」

　ラーラは後ろから両手を羽交い絞めにする副長を投げ飛ばし、胸甲の部品を外そうとする部下たちを三人まとめて殴り飛ばす。気高く信仰心篤あつき聖騎士たちの定例会議は、三回に一回はこのように聖騎士長の大暴れで閉会となるものだったが──、

「──聖騎士長殿、伝令です！」

　予知魔法士からの急報が届いたのは、ちょうどそんなときのことになる。
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　城の片隅にある一室で、声を落として俺おれは訊たずねた──。

「ワーグナス翁おう、ブラジャーの件はどうなってる？」

「ウム、シュウイチ卿きよう。順調じゃ」

　この世界では魔法使用者マジツクユーザーのことを『魔法士』と呼び、中でも特に高レベルの者は『魔導師』などの称号で呼ばれる。この大魔導師ワーグナス翁もそんな一人だ。

　翁とは居酒屋ではいろいろあったが今では和解し、こうしてアデルベイン城の一室で秘密会議を開いていた。

「フフ、魔法研究の権威である我輩がこれほど苦戦するとはのう……。しかし、繊維の編み方で魔方陣を構成する技術と組み合わせれば、術式も小型化できる。じきに同じものを製造できよう」

　この世界で《地球スフイア》の技術を再現するのは大変だ。

「最近見つかった新たな技術的問題──背中側から微妙に透ける、いわゆる『すけぶら』についても、透明化の魔法を大急ぎで作製中じゃ」

　透けブラか。あれはいいものだからな。絶対に再現してもらわなければ。

　ここしばらく、ユズには形状だけ真ま似ねをした単なる布製の下着を支給していたが、あれはたしかに透けてなかった。

「あとの問題は……〝匂い〟じゃな」

「匂い？」

「そうじゃ。ここにユズ嬢じようが昨日一日着用した実物があるじゃろう？　無論、異界製のオリジナル品であるのじゃが──ユズ嬢が使ったあとのぶらじゃーは、なにやらほんのりと良い匂いがするのじゃ」

「本当か？　どれどれ……なるほど言われてみれば」

　顔を近づけクンクンと嗅いでみれば、たしかになにやら良い匂いがする。なぜか心が落ち着くような気もした。癒いやされる。

　そうか……。女子高校生のブラジャーとは、このような香りを放つものだったのか。

「この匂いを再現できねば全く同じとは言えぬじゃろう。というか、この匂いを再現して魔法薬か香水が作れぬものか……。む？　これシュウイチ卿きよう、いつまで嗅いでおる。一〇代の少年が下着の匂いを嗅ぐ姿は、なんというかいろいろと問題を感じてしまうぞ」

「それを言うなら自分だって同じじゃないか。ブラジャーを嗅いだから、匂いがどうって話になったんだろ？　孫もいる爺じいさんがそんなことをする姿は──」

「いや、我輩は問題ない。なぜってこのジジイ姿はオーバーボディで、実は中身はロリババアだからじゃ。昔、二〇〇歳になった記念に思い切って幼女化したんじゃよ。ほれ」

「なんだと？　あっ、本当だ!?」

　パカッと開いたジジイボディの中からは、ひらひらフリルのドレスを着た七、八歳の幼女の姿が。さすがにこれには意表を突かれた。

「フハハハ、エロかろう！　息子の嫁が本気でキモがるので、仕方なく普段はジジイの姿になっておる。『幼女の姿でいるなら二度と孫には会わせない』とまで言いおるからのう。そんなわけで、ジジイでなく幼女だから下着の匂いを嗅いでも問題ないのじゃ！」

「いいや、中身がジジイで普段の外見もジジイなら、それはほぼ一〇〇％ただのジジイだ。幼女の外見よりも、そういう中身の部分がキモがられてるんだと思うぞ」

　実際、かなりキモいしな。だが『仕事だから問題ない』などという言い訳をしないところは潔くて尊敬に値する。さすがは大魔導師だ。

「とにかくシュウイチ卿よ、ぶらじゃーを我輩に返すのじゃ。研究のために必要だからの」

「わかってる。だが、もう少し、もう少しだけ……あと一〇秒だけ嗅いでから……」

　最近疲れることが多かったからな。いわゆるアロマ。俺おれの求める癒いやしが、全てこの香りの中にある……。

　と、そのとき急に気づいたことがある。なぜだか妙に頭が軽い。──いや、違う。普段乗っているはずの重さが頭になかった。

「……？　モモコはどこに行った？」

　さっきまで頭の上にいたはずなのに。なにやら悪い予感がしたが──。




「コッチ！　ゆずコッチ！　オマワリサン、コイツラデス！」

「シュウイチ!!　あんた、なにやってんのよ！」




　この手の予感というのは当たるものだ。モモコのやつ、ユズを連れて来やがった。

　あとジジイ、走って逃げた。逃げ足速い。
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「このっ！　このっ！　シュウイチ、このっ！」

「痛い！　やめろユズ、痛い！　やめて！」

「──大変です、シュウイチ殿！」

　部屋にラーラが飛び込んできたのは、俺おれがユズにボコボコに殴られている真っ最中のことだった。だが、どうやら助けに来てくれたわけではないらしい。

「どうしたラーラ？」

「は……。たった今、予知魔法士たちから連絡が。異世界勇者の出現が予知されました。出現予想地点はドレイヴァー候王国、東端のメドウ丘陵です」

　ドレイヴァー候王国は、ワーグナス翁おうやメルルヴィアの仲間──イザカヤ三銃士の〝武王〟ドレイヴァー一世の国だ。

「そうか。候王国に勇者が……」

　あの国はアデルベイン市の近隣国ではあるものの、領地が東西に長く、東端まではかなりの距離がある。軍を率いての移動では、片道だけで二日はかかるだろう。ちょっとした遠征軍になってしまう。──しかも、面倒ごとはそれだけではなかった。

「それで、出現予想日時は？　魔法士たちは、いつ勇者が来ると言っている？」

「はっ、それなのですが……既に出現済みとのことです！」

　居酒屋に続き、またも出現済みの異世界勇者だ。














　　　　　　　　　１






　冷たい気流が顔を撫なで、ユズに殴られた傷に染みる。──初めてのことではなかったが、それでも空を飛ぶというのは慣れないものだ。

「……シュウイチ、もっとベタッとくっつく。……手もギュッと腰に回す」

「わかった、メルルヴィア……。こうか？」

　ワイバーンという生き物は体長一〇メートル以上もあるというのに、人が乗れるスペースはせいぜいオートバイ程度しかない。魔法のかかった鞍くらのおかげで乗り心地は悪くないものの、狭さはどうにもならなかった。

　俺はタンデムの要領で操手メルルヴイアの真後ろに跨がっていたが、言われるままにベタッと腰に手を回すと、

「…………ウヒョー」

　この魔王、いきなり妙な声を出す。

「なんだ、そのリアクション？　なにを意味する反応なんだ？」

「……なんでもない。……鼻血が出そうになっただけ」

　本当に大丈夫なんだろうな？

　余談だが、メルルヴィアのやつ瘦せ型スリムなのは知っていたが、その腰は想像以上にほっそりしていた。抱きついていて折れてしまわないかとドキドキする。まさしく『手折れそうなほど』というやつだ。あと、体が温かくて心地よい。

　ともあれ空は青空。ところどころに白い雲が浮き、陽光は眩まぶしすぎない程度に照る。そんな快晴の中、ワイバーンは空を舞う。風に乗り、東へ東へと。

　先行して、勇者の出現したメドウ丘陵に向かうために。

　ただ一騎、護衛もつけずに。

　今のままでは情報が少なすぎるため、作戦もなにも立てられない。俺おれは留守をラーラに任せ、こうして現地に飛んだのだが──、

「さすがに、二人だけで行くのは無用心だったかもな」

　しかも同行するのがナンバー３のメルルヴィアとは。

「……仕方ない。急ぎで用意できるワイバーンがこの一頭だけだった。……ワイバーン操手の免許を持つのも、今は私しかいない」

「それはそうだが……」

「……それに、シュウイチとお泊まり旅行のチャンス。一気に関係を深めてしまう。……げへへ」

「メルルヴィア、なんて言った？　よく聞こえなかったぞ？」

「……なんでもない。……途中にいい温泉があるので寄っていく」

　いいや、そんな暇はない。

「そういえばメルルヴィア、〝武王〟のおっさんは国に戻ってるんだったな？」

「……そう。三日前、イザカヤでドレっちが言っていた。……『国元から帰ってこいと言われたので、持ち帰れるつまみと酒をありったけくれ。それと、カルアミルクとカルピスサワーおかわり』と」

　あの酔っ払い、五二歳なのにずいぶん可愛かわいらしいもの飲んでるな？　あと、ドレっちなんて呼ばれてるのか。

　ドレイヴァー候王国──それは偉大な戦士ドレイヴァー一世が、戦場での武勲のみで勝ち取った国だ。

　アデルベインよりも北側にある国で、以前述べたように東西に長く広がる領地を持っていたが、しかし国土のほとんどは荒野と岩山。しかも西は魔族領との境界線が近く、東もやはり魔族の進入経路となる北方の山岳地帯や大森林に接している。周辺の国々にとっては一種の緩衝地帯とも言える存在だった。

　とはいえ、それも過去の話。魔族との戦争が終わった今、その長大な国土自体が人や物資を運ぶ通路となり、多くの金と利権を生み出すだろう。その点はこのアデルベイン市と事情が似ている。

　異世界勇者が出現したのは、その東端。いくつもの周辺国と国境を接する商業と軍事の重要拠点となる地域だった。

「……帰り道では、このへんの自力で帰れない山の中で『疲れたから一休みしていこう』とか言って宿に泊まる。……いけない、想像してたらまた鼻血出る」

　メルルヴィアのやつ、またなにかブツブツ言っていた。

　やがて半日近くも飛び続け、やっと目的地が近づいてくる。

「……シュウイチ、そろそろ着く。……たぶん、あの丘が勇者の出現予想地点」

「丘って、あれか？　……おい、ちょっと待て」

　俺おれは背中のリュックから望遠鏡を取り出し、そのレンズを覗のぞきこむ。次の瞬間、あっと思わず息を吞のんだ。

　その低い丘──メドウ丘陵にいたのは、なんと……。

「あれは、まさか──」

「……シュウイチ、見る。ファッションセンスのない連中がいる。……沼から上がったような緑の服で、やたら角ばった鉄の家に住んでる」

　いいや、違う。──あの緑の服は迷彩服。《地球スフイア》の軍人が着る服だ。

　そんな格かつ好こうの男たちが何百人と、そこにいた。

（信じられない……。なんで、あんなのが──しかも、あんな数で！）

　角ばっているのも『家』じゃない。車輪がついてないのでわかりにくいが、あれは『車両』だ。荒地を駆け抜ける無限軌道キヤタピラと、分厚い金属の装甲、強力な火砲を兼ね備えた、《地球スフイア》科学文明の超兵器。

　つまりは〝戦車〟。

　それが、ざっと二〇両以上も！

　トラックや高機動車ジープといった戦車以外の車も含めれば何十台という数だった。メルルヴィアが家と勘違いしたのも無理はない。まるで町を作るかのように、丘に陣を布しいている。

（地球の軍隊!?　一人だけならともかく、どうしてこんな大軍が？　いや──それよりファンタジー世界に軍隊なんて！）

　望遠鏡越しに目を凝らせば、迷彩服の肩に縫いつけられた小さな国旗が目に入った。見覚えのある白地に赤丸のあの旗が。

「あいつら、日本人か……？」

　つまりは陸上自衛隊。

　陸自の歩兵に陸自の戦車だ。







「起きろモモコ。お前の出番だ」

　俺が背中のリュックをぽこっと叩たたくと、モモコはチャックの隙すき間まから、前肢で目をこすりながら顔を出す。

「ムニャムニャ……。シュウイチイタイゾ」

「いいから起きろ。この距離からステータス検索はできるか？」

「ムニャ～……すてーたす、ウッ」





　　陸上自衛隊第一次〝災地〟派遣隊──職業：勇者（群れ）　レベル：12

　　種族：人間種　戦闘スキル：個別ウィンドウへ　魔法スキル：なし

　　体力15、かしこさ８、運３（※いずれも平均）

　　異世界災害の原因となった〝災地〟への派遣大隊。

　　旭あさひ川かわ駐ちゆう屯とん地ちの第二師団を基幹として編成されており、現段階では一〇〇〇余名が〝災地〟に突入済みとなっている。主な戦力は以下の通り。




　　・普通科中隊×四（六一七名。八九式小銃、ミニミ軽機関銃他装備）

　　・戦車中隊×二（一〇式戦車一二両、九〇式戦車一二両）

　　・その他、偵察小隊×二、施設中隊×二、他多数




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






　やはり、陸上自衛隊。

　しかも、ステータスによれば『職業：勇者（群れ）』とある。

（つまり──この部隊、全部ワンセットで勇者なのか？）

　前にも二人組や三人組の勇者は見たことあったが、まさか大隊全員で勇者とは。

（それに、気になる文面があるな……？『現段階では一〇〇〇余名が突入済み』？）

　まるで、《地球スフイア》から追加の勇者を送り込めるかのような書き方じゃないか。

　俺おれが首をかしげていると、メルルヴィアが地面に向かって手を振り始める。

「──？　なにしてるんだ？」

「……シュウイチも手を振る。……あそこにいる沼ぬま人じん、面白い」

　沼人というのは、迷彩服のイメージから来たメルルヴィア式の呼び方らしい。

　けど、面白いって、なにが？

「……あの肩に丸太をかついだ沼人、ワイバーンの動きに合わせて動いている。……こっちが右に行くと右、左に行くと左を向く」

「丸太……？　違う、やばい！」

　それは丸太じゃない。モモコがリュックの中で騒ぎ出す。

「シュウイチ、ニゲル！　あーぴーじーっ！　あーぴーじーっ！」





　【九一式携帯地対空誘導弾】通称ハンドアロー。

　　高度な誘導装置を備えた携帯式防空ミサイルシステム。

　　兵士一名での携帯・使用が可能。最大射程五〇〇〇メートル。




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






　映画でよく見る携帯対空ミサイルステインガーの自衛隊版──つまりは、五キロ先の航空機を撃ち落とすための飛び道具だった。

「メルルヴィア、防御魔法を張りつつ全力で逃げろ！　撃ってくるぞ！」

「……よくわからないけど、わかった。……急旋回で逃げるから腰ギュッする」

　言われなくても！
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　メドウ丘陵からワイバーンの翼で約一時間。

　ミサイルで狙われた俺おれたちは丘から全速力で逃げると、そのまま候王国の王都であるミドレイヴァー市に入る。

　今は王宮の応接間で一息ついているところ。俺はワイバーンでの旅疲れとミサイルに狙われた精神的疲労のために、グッタリと客用の椅い子すに深く腰掛けていた。その一方、メルルヴィアだが──、

「……飲み物おかわり。……それと、ごはんを早く持ってくる」

　さすがは黒の魔王。同じ目に遭ったのにやたら元気だ。それと友好国とはいえ、あまりにも堂々とした態度だった。

「……いっぱい腰ギュッされて、ウヒョーしすぎてお腹なか減った」

　どんな理由だ。

　しばらくすると、見覚えのある青年貴族がやって来る。

「これはシュウイチ卿きよう、こんなところでまたお会いするとは……。ヒヤヤッコの件ではお世話になりました。──それとメルルヴィア猊げい下か、お食事です」

「ヴィグレイ子し爵しやく……」

　前にアデルベイン城で会った〝武王〟の三男だ。普段は仕事で国外にいることの多い彼だが、祖国の危機を知って慌てて王都に帰ったのだとか。

「子爵殿、なにがあったかお教えいただけますか？　あの自衛隊──いえ、異世界勇者たちが丘を占領するまでの経緯を」

「はい……。話は半年前に遡ります」

　そんなに前に？







　ヴィグレイ子爵──ヴィグレイ・リィ・ドレイヴァー無任地子爵は中性的な美青年だ。声も吟ぎん遊ゆう詩し人じんのように高く澄んだものだったが、彼はその美声で朗々と事態を説明する。

「今から半年前のことです。メドウ丘陵は以前から古代の墳墓と噂うわさされていましたが、学者たちはあの地下で驚くべきものを発見したのです。遺跡と──それから《大扉》を」

「《大扉》……？」

　その単語を聞き、ずっと食事を搔かき込んでいたメルルヴィアが一瞬ピクリと反応した。

　俺おれも話だけは聞いたことがある。俺の出すような一方通行の〝出口〟とは違い、自在に異世界を行き来できる《扉》も理論的には存在すると。

　それが《大扉》。だいぶ前に、魔法士たちがそんなことを言っていた。

「そんなものが古代の遺跡から？」

「はい……。いえ、『発見した』というのは誤りかもしれません。あれは、きっと『発生した』のでしょう。女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌの意思によって」

　異世界勇者を集団で送り込むため、ということか。

「そのとき王都には父がいたため、自ら軍を率いて《大扉》をくぐって異界探検に向かったのです。興味本位で。『軽く侵略して、ちょいと財宝でも略奪して来る』と」

　ずいぶんと乱暴な話だ。山賊かよ。興味本位で侵略するな。

「しかし翌日、父は異界の軍隊から反撃を受け、ほうほうのていで逃げ戻ってきました。──そのうちに白く輝いていた《大扉》の光も弱まり、行き来するには不安定で危険ということもあって、そのまま墳墓ごと元通りに埋め戻したのです」

「そんなことが……」

「はい。ちなみに父は負けて気分を害したのか、それとも飽きてしまったのか、そのうち《大扉》のことは忘れて旅に出てしまいました」

　無責任なおっさんだな!?

「この〝メドウ事件〟は、我が国の内部でも極秘です。光が消えたとはいえ《大扉》の遺跡を巡って争いが起こるかもしれませんし、〝武王〟の軍が負けたなどと他国に知られるわけにもいきません。我が国最大の軍事力は、父の武名でありますので。──こうして事実自体を封印していたのですが、しかし何日か前……」

「やつらが現れたと？」

「はい。《大扉》が再び輝いたかと思うと、中からあのジエータイとかいう軍団がやって来て、丘陵を瞬く間に占領したのです」

　そういうことだったのか。事情はだいたい飲み込めた。

　俺は子し爵しやくの話を聞き、俺は軽くメルルヴィアと顔を見合わせたが──先に我慢できずに口を開いたのは、メルルヴィアの方だった。

「……ドレっちの自じ業ごう自じ得とく」

　だな。

「子爵殿、俺の知る限り自衛隊は《地球スフイア》でも屈指の紳士的かつ弱腰な軍隊です。実力は高いようですが、とはいえ、そうそう悪いことはしないはず。そんな連中がここまでするというのは……なんと言いますか、お父上が悪いのではないかと」

　凶暴な異世界人ドレつちが相手だから武力行使は仕方ない。丘陵を占領しているのも《大扉》を出入り口の両側とも押さえておきたいという『防衛上の理由』だろう。

（……もちろん、『弱腰で悪いことをしない』のは、俺おれの時代の自衛隊だけどな）

　たまに、別の時代──たとえば半年後や二～三年前の《地球スフイア》から来る勇者もいる。

　遥はるかに離れた二つの世界の間では、その程度の時間はほんの誤差に過ぎないのだろう。俺が《地平シーズベツド》に来たあとに自衛隊の性質が変化している可能性も全くないわけじゃなかった。

「耳の痛い話です……。ですがシュウイチ卿きよう、今は貴方あなただけが頼りなのです。ジエータイが来たと知り、父は昨日、自ら軍を率いて総攻撃を仕掛けました。それも交渉すると騙だましての奇襲で。しかし、またもや返り討ちに合い……」

「やはり自じ業ごう自じ得とくでは？」

　そう考えると、さっきの対空ミサイルの件は、あの程度で済んで運がいい。

　騙し討ちの直後なのだから、いきなり攻撃されていても文句は言えない状態だった。

「父は酒を飲みながら突撃したということもあってセンシャ砲とやらを避よけられず、腹部に直撃して全治二ヶ月の重傷を……」

　またも自業自得な上に、呆あきれるほどの頑がん丈じようさだ。あの五二歳、戦車砲を喰くらってなぜ死なない!?

「シュウイチ殿、お願いです！　もうじきジエータイの使節団が、この城に停戦交渉で来るのです。しかし実は父だけでなく兄二人も負傷の身。そのため私が交渉役となりましたが、一人ではどうにも不安で……。なので、私と一緒に使節と会っていただけませんか？」
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　なんだか、ややこしいことになってきた。

（まあ、いい……。どうせ、そのうち対決する相手だ。顔くらい見ておこう）

　悪いのは候王国と酔っ払いのドレイヴァー王だが、それでもいずれは再戦をして《地球スフイア》にまとめて追い返す。

　敵の善悪は関係ない。それが俺の〝勇者狩り〟としての使命だった。

（とはいえ、さすがに自衛隊は強敵か。しかも本気だ。まさか、人間相手に戦車砲を撃つ『手加減なし』っぷりなんて──）

　しかも子し爵しやくの話によれば、相手は《大扉》で自由に《地球スフイア》と行き来でき、弾薬や燃料、食料などはいつでも補給可能ということになる。そこが特に難点だ。

　大軍と戦うのには補給を断つのが定石だというのに、今回その手は使えない。

（……だが、全く打つ手がないわけじゃない）

　定石が使えないなら、奇手奇策を用いればいいだけのこと。

　つまりは、いつもの俺のやり方だ。

「……シュウイチ、今、悪そうな顔で笑っていた。……ステキ」

「そうか？」

　素敵かどうかは知らないが、笑っていたのは本当だろう。既にいくつかのアイデアは浮かんでる。

　外から懐かしい音──車のエンジン音が聞こえてきたのは、ちょうどそんな話をしていたときのことだ。

　広間の窓から外を見れば、そこには丘陵の陣地でも見かけた車種の戦車がいた。





　　【八九式装甲戦闘車】陸自の歩兵戦闘車。通称はライトタイガー。

　　　足回りは無限軌道キヤタピラで、最高時速七〇キロ。

　　　武装は三五ミリ機関砲一門他。車体後部に戦闘要員七名が乗車可能。

　　　〝災地〟派遣隊には三両のみ配備されている。




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






　──戦車でなく装甲車だったか。ともあれ、その車両は三台で隊列を組んで走っていたが、やがて城門の前で停車し、使節やその護衛とおぼしき兵士たちが続々降り立つ。

「シュウイチ卿きよう、ご覧ください。あの中央にいるのが使節かと」

　ヴィグレイ子し爵しやくが指差したその先には、いかにも高級軍人といった礼服姿の四〇男が立っていたが……。

（──っ！　あの男、まさか……!?）

　俺おれの目を引いたのは、その脇に立つ若手の将校だった。







　停戦交渉は開始された。

　自衛隊側の使節団代表は先ほど見かけた威風堂々たる四〇代の軍人だ。

「──日本国陸上自衛隊〝災地〟派遣隊特設対外本部長、古ふる田た一等陸佐です」

　この『特設対外本部長』というのは、なんとなく曖昧な肩書きだ。どのような権限を持っているのかはっきりしない。

　さては、なにかあったら自衛隊や日本国は、彼の独断ということで責任逃れをする気なのか？　──そうは思ったが、こちらも〝無任地子爵〟に〝客王〟だ。曖昧さでは負けてなかった。

　いずれにせよ、そんなのは俺にとって些さ細さいなこと。今の俺が気にしてるのは、彼の横に並ぶ何人もの部下の一人──。

「陸上幕僚監部、〝災地〟対策情報課の小こ嶋じま一等陸尉です」

　年のころは二十代後半。きりりと真一文字に結んだ唇や金属フレームの眼鏡めがねから、いかにも真面目そうな印象を受ける。ただ、さほど逞たくましい体格ではなかったため、軍人というよりはどちらかというと役人やエリートサラリーマンといった容貌だった。

　古田一佐の紹介によれば、こう見えて世代的にゲームや漫画に詳しく、ファンタジー世界というものに理解が早いため、交渉に同席させているのだとか。

　ただ、問題はその名前だ。

（小こ嶋じま……。やはり本人か！）

　苗みよう字じが同じで、顔も似ている。右まぶたの上には特徴的なホクロがあった。

　こんな、二〇代に──大人になって。

「……シュウイチ、なにをしている？　……どうして私の後ろに隠れてる？」

「しっ！　メルルヴィア、静かにしろ！」

　なんで、わざわざ声に出して指摘する？　目立ちたくないから、こうしてお前のマントの陰にしゃがみこんで隠れてたのに。

「……あの右から二番目の男になにか？　……モモコ、あの男のステータスを調べる」

「いえっさ！　すてーたす、ウッ……なまえ：ユウヤ　しごと：ゆうしゃ（じえいかん）しゅぞく：ヒューム……」

　頭の上で、モモコはいつものようにステータス検索をしようとするが──、

「やめろ！　調べるな！」

　俺おれは検索を止めさせるために思わず大声を出し、周囲の注目を集めてしまう。我ながら浅はかとしか言いようがない。

　そのため、つい目が合ってしまった。

　こっちの方を向いた、あの小嶋一尉──小嶋佑ゆう哉やと。

　こうなることを怖れていたのに……。







「──我々陸上自衛隊は平和的な組織です。〝災地〟──こちらの言葉ですと《地平シーズベツド》ですか。この地に部隊……いえ失敬、調査のための人員を派遣するのも、あくまで平和目的によるもの。半年前のような『異世界災害』が二度と起こらぬよう時空間的特異点──即すなわち《大扉》を徹底的に調査する必要があるのです。我らの滞在は、そのためのものであるとお考えいただきたい」

　古ふる田た一佐の話に、候王国側からの反論は一切ない。それは彼の理屈に筋が通っているからではなく、乗ってきた装甲戦闘車が王宮に砲口を向けていたからだ。説得力や正論というものは、常に武器の切っ先から生まれる。

　こうして停戦交渉は、ドレイヴァー候王国側が一方的に譲歩する形で終了した。


・候王国は、自衛隊のメドウ丘陵への駐留を無期限で認める

・自衛隊は、丘陵外に兵を動かす際には、候王国に通知する（※通知のみで許可は不要）

・双方とも街道を封鎖しない



　つまりは『軍事上・商業上の重要拠点であるメドウ丘陵で、自衛隊は自由にしていい』ということだ。候王国にとっては完全な敗北だった。
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　一方、シュウイチの本拠地たるアデルベイン城──。その地下深く。

　シュウイチが留守の日は、ラーラも普通の騎士姿で仕事をする。ごつくて野や暮ぼったい鎧よろいを身にまとった彼女は、部下の聖騎士からの報告を受けた。

「聖騎士長、ご覧ください。……まだ光っています」

《聖せい櫃ひつ》──そう呼ばれるものがある。アデルベインの地下に〝大聖堂跡イース〟と呼ばれる遺跡が埋まっていることは以前に述べたが、《聖櫃》はその〝本尊〟ともいうべき存在。一辺が約一〇メートルもある巨大な金属製の正立方体だ。

　銀色に輝くそれは古代神殿の奥深くで圧倒的な存在感を発しながら祀まつられていたが、しかし、それがいかなる意味合いを秘めたものなのか、知っている者はいなかった。

　ごくわずかな数の聖騎士を除いて。

「先日から、ずっとこの調子……いえ、それどころか、さらに光を増しています。聖騎士長はどう思われますか？」

《聖櫃》の守護を第一の存在理由とするイース聖堂騎士団の長、ラーラ・ロカ聖騎士長は焦りで自らの唇を嚙かむ。

「どう思うだと？　決まっている！　これは共鳴……強力な勇者が現れようとしているのだ！　この《地平せかい》そのものを変えてしまう、そんな力を持つ勇者が……!!」

　そしてそれは、シュウイチが偵察に行っているメドウ丘陵の勇者かもしれない。

（シュウイチ殿、どうかご無事で……）

　ラーラの背中は震えていた。もしも推察通りなら、彼が相手にしようとしているのはこれまで以上に危険な相手だ。

（もし敵が〝予言の勇者〟なら……私も、あの力を使わねば──）

　だが、そのときは、もうシュウイチの隣にはいられまい。

　離別わかれは聖騎士の宿命さだめと言うが……。







　ラーラが地下遺跡から出て城に戻ると、廊下でばったりユズと出会った。

「あれっ？　ラーラ、今日はビキニ鎧じゃないの？」

「む……。シュウイチ殿がいないのに、なぜそんな格かつ好こうをせねばならない？」

　重大な決意のあとであったのに、この短い会話でいきなり日常へと引き戻された。

「じゃあ、あれってやっぱりお洒落しやれのつもりで着てたのね。──どうでもいいけど、なにその顔？　眉間に皺しわ寄せちゃって」

「それこそ私の勝手だ。シュウイチ殿がいないのに、だれに愛あい想そよくするというのだ」

「シュウイチいなくてもやめなさいよ。周りが恐こわがるし、皺が取れなくなっちゃうわよ？　そりゃ、シュウイチがメルルヴィアと二人で出かけてイライラするのはわかるけど」

「い……いや！　そんな理由でイライラしているわけではない！」

　だが、張り詰めていた神経は、ほんの少しだが緩和する。それと、皺しわが取れなくなるというのは本当だろうか？　そっちの方が気になった。

　ユズとしては、シュウイチのことで気を遣っているつもりなのだろう。

　この少女は、自分が『シュウイチを巡る恋愛模様』を複雑にしてしまったことに責任を感じているようで、ラーラやメルルヴィアが悩んでいたり苛いら立だったりしていると、こうしてすっと近づいてきては一言声をかけてきた。

　きっと、彼女なりにラーラたちの助けになろうとしているに違いない。無粋で鳴らしたこの女聖騎士にも、そのくらいは察しがついた。

（わざわざ、こんな……。《地球スフイア》の女にとっては、これが当たり前の行動なのか？　それとも、ユズが特にいいやつなのか？）

　いずれにせよ、ユズが来てからラーラはよく『最近、怒り方が恐こわくなくなった』と部下たちに陰で言われる。それがいいことかどうかはわからなかったが……。

「それよりラーラ、いつもの鎧よろいに着替えた方がいいんじゃない？　さっき聞いたんだけど、もうすぐシュウイチたち帰ってくるって」

「本当か!?　それを早く言え！」







　三〇分後、シュウイチたちを乗せたワイバーンはアデルベイン城の広場に着陸する。忠実なる女騎士はいつものビキニ鎧で出迎えた。

「シュウイチ殿、お早いお帰りで！　ご無事でなによりでございます！」

《聖せい櫃ひつ》の共鳴を見た直後だ。この『ご無事でなにより』は、ただの挨あい拶さつなどではない。

　ただ、竜の背から降り立ったシュウイチは、なぜか暗くうなだれているようにも見えた。

「それでシュウイチ殿、今回の勇者はどのようなやつばらで？　どのような作戦で参りましょうか？　これは私、ラーラ・ロカの考えではありますが、城内の全ての兵を──」

「いや……。しなくていい。放ほうっておけ」

「は……？　しかし、異世界勇者は……」

　あまりにも意外な言葉にラーラが思わず訊きき返すと、シュウイチはキッと彼女を睨にらみつけ、さらに信じられない返事をする。

「放っておけと言っているんだ！　勇者のことなんて考えたくない！」

　これにはラーラだけでなく、ユズを含め周囲にいた者たちも困惑の色を隠せない。あの〝勇者狩り〟シュウイチが『勇者を放っておけ』などと口にするとは。

　ただただ狼ろう狽ばいする一同を置き去りに、シュウイチはそのまま私室に閉じこもる──。
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　当然のことだが、アデルベイン城には俺おれの部屋というものがある。寝室と書斎を兼ねたプライベート用の小さな私室だ。

（あいつ、なんで自衛隊に……。まさか《地平シーズベツド》で会うなんて……）

　俺は毛布にくるまって、ベッドに寝転がっていたが──、




　──こんっ、こんこんこんっ




　急に、遠慮のないノックが部屋に響いた。

「ユズだけど、入っていい？」

「部屋に来るとは珍しいな？　勝手に入れよ」

　ユズがこの部屋に来るのは、この前、風か邪ぜを引いたとき以来だ。モモコと掃除係を除けば、この部屋に女性が入ることは滅めつ多たにない。

「相変わらず散らかってるわね……。さすが男子。──ただ、実は前来たときも思ってたけど、あんたの部屋って案外と質素よね？　いつも『既得権益、既得権益』ってうるさいから、成金っぽく毛皮の敷物や派手な置物なんかを飾ってるのかと思ってたのに」

「自分の部屋にそんなものは置かない。英雄になって世界中から尊敬されてるのに、今さらだれに見み栄えを張る必要がある？　──それで、なんの用だ？　遊びに来たのか？」

「ち……違うって！　なんであんたの部屋なんかに!?　わたしは、ただ……ラーラとメルルヴィアに頼まれて、それで様子を見に来たんだってば」

「そうか」

「ええ、そう。ラーラは泣きそうな顔で慌ててるし、メルルヴィアなんか『……私のせい』って妙な責任感じてたんだから。二人とも可哀かわい想そうに。ええと、それでね……ちょっと教えてほしいんだけど──」

　寝転がったままの俺に、ユズは顔を覗のぞき込むように訊きいてきた。

「ズバリ訊くけど、自衛隊のコジマってだれ？　その人見てから様子がおかしくなったってメルルヴィアは言ってたわ」

　デリカシーのない質問だ。今の俺に小こ嶋じまのことを訊たずねるなんて。

「ユズ……お前、いつも常識人ぶってるが、本当は意外とそうでもないな？　自分で思っているより無神経というか」

「なにそれ？　そんなに知られたくない相手なの？　二〇代後半くらいの知り合いってどういう関係よ？　親戚？　苗みよう字じの違うお兄さん？　近所の人？」

「いいや、全部違う」

「じゃあ、何者？　言いたくないのはわかるけど教えてよ」

　どうして、言いたくないのがわかっているのに知りたがる？『ズバリ訊くけど』と一言断ればなにを訊きいてもいいというものではないだろう。

（だが、教えておくべきか……。ユズも知っておいた方がいいだろう）

　陸上自衛隊一尉、小こ嶋じま佑ゆう哉や。あの男は──、

「……学校のクラスメイトだ」

「はい……？　えっ？　どういうこと？　──ああ、わかった。社会人向けの定時制クラスかなんかで、働きながら学校に通ってたのね」

「いいや、そうじゃない。学校に通っていたころは俺おれと同い年だった。前に話してなかったか？　異世界勇者が全員、同じ時代から来るとは限らないって」

　たとえば俺とユズは同じ時代から来ているが、中には俺より一年前や、逆に一年後の未来から来る勇者もいる。──もちろん五年後、一〇年後から来る勇者も。

「つまり、あの自衛隊は未来から来た」

「──っ!?　それって、クラスメイトが二〇代後半になるくらい先ってこと？　一〇年後とかそれ以上!?」

　そうだ。それにしては兵器が未来的じゃなかったが、ああいうものはいきなり最新式にはならないんだろう。あるいは『文明の遅れたファンタジー世界が相手なら、旧式兵器だけで充分』と舐なめてかかってるのかもしれない。

「ふうん、そうなんだ……。でも、クラスメイトの顔見て、そんなに動揺するのはおかしくない？　もしかして、昔いじめられてたとか？　それとも逆？」

「いいや、ただのクラスメイトだ。特に仲も良くはなかった。──けど、『ただのちょっとした知り合い』だからこそ会いたくない」

　たとえば仲のよかった相手なら、当然会えて嬉うれしいだろう。逆に嫌いな相手なら、権力者になった今は復ふく讐しゆうのチャンスになる。

　しかし、ただの知り合いは、出会ってなんの得もない。ただ、〝デメリット〟があるだけだ。

　即すなわち──『昔の自分を知る者に会う』というデメリットが。

　そのことを考えると、自然に『うわああっ』と悲鳴が漏れ、体はベッドの上を勝手にゴロゴロ転がった。

「うわああああああっ！　絶対会いたくない！　だってあの男、昔の俺を知ってるんだぞ!?《地球スフイア》での俺を──世界を救った勇者じゃない、本当の俺の姿を！　そんなやつに会いたいと思うか!?　なんていうか……なんていうか、ほら！　とにかく嫌なんだよ！」

「うわっ、ビックリした！　なに、急に子供みたいな動作して!?　でも──なるほど、そういうことね。なんとなくだけどわかってきたわ」

　皆から尊敬される勇者シュウイチ。──その虚飾の内側には、そうでない俺がいる。

　思い出したくもない本物の俺が。

　ただのクラスメイトであった小嶋は、極めて客観的に見た『俺の本当の姿』を憶おぼえているに違いない。

「いや──もしかして、憶おぼえてないかもしれない。一〇年以上も昔のことだ。完全に忘れてる可能性もある。……けど、それはそれで嫌だ！　憶えられてても嫌だし、忘れられてても嫌だ！　とにかく、なにもかも嫌なんだ！　どっちも怖い！」

　それに小こ嶋じまのやつ、ちゃんと大人になっていた。ちゃんと就職してちゃんと働いている。薬指に指輪があったから結婚もしているらしい。ちゃんと現実を生きて、ちゃんと『ちゃんとした大人』になっていた。

（ちゃんとした《地球スフイア》の大人か……。俺おれにはもう、絶対なれない存在だ）

　ある意味、俺はそれから逃げた。いや、逃げ続けている。

「だから自衛隊は放ほうっておく……。また小嶋に会ったらと思うと怖い。──皆にも伝えてくれ。やつらに関わるな。無視しろ。俺の前で話題にするのも禁止だ。いいな？」

「伝えろと言うなら、そうするけど──でも、いいの？〝勇者狩り〟のアデルベイン軍総司令官サマがそんなことで？」

「いい。構わない。今の俺には、その『アデルベイン軍』って単語さえ恥ずかしい……。ちゃんとした大人の同級生に『──最近は俺、城じよう塞さい都市国家アデルベインの客王にしてアデルベイン軍の総司令官をやっている。人呼んで〝勇者狩り〟だ』なんて名乗れるか!?」

「ああ、そういう……。たしかに、それは恥ずかしいわね。そういうの中二病って言うんだっけ？　男子中学生の妄言みたいで。──うん。今のでやっとあんたの言ってること完全に理解できたわ。そりゃ会いたくないでしょ普通」

　やっとわかってくれたか。

「とにかく、俺はもうなにも考えたくない。だれにも会いたくない。部屋からも出たくないから、あとは勝手にやってくれ」

「シュウイチ……」
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『──勇者シュウイチ、ジエータイを前に動かず！』




　この報しらせは、ほんの数日で人類各国に広がった。

　報告を聞いた多くの者は、

「──なぜシュウイチ卿きようは動かない？」

「──まさか、ジエータイに怖れをなしたと？　ジエータイはそんなに強いのか？」

「──では、我らには為なす術すべがないと？　もうおしまいだ！」

　と絶望の淵ふちにいたが、一方、目端の利く者もいる。

「──勝てぬというなら、その力を利用すればいいだけのこと」

「──彼らにも金や宝石は価値があるのだろう？　ならば商売が成り立つな」

「──交易がしたい。あの武器がほしい。それにセンシャとかいう〝鉄の家〟も」

「──他にも価値のあるものを持っているはずだ。なにせ《大扉》の向こうは勇者発祥の地。他国と戦をしてでも我が国のものにする！」

　世界は、動き始めていた。

　それも、おそらくは良くない方向へと。







「諸君！　事態は大変なことになっている！」

　アデルベイン城の会議室では、シュウイチに仕える幹部級の武官・文官一同が、主あるじのいない円卓を神妙な顔で囲んでいた。

　聖騎士長ラーラ・ロカは、テーブルをドンッと叩たたきながら居並ぶ一同にこう告げる。

「候王国のヴィグレイ子し爵しやくをはじめ人類諸国から報しらせが来ている！　ジエータイの存在が世界に混乱を起こしていると！」

「それって、自衛隊が周りの国を侵略してるってこと？　約束を破って丘から出て？」

　ユズは《地球スフイア》人のメンタリティを知るためのアドバイザーとして会議に出席していたが、そんな彼女の問いにラーラは首を横に振る。

「そうではない……。やつらは約束通り、ずっとメドウ丘陵の陣地にいる。その点に関しては、馬鹿正直なくらいに義理堅い」

「じゃあ、なんで世界各地が混乱するの？」

「周辺諸国の商人が、勝手にジエータイと交易をしているのだ。まだ武器は売買していないようだが、カンヅメやジュースといった食料品に、紙で巻いたタバコ、シューカンシとかいう書物などを〝ぴーえっくす〟という商店で売っている」

〝ＰＸ〟は自衛隊の売店だ。地域交流の一環として、特別に《地平シーズベツド》人も買い物をすることが許されていた。──しかし、識者の分析によれば、『ただの売店』と言い張っているが本当は、二つの世界の間で商売が成り立つか、そのテストベッドとして設置された商店だという。

「そうでなくば、わざわざ《大扉》の《地平こちら》側に商店を作るものか。──その店で売られるカンヅメとかいう食品は、高品質で保存も効くため近隣地域の食料の相場を滅め茶ちや苦く茶ちやにしている。それと週シユー刊カン誌シとやらも問題だ。あの細密で卑ひ猥わいな絵画は人心に悪影響を及ぼす」

「ラーラ、大げさよ。それってグラビアのことでしょ？　そりゃ、たしかに卑猥かもしれないけど……でも、そんなに騒ぐこと？」

「大げさなものか。つい昨日、魔法で同じものを作ろうと、生きた女人を紙に封じ込めようとした魔法士が捕縛された。そやつに女人を売った人身売買組織もだ」

　水着グラビアやヌード写真には本物の人間が入っている、そう誤解した故の犯罪だ。

「それに、今はその程度の商売で済んでいるが、いずれは武器を売り始めるかもしれん。各国ともそれを危惧しているのだ。──他国が購入するのではないか、自国はどれだけ買えばいいのか、とな」

　──と、そこにアデルベイン市の財務長官（ノーム種）が挙手して話に割って入った。

「よろしいですかな？　問題は武器や写真などでは済みません。これは連中の使う貨幣──イチエンダマであるのですが、《地平シーズベツド》に存在しない特殊な金属でできているため、同じ重さの黄金と交換できます」

「えっ、ほんとに!?　わたし、一円玉たぶん持ってる！　カバンに財布入ってるから！」

　ユズが思わず声を裏返すと、財務長官は苦笑しながら話を続ける。

「ユズ嬢じようの反応を見てもおわかりのように、イチエンダマは《地球スフイア》ではもっとも安い貨幣です。今はまだ大規模な両替は行われていませんが、現在のレートで自由に交換することを許せば、この世界の金銀財宝は全て流出するでしょう。今すぐにでもジエータイとの接触を全面禁止する必要があります」

　彼の発言の内容に、会議の出席者たちは一斉にざわめく。思いのほか重大な問題であると知り、ユズは真っ赤な顔で俯うつむいた。

　だが、自衛隊やその後ろにいる日本政府、さらには末端の兵士たちも、ユズと同じ誘惑に駆られて一円玉を交換しようとするだろう。罪悪感は感じるかもしれないが、現段階でそれは詐欺でも犯罪でもない。

「いかがです、ラーラ・ロカ聖騎士長？」

「財務長官の話は理解した。一刻も早く手を打たねば……。だが、ジエータイが接触禁止を受け入れるか？」

　彼らは勝者で、しかも力を持っている。自分たちの損になるとわかった上で、果たして話を聞くだろうか？　──いや、たとえ彼らが想像以上に紳士的で、接触を全面禁止したとしても『交換できるかもしれない』『手に入るかも』という可能性が残っているだけで影響は計り知れない。これは缶詰や週刊誌についても同じこと。

　あの丘に居座っている限り、自衛隊は脅威以外の何者でもないのだ。

「──やはり、シュウイチ様に動いていただくしか……」

　だれかが、ぽつりと口にした。

　だれともなく、しかし、だれもが思っていたことを。

　シュウイチならば、この事態をなんとかしてくれる。あの厄介な連中を追い返してくれる。──いや、むしろシュウイチはこの事態になにをしている。ずっと続けてきた〝勇者狩り〟を、なぜ今回だけ拒否するのか。これほどの危機に役立たないなら、なんのために今まで英雄として崇あがめてきたのか。

　会議に出席する一同の心情は、待望や懇願というよりも『どうして役に立たない』という〝怒り〟に近くなりつつあった。

「ちょっと！　あんたたち、勝手すぎない？　少しはシュウイチの気持ちも──」

　ユズは席から立ち上がって声を上げようとするが──、

「……ユズ、座る。……あんまり過激なことを言うと、あとで立場が悪くなる」

　と、隣席のメルルヴィアに袖を摑つかんで止められた。

「でも、メルルヴィア……」

「……いいから座る。……その話は、私がする」

　黒の魔王は眠たげな顔のまま、ゆっくりと席から立ち上がり──そして言った。

「……お前たち、ばーか」

　それはユズが言おうとしていたよりも、ずっと過激な『暴言』だった。

「……お前たち、シュウイチをアテにしすぎ。……ばーか、ばーか」

　突然のことに、一同は怒るどころか呆あつ気けに取られる。まさか会議の場で『ばーか』などというストレートな悪口が使われるとは。

「……勇者シユウイチが来る前から《地平せかい》はあった。なのに、シュウイチがいないとなにもできないのはおかしい。……勇者にばかり頼るから、悪い勇者が来たとき、こうして困ることになる。ばーか、ばーか、ばーか」

「それは……。しかしメルルヴィア、貴様はそう言うが──」

「……ばか女騎士ラーラは黙ってる。……ここは、私がなんとかする。今すぐ西方から魔族軍の本隊一〇万騎を呼び寄せ、ジエータイに総攻撃をかける」

　また、会議室がざわっとなった。メルルヴィアの言うそれは、絶対にしてはいけないことだ。

「待て、メルルヴィア！　それはあまりにも軽率だ！　人類領域で魔族が大規模な軍事行動を起こせば、人類との和平が崩れるぞ!?」

「……いいから、ばか女騎士ラーラは黙る。……この際だから、言っておく。私はシュウイチを愛している。だから、シュウイチの考えは全部支持する。彼が休みたいなら休ませる。……シュウイチのためだったら、私は戦争くらい平気でできる」

「メルルヴィア……!!」

　その魔王の言葉を聞き、ラーラはぎりりと歯は嚙がみする。

　そんな二人の姿を見てユズは、

（あ……これ、やばい）

　と直感した。
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　一時間後。アデルベイン城の尖せん塔とうの、そのまたさらに上空で──。

「…………シュウイチ」

　黒の魔王メルルヴィアは空中浮遊の魔法で宙に浮かびながら、合図を送ろうとしていた。

　西方の魔族支配領域に向けて、精神感応波テレパシーで。

「……私はシュウイチを愛している。休みたいなら休ませる。……その分、私が働く。魔族領域では、こういうのを『ひも生活』と呼ぶ。私はシュウイチを超ひもにする。……いわゆる超ひも理論」

　そのためなら、平和などいらない。魔族の皆もわかってくれる。

「……黒の魔王として命ずる。……魔族軍本隊一〇万は、人類領域に進軍せよ」







　一方、城の地下深く──。聖騎士ラーラは、再び《聖せい櫃ひつ》の前にいた。

（あのとき、私は『負けた』と思った……。メルルヴィアの言葉を聞き、シュウイチ殿を想おもう気持ちで負けてしまったと──。そして、おそらくはユズにも負けた）

　世界とシュウイチを天てん秤びんにかけ、つい世界を選んでしまった。

　無論、それが正しい。良識と責任のある人類ならばだれでもそうする。しかし、だからこそ悔しかった。メルルヴィアがしたのはラーラにできない選択だ。

「だが、私も選ぶ……。シュウイチ殿を傷つけず、そして世界も救う選択を──」

　遺跡の奥に隠された力。聖騎士のみ扱えるが、強力すぎるがゆえに世に災いをもたらすという──そんな、呪われた秘密の力を。

　これを使えば、きっと二度とシュウイチには会えないだろうが……。

（しかし、私はそれでも使う！　これこそが、このラーラ・ロカの愛であるのだ！　そう、たとえシュウイチ殿に届かなくとも……!!）

　離別わかれこそが聖騎士の浪ろ漫まん。──そう思うことに決めたのだ。







　俺おれがいつものように毛布にくるまって体育座りをしていると、表で夕方五時の鐘が鳴る。

　ここ何日も部屋から出ておらず、それどころか窓さえ開けていなかったため、この鐘の音と食事を持ってくる小間使いだけが時間の全てであると言えた。そんな中──。




　──どんどんっ！　どんどんどんどんっ！




「シュウイチ！　入るわよ！」

　鐘より大きな音でドアが鳴ったかと思うと、いきなりユズが飛び込んできた。『入れ』と返事をする前にだ。これではノックの意味がない。

「……どうしたユズ？　その入り方は、俺が権力者でなくても失礼だろ」

「うるさい！　いいから部屋から出てきて！　我ながら、なんだか引きこもりを説得するレンタルお姉さんみたいなこと言ってるけど！　でも、とにかく部屋から出てきて！」

「なんだ、急に……？　お前、こないだ『あんたの気持ちはわかるから、ほっといてあげる』って言ったじゃないか」

「ああ、言ったわよ！　けど中止！　ほっとくの中止！」

　勝手なやつだ。

「いいから来て！　まずいことになってるの！　メルルヴィアは人類領域に魔族軍の本隊を進めるって言ってるし──」

　なんだと？　そんなことになったら、人類と魔族がまた戦争になるぞ？

「それに、ラーラも……」

「ラーラはなにをしてる？　あいつも、なにかやらかしてるのか？」

「わかんない。なんにも言わず急にいなくなったから。──でも、なんにも言ってないってことは絶対やらかしてるってことだって！　あの女、他人に隠れて大惨事やらかすタイプだもん！　根がバカだから、悩んだら一番ダメな選択をしちゃうタイプ！　でもバカなのは周りに知られてて、相談したら止められるに決まってるから、それでだれにも言わずに黙って大バカやっちゃうタイプ！」

　ユズのやつ、短いつき合いなのに見事な分析だ。俺おれもラーラのことはそう思う。

「二人を止めるためには、あんたが自分で自衛隊を退治するしかないの！　お願い、自衛隊と戦って！」

「自衛隊と、戦う……？　小こ嶋じまのいる自衛隊と……？」

「そう！」

　ユズの話はわかる。俺がなんとかするべきだろう。──だが、自衛隊と戦えば、また小嶋一尉と会ってしまうかもしれない。

（小嶋と会ったら、昔の自分を思い出す……）

　いいや、それどころか、俺がもともとどんなやつであるのか皆に知られてしまうかもしれない。ラーラやメルルヴィアに、俺が本当はどんな人間であるのか……。

「嫌だ！　怖い！」

「シュウイチ！」

　こっちの世界での俺は、ビキニアーマーの女騎士を側近にして、女魔王と一緒に竜に乗って旅をする。あるときは怪物退治、あるときは豪華な晩ばん餐さん会かい。そんな夢のような暮らしを送っていた。だが──、

「本当の俺は、もっとどうってことのない男なんだ……。皆の思っているようなやつじゃない。それを知られるのが怖い。ラーラやメルルヴィアにバレるのが……」

「でしょうね。でも、そんな話はどうでもいいから。このままじゃ、あんた、二人とも失なくしちゃうだけよ？」

「二人とも……？」

「そう。あんたが怖がってるせいで、一番失くしたくない二人を失うの。それでもいいの？　過去のことなんて知られても、どうせ恥ずかしいだけか、せいぜい嫌われるだけじゃない。……ううん、わたしも《地球スフイア》の高校生だから、そんなの『だけ』ってほど軽くないのわかってるし、あんたが怖がる気持ちも理解してる。でも──今すぐどっちか選びなさい！　過去を知られて恥ずかしい思いをしながら自衛隊と戦うか！　それとも二人を失うか！」

「待ってくれ。急に肝っ玉母ちゃんや熱血教師みたいな態度を取るな。それと、いっぺんにいろいろ言うな。冷静な判断ができなくなる」

「冷静な判断なんて必要!?　いい？　二人とも『シュウイチが嫌って言ってるのに無理やり戦わせよう』とはしてなかったのよ？　そういう女のためなら、わたしも戦えなんて言わない。そうじゃなく『シュウイチが嫌って言ってるんで本当に戦わせないようにしてる』から、それでおかしなことになってるの！　そういう子たちのためなら、恥をかいてでも自衛隊と戦おうって思うでしょ!?　ねえ！」

「お前の言ってることはわかる……。たぶん、その理屈は正しい。だが俺おれは──」

　結論から言うと、俺は自衛隊と戦う決意をする。

　もちろん、それはラーラとメルルヴィアのためであり、この《地平シーズベツド》のためであり、そして俺自身の既得権益のためであるのだが、それともう一つ……。

「もし二人に嫌われたら、わたしが代わりにつき合ってあげるから！　ハーレム要員でもなんでもなるから！」

「よし、戦おう」

〝ユズの献身的な申し出〟に、強く心を打たれたからだ。
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　午後五時二三分──。夕焼け空のアデルベインは、こんな半端な時間というのに騒々しく鐘の音に包まれる。

　細い方の槌で、ジングルベルのリズムを四連続。これは緊急招集の合図。──ラーラとメルルヴィアに対する『すぐに俺の居場所を捜して集合』のサインだった。

　無精ひげのまま玉座に腰掛ける俺のもとに、女騎士と魔王が駆けつける。

「シュウイチ殿……!!　もう、部屋からお出でになってよろしいので？　ご無理をなさらない方が──」

「……ばか女騎士ラーラが珍しく正しい。……たまには、もっとゴロゴロしている」

　二人とも心配そうな顔で俺を見つめていた。余計な気を遣わせてしまったらしい。

「いいや、問題ない。部屋にいるのに飽きただけだ。二人には苦労をかけたようだが、しかし──」

　と、そこでラーラが俺の言葉を遮った。

「シュウイチ殿……!!　皆まで言わずともわかります！　ああ……我らのために、無理を押して部屋から出て来られたのですね！　なんという慈悲深み……!!」

「話が早いな？　そういうことだ。──しかしラーラ、言い方がさすがに大おお袈げ裟さだぞ」

「いいえ、なにが大袈裟なものでしょう！　お話の前に──このラーラ・ロカ、謝らなければならぬことがございます。申し訳ないとは思いましたが、以前のユズとの会話を盗み聞きしておりました！」

　なんだって!?

「ジエータイに過去を知る者がいて、それでお悩みであるのだとか……。ですが、このラーラ・ロカは気にしません！　大切なのは今であるのです！」

「……私も聞いていた。……ワーグナスじじいから勝手に借りた透明化魔法のマントで姿を消して覗のぞいていた。そのあと寝巻きに着替えるところも。……私も気にしない。私にとっては今のシュウイチが全て。……本当はもっと早く、このことを言うべきだった」

　お前たち……。

　メルルヴィアの台詞セリフは微妙に気になる点もあったが──しかし、感激だ。自分の責任から逃げて部屋に閉じこもっていた俺おれに、そんな優しい言葉をかけてくれるとは。メルルヴィアの台詞はやはり多少気になるが。『多少』でも『多』の方で気になったが……。

　複雑な表情をする俺の肩を、ユズが後ろからぽんと叩たたく。

「よかったわね？　二人とも細かいことは気にしないって。最初から、もっと仲間を信頼するべきだったのよ。というか、最初からこうなることわかってたんだから。──フーッ、よかった。助かった……」

　最初からわかってたと言う割には、やたらホッとした顔をしているな？　そんなにハーレム要員はイヤだったのか。

　だが、そうだな。ユズの言う通りだ。もっと早く打ち明けるべきだった。

　俺は今日、大切なことを学んだ。それは、人を信頼するということだ。真の仲間に虚飾や隠しごとは無用。今まで気づかない俺は愚かだった。

　そんな愚かな俺に、ラーラとメルルヴィアは、なおも優しい言葉をかけてくれる。

「シュウイチ殿──このラーラ・ロカ、どこまでもお味方いたします！　異界で祖国を裏切り滅亡させた罪、世界中が責めようともこの私だけは許します！」

　……ん？　ちょっと待て。

「……私も気にしない。自分の家族を殺すくらい、よくあること。そんなの罪のうちに入らない。……というか私もやった。仲間イエーイ」

「おい……お前たち、俺が《地球スフイア》でなにをやったと思ってるんだ？」

　国を裏切ったり、家族を殺したりして、その罪を隠していると勘違いしてたのか？

「違うのですか……？　では、なぜ過去を気になさるので？　てっきり、そのくらいの重罪だからこそ、わざわざ隠しているのだと思っておりましたが──」

「……シュウイチ、違う？　……なら、下着ドロ？　覗き？　それでも仲間イエーイ」

「いいや、そんな罪も犯してない。あとメルルヴィア、今日は気になる台詞多いな!?」

　えっ？　メルルヴィア、なんの仲間だって？　え……っ？

　だが、なんにしても、二人はそんな重罪人でも俺を受け入れる気でいたらしい。そこまで俺を信頼してくれていたとは。

「とにかく、今から俺が再び指揮を執とる。──なので二人とも『今、自分はやらかしてるかも』と感じていることを中止しろ。今すぐだ」












「……シュウイチわかった。……黒の魔王として魔族軍に命ずる。さっきのなし」

「シュウイチ殿、このラーラ・ロカもわかりました！　もう魔神の力などに頼りません！　世界を滅ぼすかもしれませんので！」

　フー、これでよし。二人とも無茶をする。特にラーラ、お前なにをしようとしていたんだ？

「まあいい……。それでは、これよりメドウ丘陵の自衛隊を討つ！」

「はっ、シュウイチ殿！　今からでございますか？」

「そうだ、たった今この瞬間からだ。ただし準備に三日かけるがな。そのあと、自衛隊のいるメドウに乗り込む。──俺おれとお前たちの三人だけでだ」

　最少の人数で自衛隊に勝つ。

　それも、ただ勝つだけでなく圧倒的な勝利でだ。
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　三日後──。メドウ丘陵の陸自基地ベース。

　陸自の施設科（工兵）といえば災害派遣での活躍で有名であり、俺が《地平こつち》に来る前から『最も実戦経験を積んでいる兵科』として知られていたが、彼らの手によって丘陵には《地球スフイア》式の基地が造られていた。司令部に倉庫、宿泊所──プレハブ建築を応用した建物が並ぶ。

　周囲は柵さくで囲まれていたが、俺おれはただ一人、正門らしきゲートに向かい、警備の兵士に声をかける。

「いつぞやの古ふる田たとかいう一佐を呼んでもらおう。留守なら、小こ嶋じま一尉でもいい」

「何者だ？」

「アデルベインの客王、シュウイチ・クゼ。──人呼んで〝勇者狩り〟だ」

　しばらく待たされたのち、俺は基地の中へと案内される。

　来客用ソファのある部屋で俺を出迎えたのは、小嶋一等陸尉だった。







「シュウイチ、かめら！　かめら！」

「シッ、わかってる。いいから帽子のフリをしていろ」

　部屋にいたのは、小嶋以外には小銃を手にした兵士が三人。天井には監視カメラが設置されている。古田一佐や他の上官たちが、今も別室で俺のことを見ているのだろう。

「シュウイチ・クゼ卿きよう……無作法をお許しください。なにぶん、急なことでしたので」

「小嶋一尉、なぜ謝る？　銃を持った男が同席してることか？　それともコーヒーが不ま味ずいことか？」

　コーヒーを飲むのはひさしぶりだが、もともと好きでなかったこともあって懐かしさは感じない。ただただ苦く不愉快なだけだ。

　軽口を叩たたいて精一杯余裕ぶってはいたものの、背筋は緊張でこわばっていた。──戦う決意はしてきたはずだが、やはり完全に恐怖を拭い去るのは難しい。

「来客用のブルマンですが、お口に合いませんでしたか……。それよりシュウイチ卿、貴方あなたのお名前はいくつかのルートから伺っております。地球出身と聞き、それで戸籍を調べさせていただきました。それで、その…………本当に久く瀬ぜ秋しゆう一いちなのか？　昔、同じクラスだった、あの──」

「憶おぼえていたか。子供のころのことなのに記憶力がいいんだな」

　それに、さすがは日本。戸籍制度がしっかりしている。消えてからずいぶんのに記録は残っていたらしい。

「やっぱり久瀬だったのか！　お前のことは憶えてるぞ。急に姿を消したから、学校でも話題になってた。話に聞いていたが、まだ十代か。羨ましいぞ」

　コーヒーがますます苦く感じたので、角砂糖を一個追加した。

「おっと……急に馴れ馴れしい話し方になってすまない。けど、懐かしくてな。お前、この世界の有力者なんだって？」

「まあな」

「実のところ、本当に久瀬かどうか自信はなかった。停戦交渉で見かけたときは一瞬だったし、それに、その服──今着てるのって、こっちの世界式の服なのか？　最初は女の人かと思った。帽子がピンク色で、それから、その……」

「気にすることはない。ただ、俺おれは同窓会に来たわけじゃない。小こ嶋じまは『昔の知り合いだから、話し合いが有利に進む』と思ってるんだろうがな」

「別に、そういうわけじゃ……。いや、隠すのもしらじらしいか。久く瀬ぜの言う通りだ。お偉方もそれを期待して俺を交渉役に抜ばつ擢てきした。嫁と子供に楽をさせてやりたいんでな、少しでも出世して給料を増やしたかった」

　嫁と子供か……。あらためて思うが、同い年のクラスメイトが就職して家庭を築いているというのは、なんとも妙な感覚だ。

「ふん……まあいいだろう。小嶋一尉、本題に入るぞ」

　俺は残りのコーヒーを一気に飲み干し、カップを置いてから切り出した。

「この世界の有力者として〝お願い〟に来た。自衛隊は全軍、今すぐ《地平シーズベツド》から撤退し、二度と来ないと誓ってほしい」

「それは、また直球な……」

「お前たち自衛隊は、この世界の目で見ても善良で紳士的な軍隊だ。この丘に居座る大義名分もある。だが、それでも、お前たちが去らないと困る者が大勢いるんだ」

　異界──即すなわち、異世界、異文化、異文明、異民族。そういったものは、ただ存在するだけで周囲に大きな影響を与え続ける。まして、これほどの力を持ち、もとの世界と行き来できる者たちなど、どれほど紳士的でも災厄でしかなかった。

　俺のストレートな頼みに小嶋は一瞬ぽかんとなっていたが、すぐにずり落ちたメタルフレームの眼鏡めがねを直すと、よそよそしい事務的な敬語で言い返してくる。

「そういうわけにはいきません。陸上自衛隊の〝災地〟派遣は、我が国の防衛上必要な行為です。与野党一致で承認を受け、各メディアの調査によれば国民の五割以上に支持されています。──なにより、こちらの世界を放置するのは危険ですので」

「自衛隊撤退直後に《大扉》を破壊すると約束しよう。あれがなければ世界間での行き来は不可能になる。異世界の脅威は無くなるぞ」

「その申し出は、いくつかの筋より伺っております。しかし……」

「俺たちが信用できないってことか？　──それとも、一円玉貿易や魔法技術の輸入で儲もうけようと企たくらんでるのか？」

「……その質問に関しては、お答えできる立場にありません。それに、もしそのような計画があったとしても、非難を受ける謂いわれはないはずです。その場合、ちゃんとそれなりの条約を締結し、正規の手続きを踏んだ上で交易をすることになるでしょうから」

「そうか」

「ええ。なにも言うことはありません」

　もと同級生でも譲歩はしないということらしい。

　しかも、この男の仕事はただ断ることだけではないようだ。──小嶋はさっき直したばかりの眼鏡の位置をいかにも神経質そうに再び直すと、身を乗り出しながらこう言った。

「それよりも、久く瀬ぜ……お前が日本に帰ってこい」

　これは、予想外の発言だった。

「帰る？」

「そうだ。お前はまだ若い。日本に戻って人生をやり直せる。ご家族のことは知ってるが……しかし、いい機会だ。もう一度、日本人に戻れ。──それに、この世界での経験やキャリアが無駄になるわけじゃないぞ？　今後、日本と〝災地〟はどんどん交流を深めていくだろう。そうなれば〝災地〟の英雄だったお前の価値は計り知れない。たとえば政府や大企業のアドバイザーとして活躍できるかもしれないし、自分で会社を興すこともできる。この世界の王様なんかよりずっと豪華な暮らしができるはずだ。違うか？」

「なるほど……」

　たしかに、いい機会ではあるのだろう。俺おれが日本で成功者になるチャンスだ。

　日本の金持ちが《地平シーズベツド》の王おう侯こう貴族よりいい生活をしているのは間違いない。なにせ、この世界にはテレビやネットといった娯楽が未発達で、食事だって居酒屋以下のものしかないのだから。

「もちろん、この世界の方が好きというなら大使や外交官みたいな地位に就くって手もある。それならこっちに滞在できるじゃないか。贅ぜい沢たく品は日本から運ばせればいい。──これで、お前はなにひとつ失わない。ただ日本人に戻るだけ……気持ちだけ日本に帰ってくるんだ」

　なにひとつ失わず、気持ちだけ日本に帰る──さすがは情報課、口が上う手まい。それは俺にとって魅力的な申し出に思えた。だが……。

「どうだ久瀬？　これはチャンスだぞ。お前もちゃんとした大人になれるんだ」

「……ちゃんとした大人、だって？」

　だが、この男は、最後に聞き捨てならないことを口にした。

「つまり、ファンタジー世界の英雄は『ちゃんとした大人』じゃないってわけか。小こ嶋じま、お前はそう思ってたんだな？」

　自分でもそう思ってなかったわけではないが（だからこそ小嶋と会うのを避けてたんだが）改めて他人の口から聞くと、また違う意味を持つ。かちん、と心のなにかに触れた。

　小嶋は『余計なことを言った』とやや苦い顔をしつつも言葉を続ける。

「それは……まあな。言いにくいことだが、帰るチャンスがあるのにそうしないのはただの『逃げ』だ。地球の日本という現実から逃げてるだけ。本当はお前もそう思ってる」

「俺も？」

「ああ。いろいろ調べさせてもらった。他の地球人を追い返しているんだって？　それはたぶん同属嫌悪だ。お前は、地球の社会から逃げてきた人間に苛いら立だちを覚えている。なぜなら自分もそうだからだ。情報課うちの心理分析担当はそう言っていた」

「なかなか鋭いな。さすがは『大人』だ」

　目の前にいる小嶋は、まさしく『ちゃんとした大人』だった。就職して家庭を持ち、家族のために働いている。俺おれにもそうなれと言っていた。

「大人か……。そのために、この世界を捨てろって？　ははっ、思い返せば地球でもみんな同じことを言ってたな。『もう絵本なんて読む歳としじゃないでしょ』『三年生なんだからゲームばっかりしちゃだめです』『そろそろ低俗な漫画でなく、高尚な本を読みなさい』……大人になるというのは、今持ってるものを捨てることか？」

「捨てるんじゃない。『卒業』だ。久く瀬ぜもこの歳になればわかる。大人には大人が大事にすべきものがあるんだ。お前もそうするべきだろう」

　かもしれない。たしかに日本ではそう習う。だが──、

「断る！」

　気がつけば俺は、ばんっ、とテーブルを叩たたいて怒鳴っていた。空のコーヒーカップが床に転がる。

「俺はヒネた人間だから、この世界について小馬鹿にしたような態度を取ることもある。お前の言ったようなことを他の勇者に言ったこともある。けど、お前のおかげでやっと気づけたよ。──俺は、本当はこの異世界が好きだ！　卒業なんかしない！」

　照れ臭くなるような台詞セリフだが、しかし真実。心の底から出た叫びだった。

「どうせ、お前たちにとって〝異世界〟は、ガキっぽくてくだらない場所で、カネだけを目当てに嫌々来るようなところなんだろう？　でも、俺たちには違う。ここは〝俺の世界〟だ！　お前らみたいなやつには荒らさせない」

　俺にとっては、大人になるより大事な場所──絶対に譲れない、俺の既得権益だ。

「久瀬……。俺は、ただ──」

「もういい。〝お願い〟は終了だ。──なので、これからは、〝脅し〟になる。捕ほ虜りよと金を返して軍を引け。さもなくば……」

「さもなくば？」

　無意識でのことだろう。小こ嶋じまは、ふふんと鼻で笑っていた。

『──戦車も銃もない野や蛮ばん人に、いったいどんな〝さもなくば〟ができるというのか？』

　この男はそう言いたいらしい。

　だから、俺は教えてやった。

「さもなくば、こうなる」




　──どかんっ




　俺の言葉と同時に、外で轟ごう音おんが鳴り響く。

「──っ!?　今のは？」

「戦車の音だろ。ただし、砲を撃った音じゃない」

　爆発の音だ。わざわざ外を見なくてもわかる。

　ラーラとメルルヴィア。

　二人が戦車をスクラップにした音だ。
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　聖騎士長ラーラ・ロカと黒の魔王メルルヴィア。二人が自衛隊の陣地に乗り込んできたのは、シュウイチより三〇分ほどあとになる。

　彼女たちはシュウイチから、このように命を受けていた。




『──圧倒的に勝て』と。




「……シュウイチは、人使い荒い」

「なにを言うか、メルルヴィアよ。このラーラ・ロカにはシュウイチ殿の気持ちが理解できるぞ。あの命令こそ、我らに対する信頼そのものであるのだ」

　彼からの命令をより詳細まで記述するならば、以下の通りの文言になる。

『──正面から乗り込み、準備万端の相手と戦い、その上で勝て。一切の小細工は使わず、敵の命も奪わずに。しかも、自らは毛ほどの傷も負わず、息切れさえもしないでだ。敵が〝次は勝てるかも〟〝やり方を変えれば負けないかも〟といった夢や希望をわずかたりとも持てないよう、完膚なきまでに叩たたきのめせ』












　二度と《地平シーズベツド》に近づこうなどと思わぬように。

　不平を言っていたメルルヴィアだが、あのときの言葉を思い出し、つい口元を緩ませる。

「……シュウイチ、カッコよかった。……性格悪いところが最高」

「否、最高なのはそこではない。我らの力を全面的に信じつつも『毛ほどの傷も負わず、息切れさえもしないで』と、素直じゃなく身を案じてくれているところが最高なのだ」

　二人は薄笑いを浮かべたまま、異界の軍団と対たい峙じする。

　八九式小銃を構えた歩兵四個中隊六〇〇名以上に、戦車二個中隊約二〇両。

　ことに戦車は、二一世紀前半の傑作と名高い一〇式戦車がその半数を占めていた。





【一〇式戦車】現段階での自衛隊の最新主力戦車。

　強力な一二〇ミリ滑かつ腔こう砲ほうを装備しつつも、新開発の複合装甲により軽量化を実現。

　最高時速七〇キロという高い機動力をも兼ね備える。乗員三名。




（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）






　この戦車は、式典などでよく『中身を満たしたワイングラスを砲の先に乗せたまま走る』という芸を披露することでも有名だった。砲身の向きをコンピューターで超細密に制御できるため、どれほど高速で走ろうが、いかに振動しようが、決して狙いを外さない。まさしく『最強の矛』と言えよう。

　そんなステータスは、二人とも事前に知らされていたが──、

「……ばか女騎士ラーラ、どっちが手柄を上げるか勝負する」

「断る。半分ずつだ。面倒なので私に多く働かせる気だろう？　そうはさせんぞ」

「……ちっ」

　相手の力を完全に知りぬいた上で、ひるむことなく勝負を挑む。







　窓の外から、ラーラとメルルヴィアが大暴れしている音が聞こえてきた。二人とも手はず通りやってくれているらしい。

「どうだ、小こ嶋じま？　これが〝さもなくば〟だ」

「そんな……!?　生身の人間が、一ヒト〇マル式を……」

「驚いたか？　あの二人は特に強い部類だが、しかし、この世界には他にも強い人類や魔族はいる。飛んでる戦闘機を打ち落とす弓の名手や、ミサイルが直撃しても平気なドワーフ戦士、空母よりデカいドラゴン。候王国のドレイヴァー王も、シラフなら戦車くらい素手で壊せた。──科学で造った武器はたしかに強いが、本気の戦争になればお前たちも無傷じゃ済まない」

「噓うそだ……」

「噓じゃない。これで、自分たちが絶対的な優位にはいないと理解したな？　それを前提とした上で、改めて話をしよう。──軍を引け。さもなくば……」

　そして、さらなる脅し。

　突然、がたっ、という音と共に──倒れた。

　小こ嶋じまの後ろにいた兵士三人が。前触れもなく失神して。

「──っ！　お前たち!?　……久く瀬ぜ、これもお前の仕し業わざなのか？」

「そうとも。──今のは〝呪い〟だ。ここじゃ迷信でなく実在する。闇やみ属性魔法士による超々遠隔攻撃魔法。名前のわかる相手なら、どこに逃げても呪い殺せる」

「名前？　だが……」

「呪い担当とは別に、名前を調べる能力者がいる。それで調べた」

　頭の上の帽子モモコのことだ。いつものステータス検索技能。魔法士には水晶玉を使って感応波テレパシーで知らせた。

　この基地に乗り込むまで三日かけたのはこれが理由だ。呪い専門の魔法士を大量に集めるのには、そのくらいの時間がかかる。

「その気になれば、一人ずつ何百人でも呪っていける。──《大扉》の向こうでも」

「日本にいても!?」

「そうだ。《大扉》さえ開いてればな。あっちで暢気のんきにしている自衛隊のお偉いさんや総理大臣も──」

「そ……そんな脅迫なんかに！」

「……それから、その家族も」

「──っ！」

　さすがに、小嶋の顔も青ざめた。

「お前の家族の名前もわかる。小嶋まゆき、五歳。私立の幼稚園に通わせてるのか。奮発したな？　お父さんには内緒だが、いつも遊んでるショウゴくんのことが好きらしいぞ。ははっ、女の子は小さいときからマセてるな。……呪いのことを信用させるために、今からお前の娘を殺してもいい」

「やめろ！」

　もちろん本気じゃない。だが、それが可能というのは本当だ。ステータスの補足欄を駆使すれば家族の名前は調べられる。

「俺おれたちがその気になれば、こういった搦からめ手ても使える。ほかにもゾンビやバンパイアを《大扉》から送り込んだりとかな。──いいか、この《地平シーズベツド》を野や蛮ばんで劣った世界と思うな。中世ヨーロッパ風のファンタジー世界だからといって馬鹿にされる謂いわれはない」

　この世界は科学文明ではないので戦車も火薬もマヨネーズもないが、しかし、それ以外のものはたくさんある。聖騎士や魔王、呪いにゾンビ。長い時間をかけて築かれてきたこの文明は、決して《地球スフイア》に劣るものではない。

　いや……実のところ、俺も以前は馬鹿にしていた。この世界の連中は、戦争で卑ひ怯きような手を使わないお人ひと好よしばかりだと。

　だが、それは間違いだ。彼らは決して馬鹿などではなく、過去に努力してアンフェアな手段を捨てただけ。そんな文明を築いてきたのだ。それは、なぜか？

　──魔法のある世界では、卑怯に限度がないからだ。

「お前たちはファンタジー世界を甘く見た。──いや、自衛隊お前たちだけでなく、異世界勇者は大抵そうだ。だから皆、俺おれに敗れる。もうこの世界に関わるな」

　この世界が本気になれば、どこまでも卑劣で残酷なことができる。他のやつらは知らないが、少なくとも俺はそうする。この世界が捨てた手で、この世界の代わりに手を汚して。そして勝つ。

「もう一度言う。《地平シーズベツド》から撤退しろ。お前たちがいなくなれば、《大扉》は破壊すると約束しよう。そうすれば、もう呪いは届かないし、ゾンビを送り込まれる心配もない。《大扉》さえなくなれば、人も魔力も行き来できなくなるんだからな。俺たちとも二度と会わずに済む」

「それは……」

　これだけ念入りに脅かせば、自衛隊も撤退せざるを得まい。そう考えていたのだが……。

「──させない！　撤退はさせないし……娘も殺させない！」

　どうやら、追い込みすぎたようだ。子供を人質に取ったのが悪かったらしい。小こ嶋じまは一瞬の隙すきを突き、その手に拳銃を抜いていた。

　よく映画などでは、銃口を向けてから多少の言葉を交わすものだったが──、




　──ぱあんっ




　さすがは軍人。躊ちゆう躇ちよがない。銃を構えたその直後には、既に弾丸は放たれていた。

「シュウイチ！　シュウイチ！　ダイジョーブ!?」

　俺の頭の上で、モモコが心配そうにギャアギャア騒ぐ。

　……ああ、もちろん無事だ。なぜなら俺は、最強の防具を身に着けているからな。

「小嶋、悪かった……。娘で脅したのはやりすぎだった。──だが、俺に銃は効かない」

　服の下で魔法の防具が発動したので、その拍子に上半身の衣類が弾はじけ飛ぶ。

　あとには、ただ〝それ〟だけが肌に残っていた。

　大魔導師の鍛えし防具のみが。

「そんな……!!　久く瀬ぜ、それはまさか!?」

「そうだ……。これはブラジャー!!　重力制御と時間停止の魔法により、美しいバストを保つ！　ただの銃弾など効くはずあるまい！」

　これぞ、大魔導師ワーグナス翁おうの造りあげた《地平シーズベツド》製ブラジャー第一号だ。

「ヒドイオチ！　ヒドイオチ！」







　身を護まもるためとはいえ、本当はこんな姿、見られたくなかった。

　小こ嶋じまは最初、俺おれを見て『女の人かと思った』と言っていたが、その理由は明白だ。服の下のブラジャーのせいで胸が微妙に膨らんでいたからだ。

　窓から外を覗のぞけば、向こうもかたがついていた。

　ラーラとメルルヴィアは戦車を一両残さず破壊し終え、歩兵も全滅させていた。無論、『毛ほどの傷も負わず、息切れさえもしないで』だ。

「小嶋、よく聞け……。最近は俺、城じよう塞さい都市国家アデルベインの客王にしてアデルベイン軍の総司令官をやっている。人呼んで〝勇者狩り〟だ。なので、この世界は俺が守る」

　この名乗り、もっと恥ずかしいかとも思っていたが、実際に口に出してみればそれほどでもない。むしろ、すがすがしくさえあった。──少なくともブラジャーほどは恥ずかしくない。

　これにて、とりあえずはミッションクリア。残りは後始末だけとなる。
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　あとにして思えば、小嶋だけでなく自衛隊そのものが、俺にとっての『ちゃんとした大人』の象徴だった。

　彼らは公務員というお堅い職業に就いて、仕事の都合だけでこの世界に来ていた。異世界をさんざん荒らしはしたが、それもただの仕事にすぎない。そのうち家に帰り、家族のいる居間でビール片手にスポーツ中継でも見る気でいたんだろう。

　だから敗れた。つまりは、そういうことだ。

　相手に価値や敬意を感じぬまま異文化と接触しても、決して幸せな結果は訪れない。今回の一件は、双方にそんな教訓を与えてくれた。

　二日後、メドウ丘陵──。

「──全員、整列して《大扉》に入れ！　ちゃんと『もとの世界に戻りたい』と強く願いながら通過するんだ！」

　丘にラーラの大声が響きわたる。だが、きっとほとんどの隊員たちは、言われなくとも『早く帰りたい』『二度とこの世界には来たくない』と思っていたに違いない。皆、うなだれながら光の中へと入っていく。

　俺たちの監視する中、自衛隊は撤退を始めていた。

　何人かの政府閣僚とその家族に腹痛を起こさせたのも効いたのだろう。決戦の翌日には自衛隊の全面撤退が決定。〝災地〟派遣隊一〇〇〇余名は順次、《大扉》の光の中に去っていく。

　──とはいえ、戦車の残骸を回収し、基地の施設も完全に取り壊した上でのことになるので、少々時間はかかっていた。

　彼らが全員去ったのち、魔法士たちの手で《大扉》を周辺の遺跡ごと破壊する手はずだ。

「シュウイチ、お疲れ様」

「ユズ……。来てたのか」

　俺おれたちは後始末のためにアデルベインから人員を呼び寄せていたのだが、なぜかユズも一緒について来ていた。

「よくわかんないけど、ワーグナスのおじいちゃんが連れてきてくれたの。──ていうか、あんた、本気でグッタリした顔してる」

「まあな。今回は本気で疲れた」

　わざわざ口に出しては言わないが、ブラジャーを見せたせいで特に疲れた。昔の知り合いにあんな姿を見せたのだから、グッタリするのも当然だ。

　なんにしても、ユズには感謝だ。今回、最大の功労者と言えるだろう。

　武器も魔法も使えない、ただの女子高校生であるはずの彼女が、俺の大切なものを守ってくれた。

　もしかすると俺の既得権益にとって、このユズこそが一番の守り手なのかもしれない。今さらながら、俺はそれに気づかされた。ラーラやメルルヴィア、それに城の他の連中は、とっくに気がついてたのかもしれないが……。

「……？　シュウイチ、なんでわたしの顔ジーッと見てるの？」

「いいや、別に。なんでもない」

　大魔導師ワーグナス翁おうが俺のところにやってきたのは、ちょうどそんなときのことになる。

「シュウイチ卿きよう……話の邪魔をして悪いのじゃが、我輩の話を聞いてくれるか？」

「どうした翁？　どうでもいいが、あんたがユズを連れて来たんだってな？」

「ウム、そのことじゃ。ちゃんと理由があることなのじゃよ。我輩なりに、この丘の《大扉》を調べたのじゃが──」

　この老人は人格的に問題こそあるものの当代一の魔法学者。若いころには世界征服のために《大扉》を造ろうとしたこともあったらしい。あまり認めたくないが、この一件の後始末では一番頼りになる人物と言えた。

　そのワーグナス翁が、杖つえの先でユズを指しつつ曰いわく──。

「ユズ嬢じようじゃが、もとの世界に帰れるぞ」

　それは、衝撃の発言だった。
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　翌日、夕方──。

「……ユズ、さびしくなる」

「貴様のことは、その……正直、最初は嫌いだった。シュウイチ殿のこともあったから……。だが、今は違うぞ！　このラーラ・ロカ、いなくなることを心から残念に思う！」

「ゆずチャン、カエッチャヤダ！」

「ありがとう……。みんな……ありがとう」

　夕焼けの中、メルルヴィアやラーラが集まって、別れの言葉を告げていた。皆、辛気臭く泣いている。

　本来なら《大扉》の向こうは一〇年以上未来の日本だったが、ワーグナス翁おうが調整することにより、ユズのいた時代と繫つなげられるとのことだ。自在に二つの世界を行き来できるこの《大扉》でなら、《地球スフイア》で死んだユズも無事に戻れる。

「ウム、これでよい……。《大扉》の調整、終わったぞ」

　ワーグナス翁、ブラジャー作りには何日もかけていたくせに、こんなときばかり手際がいい。

「あの、シュウイチ殿……。このラーラ・ロカ、提案がございます」

「なんだ？」

「《大扉》は塞がず残しておいてはいかがでしょう？」

「……私も賛成。……残しておく」

　ラーラ。それにメルルヴィアも。

　なるほど。たしかに、それならユズとはまた会える。二人の提案に、俺おれは一瞬心を動かされかけたが──。

「いや……駄目だ。自衛隊との約束を破ることになる。──それに、《大扉》は大きな厄やく災さいをもたらす。それは今回の一件でもわかったろう？」

　だから《大扉》は塞ぐ。他に選択肢はない。

「そうですか……。でしたら、シュウイチ殿もユズに別れをお告げください」

「……なにか一言、言ってくる。……でも、雰囲気に飲まれてチューとかしたら怒る。これはヤキモチでなく、単にそういうのイラッとくるから」

「お、おう……」

　俺はラーラとメルルヴィアに背を押され、無理やりユズの前へと突き出される。

　そんな俺おれを、彼女はただ、くすっと笑った。他の連中のときは涙ぐんでいたくせに、俺のときだけこんな顔だ。

「ふふっ。シュウイチ、やっと来てくれたわね」

「いや……。なにを言えばいいのか思いつかなくて……」

「ふうん？　泣きながら『帰らないで』って言うと思ってたのに」

　嫌なことを言う女だ。夕方で、既に薄暗くなっていたのはありがたい。どんな表情をしてるか見られずに済んだ。わずかな光も夕焼けで、目が赤いのを隠してくれる。

「ふふん。まあいいわ。ねえ、《大扉》ってあそこの白い光のことでしょう？　手前まで一緒に来てくれない？」

「ああ……。構わない」

　俺とユズは、《大扉》の光に向かって歩く。ここからほんの一〇〇メートルの距離。他の者たちはだれもついて来なかったので、ただ二人だけで歩き続ける。

「シュウイチ……あんたには世話になったわね。本当にお世話になった……。ありがとう」

「いや、それは俺の方こそだ。お前に助けられた」

「ううん……。とにかく、いろいろ面倒見てもらったから、そのお礼に、あの──」

　ユズは一いつ旦たん言いよどみ、緊張でごくっと唾を飲んでから、その先の言葉を続けた。

「い……今、一緒に歩いてるこれ、デートだと思っていいわよ！　あんたがしたいって言ってた『制服デート』してあげる！」

「ユズ……」

　彼女なりの、最大限の感謝の証あかしであったのだろう。そのくらい俺にもわかる。

　帰るまでのたった一〇〇メートル。世界一短い制服デートだ。

　こんな距離だけあって、一分もかからず目的地に着く。《大扉》の白い光は、一説によれば女神チュートリアルＴｕｔｏｒｉａｌの後光なのだとか。あの無粋な女神に相応ふさわしい、品のない輝きだ。せっかく夕ゆう闇やみが隠してくれてた俺たちの顔を照らす。

「ユズ……泣いてたのか？」

「あんたこそ！　自分は泣いてないみたいな言い方してんじゃないわよ！　でも……泣いてくれてて安心した。わたしだけだったらどうしようかと思ってた」

「まあな……。俺もだ」

「ふふっ……。それじゃ、シュウイチ……さよなら」

「…………」

　それだけ言い残し、ユズは《大扉》の中へと入る。

　俺は無言で見送ったが、これは彼女が別れ際にしたことに驚き、つい黙ってしまったからだ。

（メルルヴィアが怒るかもしれないな……）

　右みぎ頰ほおに唇の余韻を残しながら、ユズは光の中へと消えていく──。





　　　　　　　　　２






　その後、俺おれはワーグナス翁おうをはじめとする魔法士たちに命じて《大扉》を塞がせた。

　魔法で光を中和しつつ、丘陵の地下に埋まった遺跡を完全に破壊したので、この丘に《大扉》が光ることは二度とないはずだ。

　翌朝、俺たちはアデルベイン城へと引き上げる。《地平シーズベツド》を揺るがした〝ジエータイ騒動〟は、これにて一件落着となった。

　帰国後、いくつかの後日談を聞いた。──自衛隊が二度と来れなくなったことで、イチエンダマ相場は高騰。以前の二〇倍近い値段がついているらしい。候王国のヴィグレイ子し爵しやくはこの急激な値上がりを予想して、ひと財産築いたそうだ。

　自衛隊は痕跡を一切残さず撤退させたはずだったが、隊員数名と戦車の残骸が何両分か、密ひそかにメドウ丘陵から運び出されたという噂うわさがある。ただ、これは単なるデマの類だろう。撤退作業は俺たちの監視下で行われた。よほど知恵が回って土地勘もある者が手引きでもしない限りは、そんなことは不可能だった。

　一方俺は、当初自衛隊を放置していたことで国際的な非難を浴びるのではないかと思っていたが、事態はまったく逆になる。『あれほどの強敵を倒したシュウイチはすごい』『やはりこの世界には彼が必要だ』と、評価が大きく上っていた。──この話を聞いたラーラが『最初からこれが狙いだったのですね！　さすがはシュウイチ殿！』と早とちりで俺を褒ほめ始めたので、俺は『あ、うん』とだけ返事をしておいた。

　ともあれ俺たちはアデルベイン城で、いつもの日常へと戻る。

　とはいっても『最近の日常』じゃない。少し前──『ユズが来る前の日常』だ。







「……シュウイチ、元気出す」

　城の玉座に腰かけ、頭にモモコを乗せたままぼうっとしていた俺に、メルルヴィアが声をかけてきた。

「別に、元気がないわけじゃない。普通だ。それを言うならお前こそ最近元気ないぞ」

「……私も普通。元気なくない。……イエーイ」

　イエーイにキレがないな。無理してる。

　不思議なものだ。ユズのいた日々はそれほど長い期間でもなかったのに、あの日以来、城内は灯ひが消えたようだった。このアデルベイン城にとって、まさか彼女がそこまで大きな存在だったとは。

　俺とメルルヴィアが二人そろって、広間でぼんやりしていると──、

「シュウイチ殿！　予知魔法士たちが新たな勇者の出現を予知しました！」

　ラーラが慌てて駆け込んできた。

　またも新たな異世界勇者。どうやら俺には沈んでいる暇などないらしい。

「まあいい。少しは気晴らしになるだろう……。それでラーラ、日時と場所は？　まさか、また出現済みとか言わないだろうな？」

「いえ──それが、その……」

「どうした？」

「はっ！　出現日時は──本日、もうすぐ！　今から五秒後！　場所はここ、アデルベイン城の玉座の間です！」

「今、ここだと？」

　そう言っている間に、空中が眩まぶしく光る。これは勇者出現の白い光。

　次の瞬間、現れた。

　新たな《地球スフイア》の異世界勇者が──!!




「──あ、あれ……？　ここ、シュウイチのお城じゃないの」




　一部訂正だ。

　勇者は『新たな』じゃない。よく見知った顔だった。

「ユズ！　どうして、ここに!?」

「シュウイチ！　みんなも！　あれ……？《大扉》の光に入ったのに、どうしてお城に……？　わたし、戻って来ちゃってる!?　なんで？」

　最初は俺おれも不思議だったが、すぐに一つの結論にたどりつく──。

「ユズ、お前……ちゃんと『《地球スフイア》に帰りたい』って考えてたか？」

「えっ？　どういうこと？」

「忘れたのか？『残りたい』と思いながら《扉》をくぐると、また《地平シーズベツド》に戻ってくる。そういう仕組みになってるんだ」

「あ……っ！　そういえば！　いけない、そうだった！」

　忘れてたのか。そんな基礎中の基礎を。ユズのやつ、なんのために俺が毎回、勇者を気絶させたり説得したりしてたと思ってるんだ。とはいえ──、

（そうか……。ユズも残りたいと思ってくれたんだな）

　そのことを知り、自然と口から笑みがこぼれた。メルルヴィアやラーラも同じだ。

「うわあ、どうしよう……。《大扉》、もう塞いじゃった？　これじゃ《地球スフイア》に帰れないし──あと、あんなことしたのに、また会うなんて気まずいじゃないの！　うわあ……うわあ！　うわあ！　うわあ！　どうしよう!?」

　ユズはあのときのことを思い出したらしく、手で唇を押さえて真っ赤になる。──そんな姿を見て、俺も無意識のうちに似たような仕草で右の頰ほおを押さえていたが、なぜかメルルヴィアとラーラから脛すねに蹴りを入れられた。とても痛い。

　だが、ともあれ。俺がユズにかけてやる言葉はただ一つだけ。それは他の者たちも同じだろう。即すなわち──。















「おかえり、ユズ。部屋はそのままにしてあるぞ」

「うん……。ただいま」




　こうして俺おれはまた改めて、女勇者ユズを仲間に迎えることとなった。武器も魔法も使えず、なんのチート能力も持たない、なのに意外と頼りになるこの女子高校生を。

　しかし戦いは終わらない。──俺の既得権益は、まだこれからだ。





（※もっと知りたいですか？　Ｙ／Ｎ）







あとがき







　こんにちは。伊い藤とうヒロです。

　地球人がファンタジー世界に行く『異世界ファンタジーもの』の小説が流行となって、かなりの時間が経ちました。

　このジャンル、実は『美少女ヒロインなどのキャラクターの魅力』を大切にしつつも、一番の重心が『主人公がなにをするのか』というストーリーの部分に置かれているという、非常に硬派なジャンルです。ある意味『主人公がどう活躍するか』という、物語の基礎への回帰がなされていると言っていいでしょう。

　本作は、その異世界ファンタジーものというジャンルそのものを題材にしているわけですが、こうして自分でチャレンジすると、改めてその奥深さを思い知らされる次第です。

　特に、主人公シュウイチの敵である異世界勇者は、一切モデルなどがなく、なんのパロディでもなく、自分でまったくのゼロから考えているため、キャラや話を作るのが大変だした。いや、ほんとに。フー、これでよし。







　それはそれとして、関係者の皆様にお礼などを。──荻おぎｐｏｔｅ先生、ありがとうございます。どのイラストも最高ですが、特に表紙がいいですね。できあがった表紙を初めて見たとき、家で本気で小躍りしました。

　担当編集者のＳさんもありがとうございます。今回、Ｓさんには普通の倍くらい仕事してもらったんじゃないかと思います。本当に助かりました。

　それと、陸自のＭさん。何年かぶりに急に電話して『自衛隊が異世界に派遣されるとき、どのくらいの階級の人が現地でのトップになるの？』『戦車は何両くらい持ってくと思う？』『やっぱり全部最新型の装備で行くの？』みたいなトンチキな質問をさんざんしたのですが、ちゃんと答えてもらって、ありがたい限りです。さすが現役だけあって『現地のトップは一佐。戦車は仲の良さそうな近所の基地で融通し合って○両くらい持っていく。兵器は最新のものを持ち込むだろうけど、壊れたときにもったいないので旧式もこのくらい持ってく』とスラスラ答えてくれました。（こうやって、あとがきで『ちゃんと調べて書いてるんだぞ』と予防線を張っています）

　このように本作は、大勢の方々のお力添えによって成り立っております。もちろん、この本を手に取っていただいた皆様にも感謝です。

　それでは、また近いうちにお会いいたしましょう。















特別付録　書き下ろし短編







─横浜駅ＦＴ（ファンタジー）ＶＳ 俺─

「拡張してるとは聞いてたが、まさか異世界こんなところにまで拡がってたとはな……」

　俺──〝勇者狩り〟シュウイチの根城であるアデルベイン城から東に五〇キロ。

　そこに『横浜駅』が出現したと聞かされたのは、数日前のことだった。

　そのときは、せいぜい一〇メートル四方くらいしかなかった駅が、今では周囲一キロメートルを埋め尽くすような巨大ターミナルとなっていた。

「まさか一日で、これほどデカくなってるなんて……。ラーラ、総攻撃の用意はできたか？」

「はっ！　アデルベイン軍を中心とする諸国連合軍、計一万！　すでに配置は済んでおります。ただ、メルルヴィアめの魔族軍が、まだ来ておりませんが……」

「メルルヴィアのやつ、こんなときに遅刻か……。まあいい。この増殖スピードを考えると待ってるわけにもいかないだろう。全軍、攻撃開始」

「はっ！　シュウイチ殿のご命令のままに！」

　こうして、横浜駅に対する総攻撃は始まった。

「皆の者、このラーラ・ロカに続け！　突入せよ！」

　一万の大軍勢が、横浜駅へと突入する。

　いくら増殖するとはいえ、動きもせぬ駅に対してこんな大軍は不要だろう。──そう陰口を叩く者もいるという。そう思うのも当然だ。俺も過剰だったかもと思ってる。

　だが《地球》からの侵略者に対しては、どれほど警戒しても、やりすぎということはない。今までも、その油断で何度も煮え湯を飲まされてきたのだ。

（とはいっても、考えてみたら相手は駅か……。やっぱり大軍すぎだったかもな。武器で反撃してくるわけでもあるまいし──）

　──などと考えていると、通信用の水晶玉から、突入した兵士たちの声が聞こえた。

「──なんだ、この小さな箱は？」

「──なにか字が書いてあるぞ……。これは……『シウマイ』？」

「──ここに書かれている『ジェット』というのは、どういうことだ？」

　シウマイ？　ジェット？　……あっ、まさか！

「いけない！　その箱に近づくな！」

　俺が水晶玉に向かって叫んだ、その刹那──、

「──ギャアアアアッ!?　熱い！　湯気が！　熱風が！　それに、臭いも！」

　通信の向こうで、兵士たちが悲鳴を上げた。

　これは横浜名物、崎○軒のシウマイ──それも、化学反応で熱くなるタイプのものだった！

　ジェットのシウマイといえば、『やたら熱くなる』『周囲一帯にシウマイの臭いが立ち込める』というので有名だが、兵たちは密集して突入したところに、このジェットを喰らったのだからたまらない。早くも軍勢は総崩れとなりつつあった。

「クッ、なんという……。前線のラーラに通信だ。一旦、退却して体勢を整えろ。ジェットの高熱はしばらく続くぞ」

「──シュウイチ殿、こちらラーラ・ロカ！　ご命令、承知しました！　全軍、一旦退け！　……むっ、これはなんだ？」

「どうした、ラーラ？　なにかあったか？」

「──はっ。なにやら足元に四角い紙が……。な、なんだ、この紙は!?　足に貼り付く！　足に貼りついたまま剝がれぬ！」

　通信によれば、他の兵士たちもその紙に足をとられ、歩けなくなっていたらしい。

　しかし、紙だと……？　それは、もしかして──!!

「いけない、ラーラ！　それは『豚まんの下の紙』だ！」

　横浜駅でよく売られている高級な豚まんの下についてる紙は、以上なほどの粘着力を発揮し、饅頭の皮をベロンと大きく剝がしてしまう。

　横浜駅は、それをトラップとして利用したのだ。

「ラーラ、その紙は無理に剝がすな！　皮膚が丸ごと剝がれるぞ！」

「──はっ、シュウイチ殿……。いけない、シウマイが！　ジェットのシウマイに囲まれた！　うわああああああああっ!?　…………ザザー」

「ラーラ？　おいっ、ラーラ！」

　水晶玉は、ただ『ザザー』というノイズ音を放つのみとなっていた。

　豚まんの紙で足を封じたところをシウマイのジェットを吹きかける──この攻撃により、突入した一万の兵は壊滅。そのほとんどが戦闘不能の状態となった。

（もしかして、と思ってたが……間違いない。あの駅は──）

　あれは、ただの駅じゃなかった。ただの鉄筋とコンクリートの建物じゃない。

　あの横浜駅は、意思を持ってる。

　高い知性と、戦略を練る高度な頭脳を持っていた。







「一万の大軍が、わずか三分で全滅なんて……」

　軍事用語だと『全滅』と『壊滅』は違う意味を持つらしいが、今の俺にはそんなのどうでもいいことだ。

　ラーラ率いる兵たちは、なんとか全員、駅の外へと脱出できたが、しかし皆、シウマイの臭いにやられて、とても戦える状態ではなかった。

「ひどい有様だな……。ラーラ、動ける兵はどのくらいいる？」

「はっ、シウイチ殿！　歩兵、騎兵、魔法、全て兵合わせまして総勢二〇〇名がいいところじゃん」

「じゃん……？　あっ、大変だ！　医療班、すぐにラーラを隔離しろ！　横浜に感染してるぞ！」

　感染者を除くと、兵の数はさらに減った。

　その間も、横浜駅は着々と増殖していく──。俺には、もはや打つ手はなかった。このまま《地平》は横浜駅に埋め尽くされてしまうのか……。

　──と、そんなとき。

「……シュウイチ、オッス。……遅刻した」

　とぼけた挨拶と共に現れたのは、黒の魔王メルルヴィアと、彼女率いる魔族の軍団だった。

「お前、今ごろ来て……。いや、関係ないか。どうせ、あの横浜駅にやられてただけだろうからな」

「……スネた言い方をしてないで、いつもみたいに『なんで遅刻したんだ』と質問する」

「なんでだよ？　まあ、いいや……。なんで遅刻したんだ？」

「……古代遺跡で珍しいものが発見されたから持ってきた。……それで遅れた」

「遺跡だって？　この大変なときに、そんな……って、おい！　まさか、これって!?」

　俺は運がいい。このタイミングで、こんなものが手に入るとは。

　遺跡から発掘されたという〝それ〟こそ、戦況をひっくり返すことのできる古代の超兵器だったのだ！

「これがあれば、横浜駅に勝つことができる……!!　メルルヴィア、でかしたぞ！」

「……えへん」

　遺跡から出てきた〝それ〟は、横浜駅の天敵──最大の弱点ともいうべき存在だった。







　翌日。さらに一〇倍以上のサイズにまで増殖した横浜駅の外縁部で──。

「──シュウイチ様、レールの用意、整いました！」

「──モーター、電力とも異常なし！」

　魔族兵たちからの報告を受け、俺は攻撃開始の号令を下す。

「よし！〝遺跡一号〟、発進せよ！」

　俺たちの最終兵器〝遺跡一号〟は発射──いや、発車する。

　横浜駅の正面へと向かって。

〝遺跡一号〟。──《地球》での名は、日本国有鉄道０系電車。

　即ち、新幹線！

「最大速度で突っ込ませろ！　横浜駅を新横浜にしてやるんだ！」

　もし少しでも新幹線に触れたなら、その瞬間から、横浜駅は新横浜駅になってしまう。

　最近はいろいろできて賑やかになったものの、横浜駅に比べればオシャレさが段違いの、あの新横浜駅に。──それこそが横浜駅最大の弱点だった。

「──見ろ！　横浜駅が新幹線を避けていく！」

「──ああ、新幹線に触れないようにしてるんだ！」

「──よっぽど新横浜になるのが嫌なんだな！」

　一応言っておくが、新横浜だっていい街だ。横浜アリーナなんかもあるし。

　だが、オシャレで名高い横浜駅には、新横浜化は耐えられまい。その思い上がりこそが横浜駅の──いや、『横浜駅の意思』の弱点だった。

「……遺跡の守護者であるスフィンクスが、古い言い伝えの話をしてた。『シンカンセンは雌雄どちらか？　答えは男。なぜならエキを飛ばすが故に』と。……あれはまさしく、駅を異世界に追い返すシンカンセンの雄姿を予言したもの……」

　いいやメルルヴィア、それは違う。それはただのシモネタなぞなぞだ。

　だが、ともあれ──、

「速度、落とすな！　駅の中央部に突入させろ！」

　こうして新幹線〝遺跡一号〟は、増殖する横浜駅へと突っ込んでいく……。
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